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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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各勢力の歩み

皇国日本を巡る領土争いの背景から現在までの推移




東方ローマ帝国


　皇国日本の支配後内政には不干渉だったが、箱根奪還の際に大英帝国軍を新東海道軍と共に挟撃。その後、本国に復活者リザレクトの増援を要請し大英帝国と維新同盟を結ぶ畿内将家の制圧に乗り出すが、進軍中の副将・衛青が出奔し皇国側に寝返ってしまう。不測の事態に窮しながらも、畿内への遠征で援軍の復活者ブルートゥスがリチャード一世を討ち取り、最終決戦へ向けて東京侵攻の準備を進める。






皇国日本（新東海道軍）


　皇国日本の覇権掌握を狙う皇女・志緒理が駿河に潜伏させた記憶喪失の復活者リザレクト・橘征継が大英帝国軍の侵攻で覚醒。東海道将家と手を組み、新東海道軍を結成して陥落した箱根を奪還する。その後、ローマ帝国との最終決戦を見据えて皇都・東京へ移動。征継が神君・徳川家康から銘を継承し新たな力とした。だが、その一方で志緒理の躍進に焦った女皇・照姫が大怨霊「平将門」を復活させ暴挙の限りを尽くし、東京は混乱を極めていく。さらに、突如畿内遠征から引き返した衛青が皇城を支配、皇都の支配権を握られるが、征継の説得により和解。暴走する照姫と将門を共闘して破り、志緒理はついに皇都の覇権を手にする。その後大英帝国軍のエドワードと水面下で協力し、来るべきカエサルとの決戦に備える。






大英帝国


　反ローマ派の畿内将家と「維新同盟」を結成し、皇国日本に侵攻。瞬く間に箱根や名古屋を陥落させるも、征継率いる新東海道軍との連戦や、本国の聖獣の衰弱などが原因で兵力を消耗し箱根から撤退。その際、新東海道軍と水面下で同盟を結び、利用しあう関係となる。将門の暴走で混乱する皇都に密かに潜入、聖獣・大国主命を手に入れるため志緒理に協力しこれを覚醒させる。一方畿内領域にて、リチャード一世が神箭ジェベの猛攻とブルートゥスの奇襲により戦死してしまう。










第一章
三国間の抜け道
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　一九九八年、一二月。

　この月、皇こう国こく日本は混乱の極みにあった。

　特に一二月二五日、クリスマス。この日の夜明け前から、なんと女じよ皇おう照てる姫ひめが自みずから家臣の弾圧をはじめたのだ。

　しかも、武力の行使と流血さえもいとわぬ強硬姿勢で。

　間かん一いつ髪ぱつで難を逃れた皇こう女じよ志し緒お理りのために、彼女を庇ひ護ごする東海道将しよう家けと騎き士し侯こうたちがレギオンを集め、女皇直じき参さんの近衛このえ部隊と武力衝突を起こす。

　さらに東方ローマ軍を離脱した復活者リザレクト・衛えい青せい将軍まで乱入し――

　最終的に、皇女志緒理の一派が皇こう城じようを牛ぎゆう耳じることになった。

　ここまでわずか一日程度。

　クリスマスの翌々日である一二月二七日の朝には、すでに志緒理は皇こう家けの第一人者として皇城の奥宮殿にいた。

「姫様。朝の紅茶をお持ちしました♪」

「ありがとう、初はつ音ね。立りつ夏かさまもごいっしょに朝食をいかがですか？」

「それはいいですね。是非、お相しよう伴ばんにあずかりたいところです」

　庭園の窓辺に設けられたテラス。

　そこで専属女官の橘たちばな初音にかしずかれ、東海道の女総そう督とくたる秋あきヶが瀬せ立夏と瀟しよう洒しやな丸テーブルをかこみ、モーニングティーを楽しむ。

　昨日までは女皇照姫の特権であった行為だ。

　しかし今、志緒理は直参の家臣たち、そしてスポンサーとも言うべき東海道の要人らと共に、勝者の特権を謳おう歌かしている。




　今回の天下取り、驚異的なほどの短期間で行われた。

　が、それは綿密な下準備と臨機応変の対応があればこそであった。

　形式上の君主は依い然ぜんとして女皇照姫のまま――。

　しかし、実権は彼女のものではない。それは今まで、皇城の高等女官と関東将家の高官らがほしいままにしていた。隣国ローマの大だい元げん帥すいにして大英雄、ユリウス・カエサルの忠犬となることを代償として。

　だが、そうした奸かん臣しんどもは女皇自らの手で粛しゆく清せいされた。

　その後、清掃済みとなった皇城という権力のるつぼに、皇女志緒理の一派と東海道将家が堂々と乗りこんだ形である。

　志緒理との直接対決に敗れ去り、女皇照姫の立場も弱い。

　もちろん日本国内には大英帝国軍が居すわったまま。彼らが黒幕だった《維い新しん同盟》の起こした内乱も、収束したとは言いがたい。なによりローマの国こく父ふカエサルという最大の難物によって、京都が陥おとされてしまった。

　解決すべき問題はまさに山積していたのだが。

　それらを自らの裁量でかたづけられる立場にまで、不遇の皇女であった藤ふじの宮みや志緒理がついに登りつめたのである。

　そして、勝利の立役者のひとりである橘征まさ継つぐは――

「元気だったか、泰たい世せいよ？」

『征継くん!?』

　友人・小お此この木ぎ泰世に電話をかけていた。

　一二月二七日、〇八時〇七分。

　皇城内にある武官の控え室から静岡県駿する河が市――今世に新生してからの二年間を過ごした土地へ、連絡を入れたのである。

　電話口の向こうで、友人はのんきに言った。

『征継くんは今、箱はこ根ねで城じよう代だいをやってるんだよね？　皇都の情報って何かある？　ほら、うちの父親が新聞社ではたらいてるでしょ。で、東京の方で何か大事件が起きているらしいけど情報が全然入ってこないって頭を抱かかえてるんだよね。知ってることがあったら軍規に抵触しない程度でいいから僕も知りたいなあって――』

「実は昨日から、その東京に来ている」

『……なるほどお』

　自身も新聞社でバイトする小此木泰世。一般人とは思えないほど情報通でもある男子高校生は察しよく言った。

『なんてことを僕に教えてくれるんだから、もうすぐこっちにもいろいろ――』

「情報は伝わっていくだろう」

　詳細を言えないので、征継は適当にぼかした。

「年をまたぐことはないはずだ。たぶん」

『了解。楽しみにしておくよ……と言いたいけど。それっていい報しらせ？』

「立場によっていろいろだろうが、すくなくとも善良な東海道市民にとっては、悪い報せではないはずだ」

『そりゃあよかった』

「ごたごたがひととおりかたづいたら一度、駿河へ帰るつもりだ。それまで達者で暮らせ。くわしい事情は訊きくな。ただし、何か面倒が起きたら遠慮なく連絡してこい。今日中に連絡先を送ってよこす」

『うん、わかった。君の武運を祈ってるよ』

　電話が切れた。

　橘征継の数少ない友人は、いにしえの武人に似合いの言葉を贈ってくれた。

　何事も己おのれの実力次第――などと吹ふい聴ちようする人間は、勝負事をよく知らないのだろう。

　戦いの結果が生死勝敗のいずれに傾くかは紙かみ一ひと重えで決まる。そのとき、運という要素は意外なほど大きく影響するのである。

「ここにおられましたか、征継どの」

「衛将軍か」

　聞かれて困る話でもないので、控え室のドアを開けたままにしていた。

　その前を通りがかった漢かん帝国の大将軍が声をかけてきたのだ。例によって青い漢かん服ぷくを身につけて、温おん柔じゆうに微笑みかけてくる。

「探しておりました。すこし前に召集がかかったのです」

「荒っぽい揉もめごとでも起きたのか？」

「いいえ。今日、皇こう都との宮く内ない省しよう病院へ護送される予定だった客人が……来られなくなったそうです。そこで志緒理殿下から見舞いにいくべしという話になったのだとか。征継どのにも同行せよとの指示が出ています」

「ほう」

　衛青将軍に教えられて、征継は目を鋭くした。

「先方の体調不良が理由か？」

「そのようですね」

「なら急いだ方がいいな。案内してくれ」

「もちろんです」

　ここしばらくの間、衛青将軍は皇城に出仕していた。

　東方ローマ帝国に所属する復活者リザレクトながら、関東に駐ちゆう留りゆうするローマ軍の指揮官として皇城に出入りしていたのだ。征継よりも城内にくわしい。

　そんな男をここ東京にふたたび導いたのは、彼自身の能力であった。

　武ぶ勲くん《亢こう竜りゆう有ゆう悔かい》。

　己の運気を大きく変動させる方位の兆きざしに気づくことができる――。

　その異能にまかせて彼はローマ軍を離れ、紆う余よ曲きよく折せつの末に征継たちの陣営へ身を投じることになったのだ。

　征継は控え室から出て、衛青将軍と合流した。

　今日も詰め襟えりの学ランを着ている。駿河で臨りん済ざい高校に通っていたときから愛用する一着であった。ただし、その上に浅あさ葱ぎ色の陣羽織を重ねていた。

　将軍の証あかしである征継専用の着衣。

　東海道将家があつらえてくれた品だった。

　腰のベルトには銘めい刀とう《和いず泉みの守かみ兼かね定さだ》をつるしてある。こちらは皇国日本の英雄《土ひじ方かた歳とし三ぞう》から受け継いだ。

　紆余曲折があったのは、衛青将軍だけではない。

　征継自身も今世でたくさんのしがらみを得た結果、過去を捨てて、征せい西せい将軍・橘征継として皇女志緒理に仕つかえる道を選んだのである。




　そして、遠く海を隔へだてた地。

　東方ローマの帝都ザナドゥはかつてベトナムとも呼ばれた地域に位置する。海辺の美しい古都であった。

　その中ちゆう枢すうたる帝城こそがローマ皇帝の住居にして職場である。

　現皇帝ユースフ・ハニフ、六二歳は専用の執務室で「ふうむ」とつぶやいた。重厚なデスクの上に二通の親書がある。

「さて。これをどう考えたものか」

　苦笑いを浮かべながらのひとりごとだった。

　二通の親書。正規の外交ルートとは異なる――彼の私的な交友関係を通して、渡されたものだった。

　ただし、送り主はどちらも海外の要人だ。

　皇国日本のプリンセス志緒理と、大英帝国の誇る復活者リザレクト・黒王子エドワード。現ローマ皇帝へ直じかにコンタクトを取れる方法、準備よく確保していたのだろう。

「今の日本の現状を考えれば」

　自らの思考をまとめるために、ぼそりとつぶやく。

「決して夢物語ではないようにも思えるが……」

　おそらく似たような内容の書簡、元げん老ろう院いんの重じゆう鎮ちんたちにも送付済みであるはずだ。

　まずは彼らと討議すべきだった。この帝国における最大の実力者――国父ユリウス・カエサルに対して、思うところのある人間たちが集まって。

「その前世でカエサルは大きな過あやまちを犯おかした。己の器量を信じすぎるがゆえに、自分以外の者の悪意と、妬と心しんと、行動力を過小評価するという……。さて、彼は今世において、その過ちをあらためることができたのか――」

　誰も聞くことのない、現ローマ皇帝のささやきであった。
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　騎き士し侯こうたちはふつう、滞在地の水すい霊れい殿でんで本拠地契約を行う。

　そのエリアの外では騎き力りよくの一割しかレギオンを召集できない。それが原則だった。ただし流りゆう体たい炉ろ搭載型の戦闘艦ないし空母があれば、話はべつだ。

　人造霊れい液えきを利用する流体炉。

　これは莫ばく大だいな電力を発生させるだけでなく、霊液を動力とするレギオンたちの補給源にもなる設備であった。

　流体炉搭載艦には、擬ぎ似じ水霊殿としての機能もそなわっている。

　その艦内で本拠地契約を行うことも可能で、そうした場合、レギオンを騎力の五割まで召集できるのである。

　かつて念導精霊ジーニーモリガンが搭乗した駆く逐ちく艦かんティンタジェル。

　ユリウス・カエサルが旗き艦かんとするフェラータ・フィデーリス・コンスタンス。

　このあたりが代表格だろう。

　そして今、一二月二七日の一一時三〇分。

　相模さがみ灘なだ――神奈川県の三み浦うら半島から南西に二十数キロという海域に、流体炉搭載型の戦闘艦が四隻も集結していた。

　一隻だけ日本籍だった。最新鋭の《金こん剛ごう型》駆逐艦である。

　残りは全て英国籍。今は亡きティンタジェルの同型艦である駆逐艦キャメロットとカールレオン、さらに空母《クイーン・ヴィクトリア》――。

　日英の駆逐艦は全長一五〇から一六〇メートルのサイズだった。

　対して、航空母艦である〝クイーン〟は全長二九二メートル。実に倍近い巨きよ軀くを誇り、四〇機もの航空機を収容できる。

　しかし、現代戦の主力はあくまで有翼巨兵レギオン。

　その運用をよりパワフルに行うための能力がクイーン・ヴィクトリアにはあった。

　彼女に搭載された次世代型流体炉は――

　疑似ではなく、水霊殿そのものとして機能する。ここで本拠地契約を行えば、騎士侯は騎力の全てをレギオンとして召集できるのである。

「もう長くない……妾わたくしへの手た向むけ代わり、なのでしょう」

　病びよう床しようでささやく姫は、プリンセス・エレノアだった。

「本国のお母さま――ヴィクトリア二世陛下が直じき々じきに使用許可をくださいました。ならびに妾の代理……いえ、役目を引き継ぐ者もすでに赴任しております。志緒理さまの手配した特使と共に、現地入りしているはずですわ……」

　空母クイーン・ヴィクトリアの高等船室である。

　豪ごう奢しやな調度のみならず、広さも十分だった。天てん蓋がい付きの大きなベッドをまんなかに置き、日本の皇こう女じよである志し緒お理りと黒王子エドワード、そして橘たちばな征まさ継つぐがとりかこんでいるにもかかわらず、まだスペースに余裕がある。

　ここが英国宮廷だと言われても、納得できるだろう。

　そのなかで弱々しく、魔女姫エレノアがベッドに横たわっている。

「ふふふふ。志緒理さまとの術くらべ、二度目を競うことはさすがにできそうにありませんわね。残念ですわ」

「エレノアさま……」

　頰の肉がげっそりと落ちた魔女姫の超然たる微笑――。

　それを見つめて、志緒理は思い出した。

　プリンセス・エレノアの異能、すさまじいの一語に尽きる。騎士侯を魔力でたぶらかし、意のままに操る。よほど強きよう靱じんな精神力がなければ、まず抵抗はできないらしい。

　あげく、鳥や獣に変身までしてのける。

　彼女と志緒理が直接対決を果たしたのは、箱はこ根ねでの決戦のときだ。

　あのときは橘初はつ音ねと竜りん胆どう先生が助すけ太だ刀ちしてくれたおかげで、どうにか撃退できた。

（やはり、エレノアさまの御力は……）

　聖せい獣じゆうの血をひく姫だとしても、異様に強すぎる能力。

　その代償が命であると、志緒理はうすうす見抜いていた。実際、箱根ではあれだけ魔力と覇は気きをみなぎらせていたというのに、この弱りよう。

　エレノアはおそらく――

　並みの姫であれば百年、二百年を生きられるだけの寿命を捧ささげることで、けた外れの魔力を聖獣・三頭獅子スリーライオンズより授かったはずだ。

　恐るべき魔女姫が実際に生きた年数、二〇年もないのでは……？

　これは実のところ、明日は我が身であった。皇こう国こく日本の天下を取るまでに、志緒理もすくなからぬ命を天てん龍りゆう公こうや大おお国くに主ぬしの命みことに捧げてきた。

　己おのれに残された時間はあと三〇年前後ではないか――。

　漠ばく然ぜんとした予感があった。これを短いと見るべきか、大事を為すには十分な余裕があると前向きに捉とらえるべきか。

　志緒理はふと、向かい側に立つ側近の顔を見つめた。

　いつもどおり橘征継は無表情だった。主あるじの視線に気づく程度の鋭さはあるはずだが、このような席で隙すきを見てウインクするような茶目っ気も、遊び心もない。代わりに、彼には忠実無比かつ猛たけ々だけしい闘犬の心がある――。

　志緒理は肩の力を抜いた。

　己が為すべきは皇国日本の運営と、外交の舵かじ取とりなのだ。

　それを助けてくれる家臣と天運にも恵まれている。この境遇こそを皇女志緒理のいちばんの財産としてよろこぶべきだった。

「エレノアさま。エドワードさま。我が皇国のために数々のご助力を賜たまわり、感謝の言葉もございません。このうえはわれらの悲願が成じよう就じゆするまで、変わらぬ友愛の絆きずなを英国のみなさまと分かち合いたいと思います」

「ああ。是非そうしたいね、僕らも」

　エドワード王子が優雅に言った。

　将校の黒い軍服をまとい、凜り々りしい貴公子の顔でうなずく。

「最前線の僕らも、本国の御お歴れき々れきもとっくに畿き内ない将しよう家けを見かぎって、君たちこそが真に手を結ぶべき相手だと認識をあらたにしている。日英両国の未来のために『呉ご越えつ同どう舟しゆう』と洒落しやれこむことにしよう」

「まあ」

　志緒理はわざとらしく、上品に微笑んだ。

「呉越同舟では、わたくしたちが敵同士ということになってしまいます」

「おっと。僕としたことが失言だったな」

　黒王子も朗ほがらかに笑った。が、おそらく失言ではないだろう。

　今回の日英同盟、あくまで利害が一致したからこその選択。おたがい、それを一時も忘れはしない。その自覚がたまたま言葉になっただけなのだ。

　表面的なにこやかさのなかで、ぼそりと橘征継が発言した。

「ところで……このヴィクトリアという船を本拠地にすれば、地上とまったく同じようにレギオンを呼べるのだろう？　海の上に鎮ちん守じゆ府ふをそのまま運びこめるわけか。いろいろ使い途みちがある。役に立ちそうだな」

「ああ。だが出で来き物ものとはいえ、所しよ詮せんは船なのでね」

　エドワードが肩をすくめた。

「永久に海上をただようわけにもいかない以上、やはり陸とのつながり、陸からの支援は不可欠になる。僕ら英国がこの後も東方ローマ帝国との競争をつづけるかぎり、ね。だから――橘征継。君の姫君からのお申し出は」

　自他共に認める宿敵を、黒王子はじっと見つめた。

「ある意味で願ったりかなったりというやつだったよ。ま、もちろん家賃なしで済ませられるのなら、それに越したことはなかったがね」

「家主の前で堂々と言うことではないな」

「ははははは」

「ところで志緒理さま」

　貴公子と征せい西せい将軍が気やすいやりとりをする前で、病床――否いな、死の床とこに就つくプリンセス・エレノアは訊たずねた。

「横よこ須す賀か、横よこ手てのローマ軍基地はどのような状況ですか？」

「京都のカエサル公、そして本国との連絡を密にしているようです。わたくしどもの皇こう城じようへも問い合わせを繰りかえしております。日本に駐ちゆう留りゆうするローマ軍の主おもな騎士侯は――カエサル公と共に畿内へ遠征していますから、動きようもないのでしょう」

　志緒理は冷ややかに、策士の顔でくすりと笑った。

「例の用意がととのい次第、横須賀と横手はわたくしども皇国日本のもとに取りかえすつもりでございます。姫の代理……いえ、跡を継ぐ御方には、わたくしもずいぶんと期待をしております」

「その者からの報告では」

　力尽きる寸前でありながら、エレノアは魔女らしい不ふ遜そんさでささやく。

　それは死と殺さつ戮りくを数限りなく、自由自在に弄もてあそんできたからこその余力であり、最後の魔女らしさでもあった。

「志緒理さまが遣つかわされた御ご仁じんもなかなかの傑けつ物ぶつでいらっしゃるようですわね……。みなさま、日英両国のために、交渉の成功を祈ることにいたしましょう」




　東方ローマ帝国、領内――。

　かつてベトナムと呼ばれた半島の近海に、その島々は浮かんでいた。

　コンダオ諸島、某所。

　海辺の高級リゾートである別荘地で、日本国出身の老人がくつろいでいる。真昼の強烈な日差しをさえぎるパラソルのもと、木製のリクライニングチェアに深々と腰かけて、トロピカルジュースをちゅるちゅるとすすっていたのだ。

　みごとなマリンブルーの海を眺めている。

　そのまなざしは黒いサングラスで隠し、でっぷりとよく肥えた体には派手なアロハシャツとハーフパンツを身につけていた。

　ちなみに、誰の目にも明らかなほどの肥満体ではあるのだが。

　相撲取りよろしく、脂肪の下には屈強な筋肉がしっかりと眠っている。

　その昔、戦場往おう来らいと武芸で鍛え抜いた賜たま物ものである。これでも剣術、馬術の免許皆かい伝でんを授かるなど、数々の武術を修めてきたのだ。

「徳とく田ださま」

「なんだね？」

　連れの美女に呼びかけられて、老人は振り向いた。この旅行中は『徳田二じ郎ろ三さぶ郎ろう』なる偽名を使用しているのである。

「そろそろ待ち合わせの時間です。お着替えになった方がよろしいのでは？　いつものキモノの方が威厳にあふれる感じで妾わたくしは好きですわ」

「バカを言ってはいかん」

　ふんと老人は吐き捨てた。

「麻あさで編もうが生き地じをうすくしようが、着物というものはあれでなかなかに暑い。せっかく南国に来たというのに、いつまでも着ていられるか」

「まあ」

　忠告してくれた美女は、優雅にあきれてしまった。

　金髪碧へき眼がん、英国籍の女性であった。彼女は――プリンセス・エレノアの名で知られる美び姫きとうりふたつの容貌であった。

　袖そで無なしのワンピースに、レース生地のケープを合わせている。

　色はどちらも当然のように黒。上品な装よそおいでありながら魔女らしい不吉さもほのかにただよわせる彼女へ、老人は言った。

「許せ。これでも日本を出たのは初めてなのでな。こんな老いぼれの身となりながらも、得がたい体験を今まさに重ねているところ。好きなようにやらせてもらおう」

　軽口にもほのかな重厚さがつきまとう。

　皇女志緒理より要請されて、全権を委任された特使として国外へ派遣された――彼の真ま名なを知らぬ日本人はおそらくいまい。

　神しん君くん家いえ康やす。《徳とく川がわ家康》の銘めいを持つ男。

　かつて天下を制した戦国武将は、金髪の美女をつくづくと眺めた。

「ところでおぬしの名だが……エレノア姫でよいのかね？　本来その名を持つ娘は、日本領内で休養中だと聞くが」

「あの者は先代にございます」

「ほう？」

「妾どもはお母さま――ヴィクトリア女王の分身として、聖せい獣じゆうたる父上の奇跡が生みおとした娘たち。先代の者がもう長く保たなくなったときに代替わりをするのです」

「ううむ」

　これで徳川家康、無類の読書家である。

　手て慰なぐさみに読んだ当節のえすえふ小説とやらに登場したくろーんなる言葉に思い至った。作り話に耽たん溺できする癖へきなど一切ないが、引退した身にはとにかく暇ひまがあるので、その種の書籍にも手を出したのである。

　つまり、この姫は〝そういう存在〟なのだろうか――。

　戦国人としては本来ありえない理解力を発揮して、徳川家康は想像した。

　大英帝国の聖獣・三頭獅子スリーライオンズに祈き禱とうして、女王ヴィクトリア二世が己の分身を十数人ほど造り出し、なんらかの手段で保存しておく。そしてひとりずつ世に送り出し、ひとり燃え尽きるごとに後任をあらたに送り出す――。

「まさにこの世はありえぬことばかりよ」

　ぼそりとつぶやいて、リクライニングチェアから降りる。

　そもそも徳川家康、己こそが〝ここにいるはずのない存在〟なのである。気にしても詮せんないことであろう。

　とにかく今は、日英両国の未来を決める交渉に臨のぞむときだった。

　単なる武将・猪いのしし武む者しやにはない政治家としての老ろう獪かいさ、老練さを見こまれて、徳川家康は派遣されたのだから。

「ではエレノア姫よ、われらも往ゆくかね」

　皇女志緒理と黒王子エドワード、ふたりの貴人が手配を重ねた結果として、自分たちはここコンダオ諸島にいる。

　東方ローマ帝国の領内である。

　当然、徳川家康たちが対たい峙じする相手もこの国の住民であった。
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「単刀直入に申せば」

　徳とく田だ二じ郎ろ三さぶ郎ろうこと徳とく川がわ家いえ康やすはずばりと言った。

「本日の眼目は『不動産の斡あつ旋せん』となりますなあ」

「……不動産ですと？」

　東方ローマ帝国の特使が軽く驚き、目を丸くしている。

　対して家康は「左さ様ようにござる」とあっさり言って、悠々と扇せん子すを使い、己おのれに風を送った。冷房は効いているものの、すこし暑かったのだ。

　南国の小さなリゾートホテル、そのロビーだった。

　極秘会談の会場とするため、貸し切りである。ホテル周辺はＳＰによって警護され、念ねん導どう術じゆつによる防備・盗聴対策も万全だ。

　家康、エレノア姫、ローマ特使の三名でひとつの卓をかこんでいる。

　椅子をふくめた調度類はほとんど木製で、南国リゾートを意識させたいのか、どれも涼しげな風ふ情ぜいであった。

　初老の中央アジア系ローマ人である特使はあらためて口を開いた。

「お話をくわしくお聞かせいただけますかな？」

「なに。単純なことでござる。我が皇こう国こく日本領内の鎮ちん守じゆ府ふ、軍港、その他の軍施設を――然しかるべき賃料で東方ローマ帝国に貸し出したいという打だ診しんにござれば」

「……私の記憶がたしかなら」

　ローマ特使はおだやかに言う。物腰にも品があった。よく晴れた南国の午後だというのにきっちりと背広を着ている。

「現在、われらローマの日本駐ちゆう留りゆう軍団は横よこ須す賀か、横よこ手て、鹿児島、沖縄など各地の施設を無償で借り受けております」

「はははは。無償どころか、われら日本国の方が金を支払う立場ですぞ」

　ローマ特使のいかにも外交使節然とした紳士ぶりに対して――

　神しん君くん家康は、いわば『にこやかな狸たぬき』であった。

　肥満した体型にアロハシャツなどというふざけた格好。のらりくらりとした話しぶり。それでいて己を軽視させない人格の重厚さ。

　戦国の世を勝ち抜くことで身につけた資質の数々だった。

「思いやり予算、おもてなし予算などという少々ふざけた題目で、ローマ軍の駐留費を負担しておりますからな。まあ、その辺をふくめた諸経費の見直しを図りたいというのが……何かと手て元もと不ふ如によ意いなわれら日本国の希望なのでござるよ」

　ここで家康はわざとらしく、にんまりと笑った。

　さらに同席するエレノア姫を見やり、目配せまでする。

「幸いにも新しい店たな子ことして、英国軍の方々も名乗りをあげてくださった」

「……ほう？」

「そのとおりでございますわ。われら大英帝国にとっても東アジアの安全保障はきわめて重要な課題――。そこで日本各地の軍施設を借り受けて、極東方面への武力展開を迅じん速そくかつ円滑に進められるよう……態勢の確保に努めたいのです」

　おもむろにエレノア姫が発言した。

　麗うるわしき美貌に淑しとやかな笑顔を浮かべ、みごとな雌め狐ぎつねぶりである。

「しかし、ミス・エレノア」

　ローマ特使はあいかわらずのおだやかさで、英国特使へやんわりと訴える。

　外交の場で平常心を失うことは命取りになる。そのことを熟知する練達者の落ち着きが彼にはあった。

「あなたがた英国は《維い新しん同盟》なる組織を日本国内の畿き内ない将しよう家けと共に結成し、日本を改革すべしと奮ふん闘とうしておられたではありませんか？」

「はい。おっしゃるとおりですわ」

　エレノアはふんわりと貴婦人らしく微笑んだ。

「畿内将家より強く要請されて、彼らの援助に乗り出したのです。……しかし、内側に入ればこそ、見えてきたものがございます」

「それは何なのでしょう？」

「畿内総そう督とくもまた、女じよ皇おう陛へい下かが若年であられることにつけこんで、国政をほしいままにしようと企図していたのでございます。そして、彼が領地である畿内地方で繰りかえしていた汚職の数々――」

　悲劇のヒロイン風に、悲しげなため息をエレノアは吐き出した。

「このような正義に反することが日本全国に広まってはならないと、我が英国の上層部と女王陛下は考えたのです。ならば失敗をいさぎよく認め、畿内将家に反抗する東海道将家と――かの家中に庇ひ護ごされた志し緒お理り殿下にご助力すべしと」

「ほほう」

「神と聖せい獣じゆうの恩おん寵ちようでしょう。皇こう女じよであらせられる志緒理殿下と、その保護者である東海道将家こそが真の志士であり、日本改革の志こころざしに燃えておられることはすぐに明らかとなりました。そこで……今回の決定が行われたのです」

　畿内将家＝維新同盟の内乱を平定後、日本領内の軍施設を大英帝国軍へ賃貸する。

　その際、所定の費用を納めることとする。日本円にして、おそらく七、八千億円にもおよぶ金額となるだろう。

　今回の日英同盟、かんたんに言えば、それが最重要の骨こつ子しであった。

　もちろん〝日本のもう一体の聖獣〟大おお国くに主ぬしの命みことの貸たい与よについて、前向きに話を進めることが前提だからこそ、引き出すことができた条件だ。命尽きかけているという英国の聖獣・三頭獅子スリーライオンズに代わる存在として。

　しかし――

　これは英国にとっても、利のある話であった。

　そう。大英帝国がアジアの覇権を巡って東方ローマ帝国と競い合うかぎり。

　島国である皇国日本。ユーラシア大陸の東側に沿うようにして、海に浮かんでいる。日本列島からローマ領まで、わずか一千キロ程度なのである。

　英国はまた、旧フィリピンも植民地としている。

　……もしも英国に警戒、牽けん制せい、さらにその先のアクションをなにかしらローマ本土に対して起こすつもりがあるならば。

　日本列島とフィリピン諸島は格好の足がかりとなる。

　だからこそ畿内将家の要請を口実にして、英国軍は日本国内へ侵攻してきたのだろう。

　聖獣・大国主命を入手するだけでなく、対ローマの布ふ石せきにすべく計算して。

（もちろん当初は『強引に奪いとるつもり』であり、『軍施設の借用費を払う』など考えてもいなかっただろうが）

　そして、家康とエレノアの話を聞いて。

「なるほど。そのようなご存念でしたか」

　ローマ特使は全てを察した面おも持もちでつぶやいた。

　この局面に送りこまれてきただけあって、さすがに冷静沈着だ。勘かんもいい。強つわ者ものの手て応ごたえを感じつつ、家康はにっと笑った。

「左様。とはいえ、我が皇国日本は狭いようで広うござる。英国軍のみならず、ローマ軍の方々にもひきつづき土地と建物を貸すこと、前向きに検討したいと思いましてな」

「ははあ、それはそれは」

　日本領内における英国軍の展開を、もしも妨ぼう害がいしたいのであれば。

　極端な話――

　ローマ側も日本国内の軍施設を借用することがいちばん手っ取り早い。

（その場合は九州や沖縄など、大陸のローマ領に近い立地を二大国のどちらがどれだけ押さえるかという駆け引きも生じるだろう。日本側はそれをネタに『賃料の値上げ／競売』という俗な選択肢もあるかもしれない）

　そういう前提のもと、家康は最初に告げたのである。

　今日は『不動産の斡旋』だと。

　今まではローマ帝国に〝しゃぶられる〟ばかりであった。だが、これからは英国と競い合いって金を落としてもらうぞと。

　……もちろん、これは危険で微妙なゲームであった。

　日本国内に、二大国の軍団を同時に駐留させてしまうのである。両国を上手うまく競わせて、嚙み合わせているうちはいい。

　しかし、ローマと大英帝国が共謀するような事態になったら。

　両国の武力によって、皇国日本などあっさり蹂じゆう躙りんされるかもしれない。日本の東半分を大英帝国が、西半分をローマが治める結果となるかもしれない。

　が、今の時点でもう、二大国は日本国内でかなり好き勝手に活動している。

　現状のまま病やまいから目をそむけていても、どうせ遠からぬうちに末期症状に達して、病死する以外の道はないのだ。

　ならば結果がどう転ぶにせよ、賭けに出るべし。

　皇国日本は、ローマと英国の双方に食いものにされかかっている。

　それを逆手にとって二大国から莫ばく大だいな金をまきあげつつ、それぞれの陣営が迂う闊かつに手を出せない状況を造りあげていく――。

　皇女志緒理の描いた絵図だった。

　二大国に挟まれているからこそ、外交に活路を見み出いださねばと。

「おお、そうだ。忘れるところでござった。今日は例の件についても話し合わなくてはいけませんな」

　家康はさらりと付けくわえた。

　ローマ特使のきわめて温厚そうではあるものの、腹の内側は一切見せようとしない紳士面づらをにこやかに見つめながら。

「女皇陛下もめでたく一四歳の誕生日を迎えられ、一いつ足そく飛とびに大人らしくなられました。さらに帝都ザナドゥへの留学より帰還された志緒理殿下も――ご相談役として、国政にかかわられることが決まり申した。幼年であった陛下を長く保護されてきたカエサル公への感謝の念、日本国民一同が等しく胸に秘めているところではござるが……」

「そろそろ卒業の時期、かもしれませんわね」

　脇からエレノアも口添えする。

　そして東方ローマ帝国の特使は――困った顔をした。

　ただし、今までよりもほんのわずかに身を乗り出して、舌の回転もなめらかになるおまけ付きで。

「たしかに『隣国の幼い君主を庇ひ護ごすべし』という義俠心ゆえに、カエサル閣かつ下かは十年以上も格別の配慮を皇国日本に示されてきました。が、おっしゃるとおり、照てる姫ひめ陛下のご成長がいちじるしくなった昨今――カエサル閣下にはより広い目でアジア全域を見わたしていただきたいところではございますな」

　帝都ザナドゥから来た特使はつらつらと言う。

　その含みのある語りぶりに、にこやかにうなずくのはエレノアだった。

「妾わたくしも同感ですわ。カエサルさまのご辣らつ腕わんを必要とされる土地はほかにも数多く存在するはずですもの」

「ただ、カエサル閣下は信念のお強い御方であられます」

　ローマの特使は残念そうに言った。

　そこそこ自然な口ぶりだが、すこしだけわざとらしい。

「われらごときが意見を具申しても、なかなか取り合ってはいただけません」

「その〝われら〟には」

　家康はここぞとばかりに口をはさんだ。

「現在、玉ぎよく座ざにおられる御方もふくまれるのですかな？」

「ふふふふ」

　東方ローマ帝国の特使は答えず、温厚そうに微笑んだ。

　彼は中央アジア系の白人だ。ユリウス・カエサルと共に帝国を築いてきた――主流派の中華系ではない。

　資料によれば、現皇帝ユースフ・ハニフと親戚関係なのだという。

　そのような者が今回の会談に派遣されたこと自体に、大きな意味がある。

「日英のおふたりに提案があります。私とちょっとした空想をしてみませんか？」

　ローマ特使からのにこやかな呼びかけだった。

「いかなるときも我が道を往いかれるカエサル閣下。あの御方を極東アジアという遊技場から引きはがし、いまだ絶大なる影響力を削そぎ落とすにはいかなる手立てが必要か。成功条件を考えてみるのです。……なに、ただの空想です。これを不敬と見なすような狭きよう量りようさと、われらの国こく父ふはきっと無縁でいらっしゃるでしょう！」

　徳川家康は不ふ遜そんに笑い、エレノアは淑やかに微笑する。

　日英同盟からの使節として、この要請こそを待っていたのである。
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「三つ子の魂は百まで変わらないと言いますが」

　志し緒お理りはひそやかにつぶやいた。

　いまや彼女が〝実質的な主あるじ〟となった皇こう城じよう・奥宮殿――ここにあつらえさせた私室の豪ごう奢しやなソファに腰かけながら。

「前々から考えておりました。いずれカエサル公との直接対決となったとき、あの格言が正しいかどうかを確認できるだろうと」

　一二月二九日の二三時過ぎである。

　こんな時間帯ながら、志緒理は寝間着ではなかった。

　ブラウスにスカートをしっかりと身につけ、専属女官の橘たちばな初はつ音ねに淹いれさせた珈琲コーヒーのカップまで口に運んでいる。

　今夜は〝長い夜〟になりそうなので、そのためのそなえであった。

　傍かたわらにひかえる初音もはいからさん姿――和服に袴はかまといういでたちに給仕用のエプロンを加えて、待機態勢であった。

「じゃあ姫様。カエサルさんの『三つ子の魂』って何なんでしょうね？」

「決まっています。『よくも悪くも調子に乗りやすい』お人柄です」

「あははは。たしかにそうかも」

　しばしば志緒理の見せる毒どく舌ぜつにも、初音はとっくに慣れっこである。

　朗ほがらかに笑う女官兼護衛官へ、志緒理は言った。

「その昔、女性好きの病やまいがゆきすぎて、『古代ローマ元老院の議員夫人全てと不倫した』とまで言われた御方です。さんざん浪費と借金を繰りかえした結果、最後は一国の軍事予算に匹敵する額になったといいますし」

「器うつわというかスケールの大きい人ですよねえ」

「ええ。まさにそこがポイントです」

　志緒理はうなずいた。

「カエサル公は政治と軍事どちらの分野でも天才的ですが、あの方を真に覇は者しやたらしめたのは持ち前の破は天てん荒こうさだと言えます。凡人ではありえない額の借金――カエサル公はそれを女性と民衆の人気取りのために使い、自らの野心を実現させるための軍資金としたわけですし」

　今まで幾度も繰りかえしてきたユリウス・カエサル考察。

　橘初音と自みずからの心を納得させるため、志緒理はすらすらとつづけた。

「カエサル公はその前世において、持ち前の才能と――調子のよさにまかせて、大胆すぎる行動を繰りかえしていきました。青春時代から暗殺されるまで、ずっと。だからでしょうね。とにかく敵の多い生涯でもありました」

　志緒理はずばりと言った。

「たぶん、カエサル公は才能と自信がありすぎるのでしょう」

「ありすぎる、ですか？」

「はい。派手に振る舞う必要のない場面でも、常にあふれる才気を周囲に見せつけなくては気が済まない――。最初からカエサル公に味方する人間はともかく、敵対的な立場の人間からすると……」

「あんまり面白くないかもしれませんねえ」

「ええ、まさに『よくも悪くも調子に乗りやすい』わけです」

「なるほどお」

「あの方を窮きゆう地ちへ追いこんだ原因はほとんどの場合……不幸や運の悪さよりも、政敵の陰謀だったはずです。実際、前世では暗殺の憂うき目に遭あっておりますし」

「そうそう。前から不思議だったんですよねえ」

　初音がしみじみと言った。

「カエサルさんって〝人たらし〟じゃないですか。部下の人たちからも友達みたいに気やすく思われているくせに、いざというときはみんな、命がけで戦ってくれて。リア充で盛りあげ上手の人気者って感じなのに――昔話を聞くと、敵ばっかりの人生だったみたいで」

「敵か味方かで、カエサル公への印象は一八〇度変わるのでしょう」

「じゃ、東方ローマ帝国では大人気ってことですね！」

「……ええ。おそらく二〇年ほど前までは」

　にこやかな初音に対して、志緒理は人の悪い微笑を浮かべた。

「カエサル公が東方ローマを建国されたのは、一九三〇年代です。あれから六〇年以上の月日が流れています。初代皇帝の地位をしりぞいたあとは一いち元げん帥すいとして、領土拡大の戦いを世界各地で繰りかえしてこられました。でも」

　一二歳のとき、志緒理は人質としてローマへ差し出された。

　だが実質はどうであれ、名目は皇こう国こく日本のプリンセスなのである。

　帝都ザナドゥでは社交・外交の場に出席する機会も多かった。あちらの要人らと顔を合わせる機会もしばしばあった。そういうときには深しん窓そうの姫としておっとり猫をかぶりながらも、目と耳を抜け目なく研ぎすましてきた。

　その成果として、帝国上流層の〝空気〟をなんとなく読めるようになっていった。

　だからこそ今、志緒理はつぶやく。

「たとえお飾りでも皇帝の地位を得た人々と――その周囲は、いつまでも若々しく、おとろえることのない建国の英雄に対して〝面白くない〟気持ちを抱く機会も多かったはずです。特にカエサル公の場合、一軍人の領分を越える権力者です」

　ユリウス・カエサル。

　現在の公的な地位は『東アジア管区総司令官』である。

　だが、彼に対して帝国軍務省でさえも強制力の強い指令を下すことはできない。せいぜい〝おだやかな文面による要請〟を行う程度だという。逆にカエサルの要望に本国サイドがしたがう立場である。

　彼の指揮する軍団は、ほとんど〝カエサルの私兵集団〟と化している。

　たとえ軍務省であっても、カエサル直属の士官・騎き士し侯こうへ異動の辞令を出すことは許されない。事前に承しよう諾だくを得る必要があるらしい。

　結局、ユリウス・カエサルの軍団――その実態は。

　もはや『軍ぐん閥ばつ』と呼んでもいいほどに、中央権力から独立しているのである。

「でも姫様。それって当然じゃないですか、ある意味では」

　初音が意見した。

「そもそもカエサルさんが東方ローマ帝国を造ったんですから」

「ええ。……ふつうの国なら、建国の英雄閣かつ下かが老衰でおとろえるのを待てば、潮目の変わる可能性もあったでしょう。でも復活者リザレクトであるカエサル公の場合は――数十年経たった今も若々しい姿のまま健在です。国民の間では人気も根強く、しかもご本人が無類の目立ちたがりでいらっしゃいます」

「結局、カエサルさんがナンバーワンってことですねえ」

「だからこそ……崇すう敬けいや好意以外の想いをあの方へ抱くローマ国民は――深く静かに身をひそめて、〝ユリウス・カエサルの敵〟となる。そうは思いませんか？」

「！」

　ハッとした初音の前で、志緒理はつぶやく。

「本当に『三つ子の魂百まで』であれば、カエサル公の敵は今世でも身近なところに――帝国内部にいるはずです。クラッスス、ポンペイウス、ブルータス……カエサルを苦しめてきた敵はいつもローマ国民だったのですから」

　そこまで言ってから、陰謀家の皇女は肩をすくめた。

「エレノアさまと英国情報部も同じ見立てで動いていたおかげで、あちらが準備していたルートを使って、家いえ康やす公を送り出せたのはよかったのですが」

「なかなか報告が来ませんよねー」

　初音も心配そうにうなずく。

「もういくつか寝るとお正月ですよお」

「カエサル公がそろそろ京都と畿き内ない地方の掌しよう握あくをひととおり済ませて、東京の問題にしっかり目を向けられる頃合いです。こちらももう動き出さないと――」

　間に合わなくなる。

　焦あせりが志緒理の心をむしばみはじめたときだった。

　ついに『りん』と鈴の音に似た音色が響く。随ずい獣じゆう・管くだ狐ぎつねが瞬間転移してきたのだ。




「橘よ。姫からの伝令が来たぞ」

　和服を着た童女、ではなく。

　念導精霊ジーニーの竜りん胆どう先生が報告してくれた。

「死にぞこないの隠居じじいと英国の腹黒姫がついに話をとりまとめたそうじゃ。カエサルめとその子分どもにいよいよ挑戦状をたたきつけるときぞ」

「よし」

　橘征まさ継つぐは深くうなずいた。

　一二月二九日の深夜であった。あと一〇分もしないうちに日付が変わる。しかし、征継たちに当分眠るつもりはない。

　房ぼう総そう半島より東京湾へと突き出た富ふつ津つ岬みさき――。

　ここに位置する富津鎮ちん守じゆ府ふでのやりとりだった。

　征継は司令部である護ご国こく塔とうの屋上から、夜の海を眺めていた。

　すぐ隣には灯台があり、夜の海を往ゆく船の道みち標しるべとなる。いわば『ふたつの塔』を擁ようする珍しい鎮守府だった。

「これで――心置きなく横よこ須す賀かを攻められるな」

　征継はつぶやいた。

　富津岬から東京湾をまっすぐ突っ切れば、対岸は横須賀である。

　あちらは神奈川県の三み浦うら半島。東方ローマ帝国の日本駐ちゆう留りゆう基地がある土地だ。

　できれば大おお晦日みそかを迎える前に陥おとしたい――。

　皇こう女じよが希望したとおりに事を運べそうだと予感して、征継はかすかに唇をゆがめた。微笑したのだ。

　ひゅーっと風が吹き抜けてゆく。

　冬の夜風らしく、身を切るほどに冷たかった。

　これがひっきりなしに、陸地から東京湾へと吹いている。常人なら骨まで凍こごえる思いをするだろう。しかし、復活者リザレクトの強きよう靱じんな肉体には〝ちょっと肌寒い〟程度だった。

　それは念導精霊ジーニーである竜胆先生も同じ――。

　寒がるそぶりも見せず、和服姿の童女が声をかけてきた。

「衛えい青せい将軍はすでに練ねり馬まより出陣し、横よこ田たのローマ基地へ向かったそうじゃ」

「俺もすぐに出るとしよう。翼竜を準備させてくれ」

「う、うむ」

「どうした先生？　何か助言でもあるのか？」

　何かを訴えたげに竜胆先生が口ごもるのを見て、征継は訊たずねた。

　そういえば、いつもアルコール類を持ち歩く彼女にしては異例なことに――今夜は酒を一滴も口にしていないような……？

　挙動不審な先生は征継と目を合わせないようにしつつ、ぼそぼそと言う。

「今夜も……おまえの供をした方がよいのだろうな？」

「先生が、か？」

「うむ」

　数日前、東京湾の洋上で――平たいらの将まさ門かどと二度目の対決を果たした。

　そのときも竜胆先生に同行してもらった。結果的に、そのことが勝敗を分ける要因のひとつとなったのだ。

　しかし勝利のあと、先生はさりげなく征継を避けるようになった。

　だというのに。

　なぜか竜胆先生は富津岬までくっついてきた。

　今夜はそれほど困難な戦闘にはなるまいと予想されている。妹分の橘初音も、秋あきヶが瀬せ立りつ夏かもついてきていないのに。竜胆先生は今もやけに気恥ずかしそうにしながら、無精な彼女らしくない気配りを示してくれる……。

（そうか）

　言葉にはしないまま、征継は納得した。

「そうだな。先生もいっしょに来てくれ」

「うむ……。ではおまえの分とわしの分、竜を二匹用意させよう」

「べつに一匹だけでもいいだろう。俺たちふたりで相乗りすればいいだけだ」

「そう……か」

「その方がいざというとき、何かと都合がいいしな」

「う、うむ！」

　びくっと背筋をのばして、竜胆先生は返事した。

　赤面までしている。しかし、今の提案を蹴けろうとはしない。そこがなんとも可愛らしく、征継は目を細めた。




　かくして――

　征継は一千騎のレギオン〝兼かね定さだ〟と竜胆先生をひきいて、東京湾を横断したのである。

　道中、もちろん先生と相乗りした。一匹の翼竜にそろってまたがり、体の小さな竜胆先生は征継のすぐ前にすわらせた。

　びゅうびゅうとうなる海風のせいで、激しく揺れることが多かった。

　そのたびに征継は竜胆先生をぐっと抱きよせ、童女同然の肢し体たいを己おのれに密着させて、できるかぎり保護に努めた。

　そういうとき先生は何かを予感してか、ずいぶんと全身を緊張させていた。

　だが今夜、『いざというとき』は来なかった。

　征継の連れていった一千騎のレギオンと、なにより本国からの通達が横須賀のローマ軍人たちを混乱させ、戦わずしての降伏を選ばせたからである。

　すなわち、

『日本駐留軍団にローマ本国への帰還を命ず』

　要約すれば、このような内容の通達が横須賀基地にとどいたのだ。

　征継の軍団が到着する直前、現ローマ皇帝の名のもとに。

　横手基地を攻めた衛青将軍も同じいきさつにより、戦わずして戦果を得たという。主おも立だった騎き士し侯こうはユリウス・カエサルに付きしたがい、畿内方面へ遠征していた事実も大きかったのだろう。

　そして夜が明けて、翌日の朝。

　女じよ皇おう照てる姫ひめの名において、衝撃的な発表がなされる――。
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　一二月三〇日、午前八時ちょうど。

　政府発表がはじまった。

　場所は永なが田た町ちよう、関東行政府の講演用ホールである。数百人分の客席スペースの奥に舞台があり、発表者用の演台を置いている。

　常であれば、記者会見用のプレスルームを使うべきところだ。

　そして関東地方の〝長〟である関東総そう督とく――その首席秘書官が発表者となる。

　しかし今回。

　マスコミ陣の前で舞台に上がったのは、年若い女性であった。

「東海道総督、秋あきヶが瀬せ立りつ夏かだ。今日は女じよ皇おう陛へい下かになりかわり、皇こう国こく日本の〝これから〟について話をさせてもらおう」

　将校の黒い軍服の上に、今朝は礼装用のケープを重ねている。

　腰に提さげるのは銘めい刀とう《鬼おに切きり安やす綱つな》。美々しい姿で登場した東海道の女総督、凜りん然ぜんたるまなざしで舞台より、一〇〇名以上も集まった報道陣を見おろした。

　しかし、不意に口元をほころばせる。

「……ここ数日、皆――特に東京在住の都民は心労で胸を痛めたことだろう。皆をいくらか安心させてやれるだけのお言葉、女皇陛下より賜たまわってきた。まずは気持ちを楽にして、ゆっくりと私の話を聞いてくれ」

　冗談めかした物言いに、記者席から小さな笑声が起こる。

　ここ数日の動乱。

　たしかにそのせいで東京都民は困こん惑わくし、萎い縮しゆくしきっていた。
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　二五日のクリスマスから二六日の朝にかけて――

　都心部でいきなり近衛このえレギオン〝零れい式しき〟が関東将しよう家けの重要施設を次々と襲い、要人たちを武力で拘束、ないし粛しゆく清せいしていった。

　同日の昼前に、東海道より進撃した橘たちばな将軍の軍が近衛軍団を撃破。

　が、その数時間後にローマ軍のケントゥリア一千騎が皇こう城じように駆けつけ、平たいらの将まさ門かどの近衛軍団と連携して、女皇の警護をはじめた。戒かい厳げん令れいまで発動された。

　だが――大蛇の姿をした神獣が降臨。

　それをきっかけに、東京都心部での戦闘は中断となった。

　その後、東京・千葉・神奈川の湾岸部に謎なぞめいた濃のう霧むが発生。不気味な嵐まで吹き荒れて、奇怪な超自然現象がさらに民たみを震えあがらせたのである。

　それでも二六日の朝には、戒厳令は解除された。

　以後、さまざまな混乱に見舞われた都内――その治安維持に尽じん力りよくすべく、東海道将家の兵たちとレギオンが東京各地をねり歩くようになった。

　ここ数日、都心部の交通は規制されている。

　が、東海道軍の輸送トラックは優先的に通行を許されていた。

　一部マスコミ――東海道将家とのつながりが深い社には、この発表に先んじて、ある程度の情報が流されていた。

　一般人でも勘かんのよい者、事情通の者はすでにうすうす感じとっていた。

　……一二月上旬のクーデター未み遂すいから女皇の権勢が大いに増して、東京の高官や関東総督を圧倒していたようだが。

　結局、混乱に乗じて、東海道将家が天下を取った。

　そして、その東海道がかつぎだしたのは――

「一四歳の新たな門かど出でを迎えるにあたり、女皇陛下はわれらにおっしゃった。同じ天てん龍りゆう公こうの血を分けた姫君、藤ふじの宮みやの志し緒お理り殿下を摂せつ政しようの位くらいに据えるべしと」

　マイクを前に、秋ヶ瀬立夏が堂々と述べる。

「尚、陛下のお膝ひざもとである東京および関東を統すべるべき関東将家だが……総督をはじめとする行政官、議員らの多くが不ふ慮りよの事故により死傷し、正常な運営を望めないという危機的状況にある。これを緊急事態とかんがみて、当座は私――秋ヶ瀬立夏が関東総督の職務を代行するものとする」

　欠員となったポストには、近日中に後任者を用意する。

　秋ヶ瀬立夏はそのようにつづけた。

　おそらく、その後任は東海道将家の息がかかった者たちとなるだろう。居合わせた報道陣の多くが確信していた。

　しかし、ざわつきは起こらない。皆、察していたことであった。

　――とはいえ。

　皇国日本は立憲君主国家である。

　一二将家を治める地方総督の権力、強大ではあるが絶対ではない。地方議会の承認なくして制度改革などありえない。が、今回の場合、女皇照姫と近衛大将・平将門の暴走によって、東京近郊の実力者たちの大部分が排除されていた。

　そして、都心部と東京湾では激しい内戦まで行われた。

　その緊急事態を乗り切るという口実、これに東海道将家の武力まで加えて、新政権は強引に押し切るつもりなのだ。

　だが――

　日本国内には、いまだ《維い新しん同盟》という毒素が残されたまま。

　同盟の片割れである畿き内ない将家はカエサルによって倒されたが、そのパートナーであった英国軍が名古屋一帯でまだ健在である。

　そして、名古屋こそが東海道将家の本拠地なのだ。

　東海道は獅し子し身しん中ちゆうの虫である英国勢を放置して、東京に新天地を見み出いだすのか――。

　秋ヶ瀬立夏はさらに言う。

「ここでお呼びしたい人物がいる。大英帝国軍極東艦隊・騎兵長官……エドワード・プランタジネット氏と、畿内総督・出海いずみ典てん膳ぜんどのだ」

　おおおおおっ！

　報道陣から、今度こそ小さくないどよめきが生まれた。

　維新同盟のトップ二名がまさかの登場だった。舞台袖そでより出てきて、秋ヶ瀬立夏のすぐそばまでやってくる。

　黒王子エドワードは軍服に、礼装の黒マントをなびかせていた。

　両肩の勲くん章しよう類をのぞけば、決して華美な服装ではない。だが、申し分なく華麗。彼を輝かせているのは、持って生まれた〝華〟なのだ。

　対して畿内総督は――両脇に東海道の軍人がついている。

　まるで『護送される囚人』だった。

　総督自身は両目の下に濃い隈くまを作り、顔色も悪い。身につける将校用軍服は『ぱりっ』としているくせに、ずいぶんとくたびれている面おも持もちだった。

「日本国民の諸君。今日はある報告のために東京へ来た」

　開口一番、一切悪びれずにエドワード王子は言った。

「われら大英帝国は畿内将家の『日本国を救うべし』という情熱に心を打たれて来日し、維新同盟を結成した。その経けい緯いについては、諸君も十分にくわしいものだと思う。だが、戦いをはじめて数カ月――次第に恐るべき事実が明らかになってきた」

　エドワード王子は情感たっぷりに訴える。

　中世ヨーロッパ生まれの復活者リザレクトながら、マイクにも慣れているらしい。さすが弁べん舌ぜつを振るう機会も多い大英雄であった。

「畿内総督どのは日本の新生、維新を志こころざしていると口では言うものの、実際には――。用意した資料を見てほしい。彼の領地である畿内将家で、どれほどの不正と汚職が繰りかえされていたかをまとめたものだ」

　講演ホールの照明が消える。

　待機していた念ねん導どう士し官かんのチームが報道関係者それぞれの前にウインドウを投射した。そこには膨ばく大だいな量のテキストと画像が映っていた。




「ううむ」

　ユリウス・カエサルはテレビの画面をじっと見つめていた。

　皇都東京で行われている政府発表の模様である。生中継ではない。が、最速での編集作業を経へて、一時間もしないうちに公共の電波に乗せている。

　カエサルの現在位置は京都の二に条じよう城じよう。

　五日前まで、畿内将家が本拠地としていた城だ。

　その総督執務室で、カエサルは数名の側近といっしょだった。

「黒王子どのはよくもまあ抜け抜けと……。しらじらしいにも程があるぞ」

　カエサルはあきれ顔でコメントした。

　英国の黒王子が明らかにしたスキャンダル。それは『畿内地方における総督一族の汚職について』であった。

　さらに、軍企業および総督一族が経営する企業の違法な特権について。

　地方補助金の私的流用について。等々、等々……。まあ、日本のみならず世界のどこにでも散見できそうな汚職の数々であった。

「こんなもの、程度の差はあれ、英国にも東海道にもあるだろうに」

　カエサルはぼやいた。

　実は彼自身も収しゆう賄わいや税収のピンハネで一財産を築いたクチである。特にガリア総督時代は大もうけできた。おかげで天文学的だった借金をきれいに清算できたくらいだ。

　そんな金策を知ってか知らずか――

　テレビのなかで、エドワード王子はヒロイックに熱弁を振るう。

『日本国を改革するために命を懸かける。そのつもりでわれらは来た。しかし、共闘を呼びかけた当の畿内将家こそが腐敗の温おん床しようであると知り、大いに失望したのだ。そんな矢先に――騎士道精神あふれる戦いを通して、われらは東海道の諸君と深く交わることになった！』

　エドワード王子いわく。

　激しい戦闘を繰りかえすうちにいつしか友情と互いへの尊敬がめばえた結果、東海道と英国軍は手を取り合うことになったのだと。

　皇国日本をあるべき姿へと導く。その一心で。

『われら英国軍がここ東京へ駆けつけたのは、友人である東海道将家と共に皇国のクイーンをお助け申し上げるため。照姫陛下のまわりには奸かん臣しんどもが集まり、長く陛下の御心を苦しませてきたと聞く――』

「本当にしらじらしい綺麗事ばかりッスねえ。東海道とどんな取引をしたんだか……」

　カエサル直属の参さん謀ぼう、アレクシス・ヤンのコメントだった。

「でも英国の連中、こういう事態を想定していたからかは知りませんけど、占領した東海道の領地ではまあまあ律りち儀ぎに騎士道協定を守っていたみたいですし……意外と説得力がある、と思う日本人もいるかもしれません」

「いるのかね、本当に？」

「ほら。一〇年以上も前、カエサルって人が『日本をアメリカから救うために来た。オレ、女皇陛下の保護者パトロヌス』とか綺麗事を言って、その後も言いつづけていたら、まるっと信じちゃう日本人も出てきたくらいですから」

　英国軍がそのように振る舞った理由。

　彼らが真の騎士道精神を持つからこそ、ではないだろう。

　日本のような先進国の都市部にはマスメディアも多く、さらに、偵てい察さつ用の小型随ずい獣じゆうがどこから潜入してくるか、わからないからだ。そうした者たちが記録した写真や映像と共に、騎士道協定に反する非人道的行為をしていると外部に喧けん伝でんされたら――

　国際世論によって、激しく糾きゆう弾だんされかねない。

　騎士道協定にもとづいて、諸国連合による救世軍まで派遣ということになれば、かなり厄やつ介かいな事態となる。

　ヤン参謀は皮肉っぽく言う。

「結構、綺麗事が好きなんですよ、日本の庶しよ民みんは。勧かん善ぜん懲ちよう悪あく。水み戸との御老公の印いん籠ろう。不倫と賄わい賂ろは許さない。友情・努力・勝利。強敵と書いて『友』と読む」

「それはともかく、だ」

　軍人らしくない発言をつづける参謀へ、カエサルは言った。

「いちばんの問題はテレビのなかの畿内総督どのが……本物かどうかだぞ」

　ときどき画面の端に、覇は気きのない老人が映る。

　数日前、宇う治じ川がわの戦いで降伏したはずの畿内総督だった。

　だが自殺未み遂すい――自みずから毒を飲んで昏こん倒とう。意識不明のまま現在に至る。その男がどうしてテレビに……？




「ありがとう、エドワード王子」

　黒王子が下がったところで、立夏はふたたび演台の前に出た。

「女皇陛下にとって、大英帝国という新たな友人の出現はきわめてよろこばしい慶けい事じだと言えるだろう。また一四歳になられた陛下の門出を祝して、古くからの友人もきわめて重大な決定を報せてくれた」

　呼びあつめた報道陣を力強く見まわす。いずれも大手メディアの関係者ばかりなので、教育が行きとどいている。妙な反応は出ないはずだった。

　あったとしても生中継ではない。編集で対応できる。

　立夏はおもむろに言った。

「東方ローマ帝国、ユースフ・ハニフ陛下は――照姫陛下の成長ぶりをことのほかお喜びになり、このようにおっしゃった。『君主として十分な見識を得るに至った者へ、これ以上の保護は過分なものかもしれぬ。検討すべきであろう』と。『ユリウス・カエサル元げん帥すいおよび日本駐留軍団の本国帰還を近日中に実施する』とも」

　報道陣が沈黙した。

　東海道総督の口から、意外すぎる言葉が出てきたからだろう。

「そして現在、カエサル元帥の保護下にある畿内将家――その現総督である出海典膳公より発表がある」

　演台の前から、立夏はすっとうしろへさがった。

　代わりに出海典膳が出てきた。

　彼の両脇についた東海道の軍人ふたりにうながされて。

　数日前まで畿内総督として権力を振るってきた老人である。しかし、それがうそのように憔しよう悴すいしていた。無理もない。彼は――彼を魔女の力で魅了した美び姫きエレノアが死に瀕ひんしていると知って、絶望しているのだ。

　彼の悲願はひとつだけだった。

　エレノア姫が病びよう床しようで彼にささやいた〝おねがい〟。

　畿内総督として、全ての罪を告白せよという指示の遂すい行こう――

「まずはじめに懺ざん悔げをしたい。総督の地位にありながら犯してきた罪の数々を」

　目の下に深い隈が浮き出ている。声にも力がない。

　そんな憔悴しきった姿を隠そうともせずに、老人はぼそぼそと語る。

「このうえは畿内総督の位を女皇陛下にご返上申し上げ、然しかるべき裁きをつつしんでお受けしたい……」








第二章
新たなる覇権
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「じじい使いの荒い御方……と言うべきであろうな」

「もしや、志し緒お理り殿下のことですかな？」

「ほかに誰がいる？」

「いやいや。することもなく暇ひまを持てあます隠居じじいに、捨て扶ぶ持ちと仕事をあてがってくれる理想の上司……という見方も、可能やもしれませぬぞ」

「ふん」

　老人たち――ただし、ふたりとも実年齢不詳の復活者リザレクトである。

　徳とく川がわ家けの治世が終わるまでは神しん君くんと呼ばれた男。そして、明あけ智ち十じゆう兵べ衛え光みつ秀ひでなる旧名の方が今世では広く知られた男。

　徳川家いえ康やすと天てん海かい僧そう正じようであった。

　主人の方は羽織・袴はかまに中折れ帽とステッキの和洋折せつ衷ちゆうスタイル。

　大僧正の方は黒い僧衣に袈け裟さ、編み笠がさに白木の杖つえという雲うん水すいファッションだ。

「ローマとの折せつ衝しようから帰ったばかりのわしに、沖縄、九州、四国、中国……西さい国ごくの各将しよう家けを行あん脚ぎやさせるなど、流行はやり言葉でいう虐待もいいところだぞ」

「とはいえ、それで過労死する大おお御ご所しよさまでもありますまい」

「どうだかな。そもそも大おお晦日みそかから正月にかけては家にこもって、のんべんだらりとてれびでも観みつづけるのがいまどきの日本人というやつだ」

　にやにや笑う天海僧正をよそに、家康はあくまで愚ぐ痴ちっぽい。

　一九九九年――。

　一月三日の朝だった。

　混乱のうちにも時は過ぎる。皇こう国こく日本は『動乱の一九九八年』をどうにか乗り切って、ミレニアム目前の世紀末を迎えていた。

　新年のはじまりである。

　しかし、家康・天海の両名は皇こう女じよ志緒理にくみする者たち。

　正月特番をこたつでぬくぬく観るようなぜいたく、許されていなかった。

　ふたりは今、後こう楽らく園えんにいた。と言っても東京都文ぶん京きよう区ではない。中国将家の州都・岡おか山やま市の日本庭園である。

　ここからは岡山城を望むことができる。

　戦国武将・宇う喜き多た秀ひで家いえによって築かれた名城だ。豊とよ臣とみ秀ひで吉よしに仕つかえた五大老のひとりにして、関せきヶが原はらの戦いでは西軍の中心人物として家康とも戦った。

　現在、岡山城は中国将家の本拠地として活用されている――。

「では……正月返上でもう一仕事といくか」

　家康はつぶやいた。連日、西日本の各将家を訪れて、総そう督とくやその親族、将家運営にたずさわる重じゆう鎮ちんらと面談を重ねてきた。

　この国難のとき、今こそ女じよ皇おうのもとに心をひとつにすべし、などと。

　今回にかぎっては名を隠さない。

　神君・徳川家康――。

　日本史上に燦さん然ぜんと輝く覇者としての銘めいを名乗り、なみはずれた騎き力りよくと念力を持つ復活者リザレクトとしてレギオンまで召集してみせて、皇女志緒理と東海道将家の築いた〝新体制〟への協力を呼びかけているのである。

　橘たちばな征まさ継つぐに『あの銘』を譲ったが、まだ家康の騎力は三〇〇を超す。

　並みの騎き士し侯こうでないことは、心得のある者には一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。そのおかげか、はたまた徳川家康という男のカリスマゆえか。

　ほとんど疑われることもなく、順調に仕事は進んでいる。

「ここ岡山は……できれば、半日程度でかたづけたいものだな」

「大御所さま。ここをかたづけて、西国の固めが済んだら、いよいよ東とう山ざん道どうと北陸の二将家を巡る番ですぞ」

「ふん。本当にじじい使いが荒い」

　あくまで尊大に、元天てん下か人びとらしく、家康はぼやいた。

　対して、天海僧正の方は余裕めかして、にやにやと笑う。彼もまた歴戦の古ふる強つわ者もの。旧主の不機嫌さを面白がれるだけの剛ごう毅きさがあるのだ。

「なに。皇国日本の建国時に一二将家として取り立てられた者たちは……徳川の世にまでさかのぼれば、ほとんどが親しん藩ぱん・譜ふ代だいの家門ばかり。なればこそ神君の銘におそれおののき、ひれふすのでございましょう」

「水み戸との若造が印いん籠ろうを出すどらまでもあるまいに……」

　ちなみに家康、歴史にも通つう暁ぎようする知識人である。

　が、歴史ドラマはほとんど見ない。己おのれと同じ名前の登場人物が『日本国に平和をもたらすために天下を統一する』など妄もう言げんを本気で口走っている――そんな場面に出くわすと、思わず〝ツッコミ〟たくなるのだ。

「いくさを仕掛ける時点で、平和もクソもないはずなんだがなあ」

「おや。何かおっしゃいましたか、大御所さま？」

「気にするな。ひとりごとというやつだ。それにしても……隠居じじいに、めんどうくさい仕事ばかり振ってくることよ！」

　それでも戦国の世にくらべれば、ずいぶんと楽ではあった。

　あの頃はいくさのたびに手紙を何十、何百通と送り、外交・調ちよう略りやくに活用した。

　書くだけで疲れる。口述筆記させても、まあ、やはり疲れる。送りとどけていた者たちはもっと疲れていただろう。

　今は電話や随ずい獣じゆう、各種の交通機関で、やりとりはかなり楽になった。

　だが、交渉・説得という行為の根本的なしんどさに、変わりはあるまい。とはいえ、今の皇国日本には、こうしたそなえが不可欠なのだ。

「天海よ」

　家康はかつての相談役に問うた。

「皇女殿下が築かんとする新体制、崩すとしたら、どうする？」

「いくつか案はございますが、ひとつ目を申し上げてみましょうか」

　織お田だ信のぶ長ながの家か中ちゆうで、最も迅じん速そくなる出世を遂とげた明智光秀。

　のちに『黒衣の僧正』として、宗教問題のみならず政治、都市計画においても辣らつ腕わんを振るった才人はすらすらと言った。

「拙せつ僧そうが英国なりローマの臣であれば、一二将家のどこかに声をかけますなあ。左さ様よう、まずは中央から遠い沖縄、九州あたりに。そのあたりを適当に丸めこんで――皇国日本より独立させ申す」

「独立させたあとは傀かい儡らいとして、思いどおりに操る、か」

「まさに大英帝国が畿き内ない将家を相手に、同じことを企たくらんでおりましたな」

「彼か奴やつらの場合、皇都とそこに眠る聖せい獣じゆう――大おお国くに主ぬしの命みことを奪いとる必要があったから、めんどうなことになったが」

　家康は淡々と言った。

「一将家をたぶらかすだけなら、もっとかんたんに事は運ぶぞ」

「でしょうなあ。ま、そうならぬよう、大御所さまの老骨に鞭むち打っていただければ」

「ちっ」

　舌打ちしながらも、家康は歩き出した。

　中国将家の本拠地・岡山城へ向けて。なんだかんだと文句は言うが、いそがしいのは悪くない。昔せき日じつの戦いを思い出して、自然と高こう揚ようしてくる。

　それに何より。

　こうして一二将家の結束を固めていけば、包囲網を作れるのである。

　現在、畿内地方を占せん拠きよして、居すわった形のユリウス・カエサル。彼の動きを封じこみ、四方八方から襲いかかるための包囲網が――。
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「三つ子の魂百までッスかねえ」

「なんだね、それは？」

「日本のことわざですよ。子供の頃の性しよう根ねは死ぬまで変わらないっていう。結局カエサルってお人は同国人に追いつめられる運命なのかもなあと」

「む」

　ヤン参さん謀ぼうの意見に、カエサルは仏ぶつ頂ちよう面づらになった。

　京都、二に条じよう城じよう。鎮ちん守じゆ府ふとしての機能も持つ古城、その一隅の会議室に集まり、ローマの軍人たちは軍議を行っていた。

　一月三日の朝である。

　だというのに、お屠と蘇そを口に運ぶ余裕もない。

　会議室の空中には、数十個もの念ウインドウが展開されている。

　ヤン参謀をはじめとする念ねん導どう士し官かんらが表示したものだ。各種資料のほかに、ローマ国営放送の報道番組――その録画映像なども流してある。

　画面のひとつで、男性ニュースキャスターが話していた。

　現ローマ皇帝、ユースフ・ハニフの談話を紹介するものだった。

『皇帝陛へい下かは新年の抱負として、日本との関係を見なおす必要性についても言及され、日本駐ちゆう留りゆう軍団については近日中の本国帰還を明言されました――』

　それが耳に入り、カエサルは「やれやれ」とつぶやいた。

「今回の皇帝どのはそこそこ人畜無害な御ご仁じんであると高をくくっていたんだが……いささか楽観が過ぎたようだ」

「それも前世で通った道ですね」

　ヤン参謀とは異なる幕ばく僚りようのコメントであった。

　カリスマあふれる総司令官への批判精神を常に保ちつづけるという気風、カエサル直属の軍団が半世紀以上も堅けん持じしてきた宝なのである。

　側近からの皮肉に、稀き代たいの覇者は物もの憂うげに答える。

「今は言わないでくれ給たまえ。今世では気をつけていたつもりなんだ」

「自称『健康に気を遣つかっている』人間が深刻な生活習慣病に罹り患かんしているケースも、今時は多いとよく耳にします」

「…………」

　カエサルは反論せず、明後日あさつての方向に視線をそらした。

　その先にある画面のなかで、ハニフ皇帝があれこれ語っている。話題はやはりユリウス・カエサルについてなのだが。

『……ああ。無論、カエサル公もひとりの健康な男性だ。当然、然しかるべきパートナーが必要だろうと、わたしは思っているよ。だがたしかに、前の皇后であられた女性との不倫関係というのは……いささか軽率で、不適切であったと言わざるを得ないね』

「ううむ。十年以上も前のことを今さら言うのか」

　カエサルはぼやいた。

「歴史を学べば、私が聖人君子などではないとすぐにわかるはずなのに……なぜか一部の大衆諸君はカエサルを勝手に人格者あつかいする」

　ニュース内では、カエサル側の政治的圧力で闇に葬られたはずの――密会写真や会話の録音などが放送されていた。帝城の某所で、当時の皇后陛下と不適切な行為にふけっていたときのものである。

「不倫のひとつやふたつ、掘り返さずともいいだろうに！」

「今回、明るみに出た閣かつ下かの悪行、過去と現在の不倫二〇件以上が槍やり玉だまにあがってますよ。帝国内では、女性層のカエサル支持率が一気に低下したとか」

　幕僚のひとりが皮肉ると、その隣の幕僚がさらに報告する。

「むしろ本当に痛いのは、我が国の建国当時のごたごたが……蒸しかえされたことかもしれませんね。当時カエサル閣下から主導権を奪おうとする中国系、中央アジア系の復活者リザレクトたちを武力で粛しゆく清せい、あるいは暗殺によって排除していった……」

「あの頃は私の権力も盤ばん石じやくとは程遠かったからな」

　カエサルはため息をついた。

「国が安定したあとなら、大歓迎だったんだが」

　東方ローマ各属州の新聞、十数紙。そのコピーが手元にある。

　当地出身の復活者○○○がユリウス・カエサルに謀殺／暗殺／処刑されたという記事と、当時の記憶を語る人々の証言、写真などだった。いずれも『我が民族へのカエサルの蛮行を許してもいいのか!?』という論調である。

　今、ローマ国内ではこれらが大々的に報道されつづけている。

　現皇帝サイドの工作なのだろう。民族精神ナシヨナリズムに根ざしたカエサルへの敵意をあおる情報操作、その影響は決して軽視できない……。

「ひとついいか、カエサルどの」

　不意に、中世モンゴル出身の復活者が声をかけてきた。

　神しん箭せんジェベ。コートに似た赤紫色の外がい套とう、ズボン、そこにブーツを合わせた大男である。愛用の弓矢はさすがに置いてきてあった。

「前から不思議だった。帝国の初代皇帝はもともとカエサルどのだったのだろう？　なぜ退位して、玉ぎよく座ざを譲った？」

　シンプルな物言いでの、ストレートな問いかけだった。

「カエサルどのが王のままであれば、このような厄介事は起こらなかったはずだ」

「たしかに」

　騎馬民族の勇将へ、カエサルは苦笑を見せた。

「私が皇帝をつとめたのは、たしか一〇年程度だったんだがね。簡潔に言うと『飽きた』わけだな。国内旅行も自由にできない身の上は、さすがに退屈すぎた」

「ほう」

「あと……寿命を気にしたというのもある」

　復活したユリウス・カエサル、肉体年齢は三〇代後半くらいだろうか。

　それから老化が進んだ兆候、一向にない。だが、イコール『老衰死しない』と受け取ってもいいのか否いなか――。

　それについては聖せい獣じゆうたちも答えてくれない。いまだに謎なぞである。

　だからこそ己おのれが頓とん死ししたときにそなえて、帝国を未来ある若者たちに託たくす。

　帝位を退しりぞいた当時、そういう心持ちで自分に酔っていたのだが。もう何十年も心身共に若いままなので、あの頃の殊しゆ勝しようさはどんどんうすれていった。

「まあ、それよりもだ」

　つっこまれると気まずい部分なので、カエサルは話題を変えた。

　批判精神あふれる幕僚たちへ、呼びかける。

「君たち。関東のローマ軍基地と関連施設はどうなっている？」

「昨日、三〇日の未明までは各施設との通信も問題なかったのですが、以降は連絡を一切取れないままになっております」

「伝令の随ずい獣じゆうを送っても、返信はありません」

「横よこ須す賀か、横よこ手てだけでなく厚あつ木ぎ基地、相模さがみ原はらの補給廠しよう、府ふ中ちゆうの通信所、赤あか坂さかの管理部など全ての関連施設が東海道州軍――いえ、皇軍によって閉へい鎖ささせられたとのことです。関東に残していた諜ちよう報ほう員いんからの報告です」

「人員の方は基地内に拘束されておりますが」

「騎き士し侯こうたちは〝特別宿舎〟という名目の……収容所へ送られて、きびしい監視下に置かれております」

　騎士侯であれば、念力だけでレギオンの軍勢を召集できる。

　しかし、召集の鍵かぎとなる《銘めい》に封印を施ほどこされ、戦力としては機能できない状態にされているはずだ。当てにはできない。

「一じゆう二に将しよう家け――日本の支配者層は、新政権にどんな反応を見せている？」

　カエサルは肩をすくめて、さらにつづけた。

「関東、東海道、そして畿き内ない将家をのぞいた残り九家という意味だが」

「畿内より西……中国、四国、九州、沖縄の各将家はおおむね好意的ッスね。このあたりはそもそもローマなぞ日本から追い出せってタカ派ぞろいですし、今は新政権の勢いと追い風がとにかく強い。下手へたな横やりで墓穴を掘りたくないんでしょう」

　ヤン参謀が発言した。

　彼は日本エリアの情報収集担当でもあるのだ。

「奥おう州しゆうと北海道はもともと皇こう家けとのつながりも深く、忠誠心も厚い家風です。東とう山ざん道どうと北陸将家は……今までどおり、長いものには巻かれろって感じですかね。ただ」

「何かあるのかね？」

「いえね。今回、将家の連中――特に西日本組の結束が妙に固いなと思ったもので。一二将家はそこまで一枚岩じゃないはずなんですけどねえ」

　ヤン参謀が首をかしげていた。

「志し緒お理り殿下は聡そう明めいな御方ですけど、そこまでのカリスマじゃないですし」

「そうだな。彼女は決して、ユリウス・カエサルほどの資質を持つ覇者ではない。よほどの交渉人が暗躍しているのか……」

　さらりと自分を持ちあげてから、カエサルはつぶやいた。

「しかし困ったぞ。一二将家のどこかに、『この混乱に乗じて天下を取る』くらいの猛も者さはいないものかねえ？」

「と、いいますと？」

「そういう輩やからが場をかき回してくれたら、いろいろ動きやすい」

「そういう人たちは大体、カエサル閣下が〝皇国日本の保護者パトロヌス〟をやってた一〇年の間に排除されてますよ。われわれローマにしっぽを振りたい――日本人の同どう朋ぼうによって。数少ない例外が東海道将家だったわけです」

　達観した口調で、ヤン参謀は言った。

「そうした猛者が英国に攻めこまれて、痛い目に遭あった。それとひきかえに英国とのつながりを深めて、現政権の転てん覆ぷくに成功する……。明めい治じ維新で薩さつ長ちようが〝天下を取った〟ときの流れと似ていますよ。歴史は繰りかえすってところですか」

「結局、私は――」

　ここに来て、カエサルは大きく深呼吸した。

　それからおもむろに『にやっ』と笑い、のんきにつぶやく。

「手持ちの駒こまでどうにかするしかないようだな。まずは畿内家中の騎士たちをしっかり掌握することにしよう。あとは」

　皇帝の語源となった男はにやにやと笑っていた。

　それはまさしく、いたずらを企たくらむ男児の顔そのものであった。

「諜報員の諸君をはじめ、関東に残してきた連中とつなぎを取ってくれ。そろそろ寝た子を起こす頃合いだ」

「カエサルどの」

　寡か黙もくなる神箭ジェベがひさしぶりに発言した。

「本国に帰らなくてもいいのか？　帰還指令が出ているのだろう？」

「出ているとも。だが、おとなしくしたがったら――カエサルの東アジア管区軍は適当な口実をこじつけられて、解体されるだろうな。ここにいる諸君は全員ばらばらの任地に飛ばされて、再集結はきわめてむずかしくなる。私自身はお飾りの名誉職を皇帝のお情けで頂ちよう戴だいして、どこかの僻へき地ちで事実上の隠退生活かねえ……？」

　カエサルは皮肉っぽくつぶやいた。

「なにしろ、現皇帝とその取りまき諸君が私から権力を取りあげるつもりなのでね。かといって、皇国日本も安住の地ではない」

　虚こ空くうに浮かぶ念導術のウインドウは数十個――。

　そのひとつをカエサルは見つめた。秋あきヶが瀬せ立りつ夏かと黒王子エドワードが仕切った政府発表の一幕だった。

　画面には畿き内ない総そう督とく・出海いずみ典てん膳ぜんが映っている。

　憔しよう悴すいしきった面おも持もちで、彼は血を吐くように告白していた。

『まずはじめに懺ざん悔げをしたい。総督の地位にありながら犯してきた罪の数々を。このうえは畿内総督の位くらいを女じよ皇おう陛へい下かにご返上申し上げ――』

「東京の新政権からメッセージが入ってますよ」

　ヤン参謀が報告した。

「新たな畿内総督を任命したそうです。出海家の――東京在住だった遠縁の男子に。で、新総督から畿内地方を現在〝保護監督〟しているカエサル閣下へおねがいがあるんだとか」

「この土地から『すみやかに退去してほしい』かね？」

「もうすこし遠回しですが、そんなもんです」

「やれやれだ。したがわない場合は強制退去なのだろうな」

「レギオンの大軍が押しよせてきて、追い立てにかかるんでしょうね」

　鼻白む総司令官へ、参謀はさらに言う。

「この要求をカエサル閣下に突きつける法的根拠として、畿内総督のじいさまを東京に拉ら致ちしていったんスねえ。あの一族の東京在住者に代替わりをさせれば、傀かい儡らいの亡命政権がたちまちできあがりです」

「いやはや。準備がいいにも程がある」

「……あの畿内総督なる男」

　参謀と司令官のやりとりに、ジェベが訊たずねた。

「先日のいくさで自みずから降伏してきたのだろう？　そのあとで毒をあおり、死にかけているとオレは聞いた。なぜ、あんなところにいる？」

「事情を大急ぎで調べさせたのだがね。とんでもない真実が判明した」

　カエサルはため息と共に言った。

「かねてより畿内総督どのは――自分と年齢、体格の近い騎士侯を影武者にしていたのだという。わざわざ整形手術までさせて、顔までそっくりに仕立てあげて」

「せいけいとは何だ？」

「今の世では、医術で顔の形を造りかえることができるのだよ」

「なんと……」

　絶句する一三世紀のモンゴル人へ、カエサルはさらに語りかける。

「ま、君主の用心として影武者を立てるのであれば、まだ気持ちはわかるのだがねえ。畿内総督どのの場合、勇ましい発言をやたら繰りかえす割に肝きもの小さい御ご仁じんで……自分に代わって戦場へ赴おもむく人間が欲しかったのだという」

「？」

　ジェベは〝意味がわからない〟という顔で、首をかしげていた。

　まったくの自然体で戦場へ乗りこむほどの勇者。弓の神。この剛胆なる名将には、畿内総督の気持ちが理解できないのだろう。

「ま、とにかく数日前、われわれに降伏を申し出たのは影武者の方だったのだな。そして、ここからは裏付けのない――私の個人的な推測だが」

　前置きをしてから、カエサルはずばりと告げた。

「影の存在を知っていた大英帝国の魔女が……ふたりに命じたのだろう。おまえは東京に向かい、女皇に土下座せよ。おまえは京都に残り、時間稼かせぎのために死ねと」

「なんだと!?」

　ついに神箭ジェベが驚きよう愕がくをあらわにした。

「そんな命令を下せる者がいるなら――まさしく魔物だ」

「まさにそうなのだろう。聖せい獣じゆうの加護により魔ま性しようの力を授かった者がこの寸劇の背後にいるはずだ。おかげで気づくのに時間がかかった。……われわれカエサル軍団が東京を攻め落とした暁あかつきには、魔女退治と洒落しやれこんでみることにしよう」

「では」

　カエサルの言葉に、ジェベがすばやく落ち着きを取りもどした。

　弓の名将、やはり魔界ではなく現世での戦いを本分とする人材なのだ。

「ここから反撃に出るつもりなのか？」

「ああ。こうなった以上、体面を取りつくろっても仕方ない。武力を以もつて、ふたたび女皇照姫を我が保護下に奪いかえし、その権威のもとに皇国日本を支配する。かくして、我がカエサル軍団は名実ともに〝軍ぐん閥ばつ〟としての体てい裁さいをととのえて――」

　高らかにカエサルは宣言した。

「ローマの帝都ザナドゥに攻め入り、畏おそれ多くも皇帝陛下に剣を突きつけて、お伺うかがいを立てるのさ。『我と汝なんじのいずれが真の覇者であるか、おわかりであろうか』とね！」

「だが、カエサルどの」

　すばやくジェベは問いを重ねる。

「ここにいる者たちと――兵どもはあんたについてくるのか？」

「愚問だな。わざわざ訊きかなければ……わからないのかね？」

　ふっ。カエサルは誇らしげに微笑し、幕僚たちを見やる。

　ヤン参謀をはじめ、ここに集まった士官二十数名――全員が鋭くジェベ将軍を見つめ、彼が次につむぐ言葉を待ち受けている。

　そう。司令官への批判精神こそカエサル軍団の気風。

　そして、東方ローマの国父カエサルのために死ぬ覚悟もまた――。

「さらに言うならね。ここにいない者たちもまだまだ戦意旺おう盛せいなはずだぞ。反撃を成功させる目は十分にある。巣穴に逃げこむのはまだ早い」

「なるほど」

　草原の覇者・成吉思チンギス汗カンに仕つかえた勇将がわずかに唇をゆがめた。

　微笑、であるらしい。その逞たくましい面つら構がまえがほんのかすかに和なごんでいる。そんなジェベへ、ユリウス・カエサルは問うた。

「あとは君だよ、ジェベ将軍。言ってしまえば、我が軍団で新参者は君だけだ。私と共に新たなローマの覇権をめざすか、帝都の皇帝陛下に義理立てをするか」

「返答によっては、オレを殺すわけか」

「まさか」

　カエサルは軽やかに笑った。

「君ほどの人材、無駄死にさせるなど、もったいないにも程がある。君の《銘》を封じたうえで、しばらく軟禁させてもらうとしよう。が、もしカエサルの覇業を手助けする意志があるならば――諸もろ手てを挙げて、歓迎しようじゃないか！」

「そうか」

　思いがけない二択を迫られて、ジェベはゆっくりと口を開いた。

「だったら、オレは……」
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「ん……お兄さま、どこへ行くの？」

「昨日、言っておいただろう。今日は仕事がある」

「あ、そっか」

　一月三日、午前九時をたっぷり過ぎた頃。

　眠そうに目をこすりつつ、初はつ音ねは納得していた。

　ふたりで共にした褥しとねでのやりとりだった。ダブルベッドである。征まさ継つぐがシーツから抜け出そうとしたところで、眠っていたはずの妹分が声をかけてきた。

「いってらっしゃい、お兄さま」

「……殊しゆ勝しようなことを言う割に、その手はなんだ？」

「か、関節技の練習」

　征継はちょうど、ベッドの端に腰かけている姿勢であった。

　今まさに立ちあがるつもりだったのだ。しかし、そこで初音が――無精なことに起きあがりもしないまま右手をのばし、征継の背中にさわってきたのである。

　ちなみに。

　寝るときは『シャネルの５番』ではなく、ボクサーパンツ一丁を習慣としているため、征継の上半身は裸だった。逞たくましく、そして傷だらけの肉体があらわになっている。

　その腰のあたりに、初音は手のひらを押しつけてくる――。

「初音よ」

　ぼそりと征継は言った。

「そんなところを取っても、かけられる関節技はない」

「う、ううん。このまま寝技に持ちこめば大丈夫だもの。バカにしないで」

　ようやく初音が身を起こした。

　ただし、掛け布団をかぶったままだ。肩から下をすっぽり隠してある。真冬の一月、暖房が効いているとはいえ寒いからだろう。

　しかし何より、羞しゆう恥ち心しんがいちばんの理由かもしれない。

　布団をかぶったまま、初音が『ぐっ』と押しつけてきた肢し体たい――。その感触が征継の背中に伝わる。なめらかであたたかい。

　昨日、妹分の方も一いつ糸しまとわぬ姿で眠りについたのである。

　ただし習慣ゆえではなく、明け方近くまでつづけた〝儀式〟のせいで、体力自慢の初音も疲れはててしまったからだが……。

「そうか。寝床で寝技を稽けい古こするわけか」

「……お兄さまのえっち」

「それについては、全面的に認めよう」

「ええ。初音にそういうことを教えたのはお兄さまですもの」

「まったく異論はない。全て俺の責任だ」

　妹分の肌は絹のようにすべらかで、しかも、みしっという量感にあふれていた。

　いつもは〝はいからさん〟の着物で隠されている部分――否いな、隠し切れず、ふくらみ具合が傍はた目めにも明らかな部分であった。

　そして、その感触が征継に火をつけた。

「きゃ……っ!?」

「俺も稽古をする気になった。すこしつきあえ」

「望むところだわ――んっ」

　ベッドの上に妹分を押したおすと同時に、唇をふさいだ。

　初音の方も唇を開き、応こたえてくれた。愛いとおしい妹分であり、未来の妻が差し出した舌を征継も舌でなぶり、気持ちを高める。

　肌を交えることで、その相手から霊れい液えきを受け取る――。

　補給の儀式だった。

　橘たちばな征継はこれなくして霊液補給を行えないのだ。いつ開戦の時が来てもいいように、万全の態勢をととのえるべきだった。

　征継の愛あい撫ぶにいちいち応えて、そのたび初音の体がびくっと動く。

　甘やかで切なげな吐と息いきもひっきりなしにこぼれるようになり、愛しい少女から洩もれ出る声だけで征継は大いに昂たかぶった。

「お、お兄さま。すこし怖いから、あんまり激しくしないで……ん、んんんっ。ん――――――――っ!?」

　霊液をたくわえることのできない橘征継。

　その肉体へ、初音をはじめとする盟友たちは全身のぬくもりを伝えることで霊液を分けあたえる。心も体も昂ぶって、紅こう潮ちようするほどに熱は高まる。

　結局、初音は汗だくになってしまった。

　いつのまにか布団をはねのけて、それでも尚、ふたりはひたすらに交わった。

　その後、シャワーを浴びるときもいっしょだった。

　ざあああっと流れ落ちる水流のなかで、初音がぎゅっとしがみついてくる。柔やわ肌はだと、豊満すぎる乳ち房ぶさの感触。征継もぐっと抱きしめる。
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「ふふふふ。お兄さまとこうしていられて、とっても幸せだわ」

「おおげさなやつだ。最近は暇ひまがあるたびにこうしている」

「ちがうわ。姫様か立りつ夏かさまがお兄さまのおそばにいないときは、よ」

「…………」

「んっ。ん――もうっ。お兄さまって意外とごまかすの上手うまいわよね……」

　征継からのキスで言葉を封じられて、初音は頰をふくらませもしたが、おおむね身も心も安まる逢おう瀬せのひとときだった。

　ただし。

「先に行くぞ」

「ええ。じゃ、二時に八はち幡まんさまの方で会いましょう」

　身支度を先にととのえて、征継だけ部屋を出ていく。

　エレベーターで一階まで降りて、ロビー経由でホテルからも出る。ここからしばらくは公私にわたるパートナーの初音とも別行動だった。

　他人に見られて困るような仲ではないが、立場上、目立たない方が無難なのだ。

　特に、渋しぶ谷やの高層ホテルで一泊したあとの朝などは。

『夜通しゲームをしていました』なんて言いわけ、マスメディアは許しても、世間一般の人々が信用するはずない。

　日付は一月三日、まさに正月のさかりである。

　だが、去年の暮れにぶちかました政府発表――。あれのせいで日本中、どこも新年の華やぎはすくなかったらしい。

　あけましておめでとう、どころではない。日本はどうなるのだと。

　多くのテレビ局が正月特番を返上して、特別報道番組を放送していた。そして、その多くが皇こう国こく日本の新体制について、前向きな情報を発信していた。

『ある意味、先人の遺産のようなものです』

　とは、志し緒お理りのコメントだった。

『今まで権力を握ってきた老害――いえ、老人たちがカエサル公にしっぽを振るだけだったので、その反動でわたくしたちの評価が自動的に上がっただけなのでしょう。新政権が何かしくじりを犯せば、すぐに人気はガタ落ちです』

　……なのだ。

　ただし、すぐにこう付け足すところが志緒理らしかった。

『風向きが悪くなったときにそなえて、今のうちにマスコミの掌しよう握あくを済ませましょう。文明国として〝報道の自由〟を尊重する姿勢は大切ですけど、今は非常時です』

　もちろん、報道管制を行うための準備であった。

『幸いにも東海道将しよう家けの尽じん力りよくで、すでにかなりのところまで報道各社への根まわしは進んでいますし』

　尚、かく言う皇こう女じよの命めいで、橘家の面々も動いているらしい。

　藤ふじの宮みや家けに代々仕つかえてきた猛も者さの一族・橘家。実は隠密まがいの活動も担になっており、初音の父などはその分野の責任者でもあるという。

　昨夜から泊まっていたホテル。

　こちらも、実は橘一族とつながりが深い。

　おかげでプライバシーの保持については、すくなくともホテルスタッフから洩れる心配をせずに利用できる……。

「そろそろ時間か」

　征継は腕時計を見た。午前一一時まであとすこし。

　東京の都心、渋谷の駅前――からも近い、歩道橋の上だった。

　高みから大都会の雑ざつ踏とうを見おろしている。正月ムードを自じ粛しゆくする雰囲気ただよう一日、二日を経へて、都民のたがもすこしゆるんできたのか。

　晴れ着姿で道ゆく人々もちらほらと見かけた。

　征継自身は黒のレザージャケットに長なが袖そでのＴシャツ、ジーンズ、紐ひも付つきのカジュアルな革靴という、どこにでもいそうな若者の格好だ。

　そして、こちらにロングコートの白人青年が近づいてくる。

　金髪に色素のうすい瞳。しかし、目元はサングラスで隠している。

　コートの下は英国伝統のスーツを着ているのだろう。クラシカルなシルエットの貴族的な装よそおいを悠々と着こなしているはずだ――。

　黒王子エドワードはくすりと笑いかけてきた。

「こんなところで君と待ち合わせるのも、なかなか新鮮だな」

「思えば、妙な関係になったものだ」

　大都会・渋谷だけあって、白人のエドワードもそれほど目立たない。

　ふたりは正対せずに、ならんで歩道橋の欄らん干かんによりかかった。大都会の雑踏を見おろしながら、話をはじめる。

「エレノア姫はどうしている？」

　征継は淡々と訊たずねた。

「ローマへ出かけた方ではなく、俺たちとつきあいのあった方だが」

「さすがにそろそろきつそうだったのでね。日本国外へ送り出したよ」

「英国本土に帰らせたのか？」

「いいや。重病人にはつらい旅になりそうだし、向こうも日本と同様に冬まっさかりだ。大英帝国領の――南の島に行かせたよ。もちろん彼女は無む垢くな善人などではなかったが、最さい期ごくらい心おだやかに過ごさせてもいいだろう」

　エドワードの方も淡々と答えた。

「安心してくれ。エレノアの魔力が必要なときは、後任の方を呼びよせる」

「それは心強いな」

「まあ、この先は魅了の術が役立ちそうな局面……あまりないかもしれないがね」

　ふたりともここで感傷的になるほど、気楽な生き方をしていない。

　命を糧かてにして暗躍する魔女――。これから立てるべき戦略に、彼女の存在をどこまで織りこんでよいものか。

　そのあたりの認識を共有するための会話だった。

「君のプリンセス……志緒理の方はどうだい？」

「言っておくが。これ以上、姫に命を削らせるつもりはない」

「了解だ。心に刻んでおくことにしよう」

「もちろん姫自身が必要だと判断すれば、然しかるべき代償を払うかもしれないがな」

「たしかに」

　肩をならべて、語らう復活者リザレクトふたり。

　征継は去年の暮れから、暇を見つけては東京各地へ出歩いていた。

　今日の待ち合わせ場所に渋谷を指定してきたエドワード王子も、きっと同じではないか。理由は――来きたるべき戦いのため。

　ふたたび東京を戦場とする日が来たときにそなえて、この大都市の地理にできるかぎり精通しておく。そのためだった。もちろん案内人を頼りにいくさはできる。しかし、自分自身の土地勘かんに勝るものはないのだから……。

「さて橘くん。そろそろ本題に入ろうか」

「伝令や電話ではなく、俺をわざわざ呼び出した理由だな？」

「ああ。実は伯お父じ上うえ――リチャード獅し子し心しん王おうの死亡が確認できた」

「なんだと？」




　リチャード一世、戦死。

　その情報を名古屋に持ち帰ったのは、彼の騎き竜りゆうだったという。

　東海道将家の州都である名古屋は、去年の暮れまで《維い新しん同盟》に制圧されていた。が、日英同盟の締結によって、あっさりと返還が決まった。

　すでに先代の東海道総そう督とく・秋あきヶが瀬せ象しよう山ざんが名古屋入りしている。

　立夏の父であった。領地の体制復旧と――いまだ京都に盤ばん踞きよするユリウス・カエサルの軍団にそなえるためだった。

　ローマ皇帝の名において、数日前にカエサルの帰還指令が出た。

　しかし、ローマの国こく父ふは京都から動く気配を一切見せていないのである。

　そんな名古屋へ、英国籍の翼竜がへとへとになって、たどりついた。背中の鞍くらには破壊された人形が乗っていたという。

　念導ジーニー精霊モリガン、依より代しろの人形のひとつであった。

　人形に残された記憶の残ざん滓しを吸いあげた結果、獅子心王を討ち取った勇将《神しん箭せんジェベ》の銘めいと、得え体たいの知れない刺し客かくの情報が得られた――。

「弓の神かみ技わざを使う男、か……」

　征継はぼそりとつぶやいた。

　不気味な刺客のことよりも、なぜかジェベなる将軍の話が気にかかる。征継の心のどこかに引っかかる。

「まあ、いい」

　ここを深く掘り下げると、厄やつ介かいな何かにぶち当たりそうな――。

　征継はあえて、それ以上の追究をやめた。深しん慮りよ遠えん謀ぼうよりも、獣のようにシンプルな思考の方が役に立つときも戦士にはあるのだ。

　それよりも今、己が考えるべきことは。

「お兄さま、こっちよ！」

　朗ほがらかに声をかけられた。

　エドワードと別れて、初音との待ち合わせ場所である代よ々よ木ぎ八はち幡まん宮ぐうへ来ていた。

　東京育ちである妹分が『明めい治じ神じん宮ぐうよりはマシだわ』と言って、こちらで初はつ詣もうでをしようと決めたのである。

　たしかに参拝客でごった返している。

　が、うわさに聞く明治神宮の人出よりはおだやか、かもしれない。

「ほう」

　征継は目を細めた。

　人混みのなかで手を振る初音は――振ふり袖そでを着ていた。




　　　　　　　　　４




　初はつ音ねの和装自体は見慣れている。

　しかし、それは銘めい仙せんのように地味目の着物と袴はかまを合わせた大たい正しよう浪ろ漫まん風ふうであり、実用本位に動きやすさを優先したものだった。

　妹分の晴れ着姿に、征まさ継つぐは感心した。

　実際、振ふり袖そでを着た初音は華やかだった。馬ま子ごにも衣装どころではない。

「よく似合っているな。見ちがえたぞ」

「えへへへ。どうかしら？」

　照れくさそうに、そして誇らしげに、初音が笑っている。

　桜色の振袖と赤い帯の組み合わせである。そのあざやかな色使いが潑はつ剌らつとした妹分にはお似合いだった。

「お兄さまがお仕事をしている間に、サプライズを仕込んどこうと思って」

「なかなかの仕掛けだ。かなり驚かされた」

「よかったわ！」

　いずれ遠からぬうちに、苦闘の時が必ず来る。

　それまでは次なる戦いにそなえつつも、日々の安らぎを大切にすべきだった。

　愛いとしい少女とのたわいないやりとり。小さな愛情の積みかさね。互いの気持ちをたしかめ合うための逢おう瀬せ。

　そうしたものの大切さを、征継はあらためて嚙みしめた。

　だが同時に、男としての正念場が近づいてくることにも気づいていた。

　勘などではなく、念に敏感な騎き士し侯こうの直感力で察知したのである。人混みのなか、こちらをめざして忍び寄ってくる――よく知る人物たちの念を。

　そして、ついに声をかけられた。

「征継さま」

「征継どの」

「ひ、姫様!?　それに立りつ夏かさまも!?」

　初音が心底驚いた顔で叫ぶ。

　代よ々よ木ぎ八はち幡まん宮ぐうの境けい内だい。拝殿と賽さい銭せん箱ばこへ向かう参拝客の流れから、すこし離れていた征継たちのそばに――ふたりの貴人が来たのである。

　藤ふじの宮みや志し緒お理りと、秋あきヶが瀬せ立夏であった。

　どこで準備したのか、こちらのふたりも振袖を着ていた。

　志緒理は水色の振袖の上に、カシミアのストールを羽織っていた。そこにアップにまとめた白金色の髪が合わさると、独特の優ゆう婉えんさが醸かもし出される。

　立夏は濃い紫色の振袖だった。

　生き地じに菊の模様を品良くあしらってあり、華やかさも申し分ない。

　美び姫きたちの晴れ姿、実にあでやかだった。

　なにより志緒理と立夏、皇こう家けの姫と将しよう家け令嬢は朗ほがらかに微笑んでいる。

　ただし、和なごやかな口元とは裏腹に、ふたりの目元には隠し切れない剣けん呑のんさがただよっているのだが……。

「初音も元気そうでなによりです」

　微笑したまま、まず志緒理が口火を切った。

「昨晩から姿が見えなかったので、心配したのですよ？」

「ああ。聞けば外泊していたそうだな」

　皇こう女じよの隣で連係攻撃を放つのは、もちろん立夏の役目だった。

「志緒理殿下の護衛も務める者としては少々――いや、かなり不ふ心こころ得えな行動だとも思うが、たまには息抜きも必要だろう。うるさいことを言うのはやめておこうか」

「じ、十分おっしゃってますよ、立夏さま！」

「そういうつもりはなかったんだが。しかし橘、無断外泊というのは感心しないな」

「無断じゃありませんよ～！　きちんと休暇届を出してましたしっ」

「あら。そうだったかしら？」

「ひ、姫様!?　昨日の昼、ばっちり口頭でも伝えたじゃないですかっ」

「ふふふふ。ごめんなさい、どうも失念していたようです。なにぶん、新政権の起たち上げで今がいちばんいそがしいとき……わたくしも、立夏さまも。なのに初音ったら、自分だけ政治と関係ないのをいいことに皇こう城じようから出て、外泊を――などとは思っておりませんよ」
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「姫様、それ絶対にうらめしく思ってる御顔です！」

「初音の考えすぎです。見てのとおり、わたくしはずっと笑顔ですし」

「そのお顔が逆に怖いんですよ～っ！」

「志緒理殿下。今の発言、皇家への侮ぶ辱じよく罪ざいに当たるとも見なせますが」

「そうなのですか？　では、然しかるべき処罰を考えないといけませんね……」

「ちょ、姫様！　それだと『あの者を消してしまいなさい』とか、暗いお部屋の隅っこで命令しちゃう流れですよぉっ!?」

「ふふふふ。考えすぎです。わたくし、そこまで極悪ではありません」

「ですが殿下、身分の上下をわからせてやるのも貴人たる御方の義務だと言えるかもしれません。正義は時として慈悲の心よりも重いものです」

「まあ。立夏さまがそこまでおっしゃるのでしたら……」

「ど、どうか勘かん弁べんしてください、姫様！」

　和やかな笑顔とは裏腹に、ふたりの姫はちくりちくりと刺していく。

　皇女志緒理と秋ヶ瀬立夏が問題にしたいポイント。

　それはもちろん、初音の外泊などではなく、『誰と外泊したか』であろう。

　だが、橘征継には霊液補給が必要。そういう大義名分がある。だから、その点を表立っては糾きゆう弾だんしにくいのだろう。

　そして、征継を中心とする混線模様。

　苦難つづきの状況と征継の要請に流されるまま、一対三での男女関係がうやむやのまま同時進行していった結果である。できあがってしまった人間関係をリセットしようにも、それをしたら最後、自分たちの野望まで潰ついえる可能性が高い。

　だからだろうか。

　志緒理と立夏は攻撃対象を〝抜け駆けした女〟にしぼって、今の関係が崩壊するのを無意識に避けようとしているのかもな――などと。

　征継はぼんやり考えながら、沈黙をキープしつづけていた。

「…………」

　男の沈黙には価値がある、というバカげた信念ゆえではない。

　こんなときに下手へたな口出しをして、何かが好転することなどありえない。同じ役立たずなら、なるべく黙っている方が賢明なのだ。

　しかし最低限、言うべきことはあった。

「……みんなでカラオケにでも行くか」

　征継はぼそりと呼びかけた。




　一五分ほど歩き、渋谷界かい隈わいのカラオケボックスに移った理由。

　もちろん『みんなで歌って、いやなことを忘れよう！』ではなかった。

　初詣でにぎわう神社などという公衆の面前で、自分たちの正体がばれることを避けるためである。〝おしのび〟のときの習慣どおり、志緒理は《印象偽ぎ装そう》の念ねん導どう術じゆつを自分と立夏にかけていたようだが、用心に越したことはないのだ。

　そして現在――。

　ひっそり気配を消した征継の前で、女性陣の話し合いがつづいている。

　その内容、実に赤せき裸ら々らたるものであった。

「いいですか、初音。わたくしと立夏さまは今、皇城に住み込みで働いているようなもの。やはり人目がありますし、自由が利ききません」

「ああ。私たちの部屋がある奥宮殿には、女官たちも多いからな」

「情報操作はできますが、醜しゆう聞ぶんのもとになりそうな火種はなるべく隠すべきでしょう」

「あ、わかりますー。誰かしらが男の人を連れこんだり、おつきあいをしている雰囲気があると、あそこの娘こたちってすぐに気づくんですよねえ」

「さすが元女官見習い、くわしいですね……」

「だから初音も、あのなかではお兄さまとのことをないしょにしてるんです！」

「で、私たちにも隠して、外泊までするわけか……」

「うううっ。ごめんなさい」

「わたくしたちなんて、いまや毎日どころか三〇分ごとにテレビで顔を放送されますから、おしのびで外出するのにも変装が必要なのですよ」

「そもそも、征継どのと橘初音だって公人だ。顔に気づく市民もいるだろう」

「で、でもですね。初音とお兄さまは表向き親戚同士ってだけで、結婚だって堂々とできる関係ですしー」

「「…………」」

「だから、うわさになっても初音たちなら大丈夫ですっ」

「それなら私にも、秋ヶ瀬家の婿むことして征継どのを迎えるという〝奥の手〟がある。本家の当主で東海道総そう督とくの私には、一族の者も逆らえないからな。……まあ、やんごとない血筋の志緒理殿下には不可能な策だろうが」

「そ、そんなことはありませんっ。わたくしにも奥の手はあります！」

「えっ？　さすがに皇家のお姫さまじゃ婿取りは無理ですよお」

「甘いですね。わたくしには――征継さまを『養子にする』という切り札があります」

「「えっ？」」

「将来有望な若手の武将や政治家がいれば、養子として迎え、身内とする。古こ今こん東とう西ざい、さまざまな国で為されてきたことです。古代ローマだって、カエサル公の養子だったオクタヴィアヌスが後継者になったのですから……！」

「あー。世界史の授業、覚えてます。アウグストゥスさんでしたっけ……」

「さすがに志緒理殿下のお歳で同年代の息子というのは、無理がありそうだが……」

「世せ間けん体ていもありますしねえ」

「や、やってみなくてはわからないではありませんかっ」

　女三人が集まれば、なんとやら。

　カラオケ用の密室での、重要会議であった。

　各自ドリンクを頼んだものの、誰もマイクを持とうとしない。

　ちなみに初めてカラオケ店に入ったとおぼしき志緒理は珍しげに室内をしげしげと見まわしていたが、すぐに激しく論陣を張りだした。

　立夏と初音も、熱弁を振るっている。

　そして、このなかで征継はひそかに決意した。

　今夜どうにかして、皇城の――志緒理の寝室を極秘訪問して、一晩の逢瀬を実現させなくてはいけない。奥宮殿の女官に決して見つかってはならないという高難度のミッションだが、挑む価値があった。

　さらに明日の――やはり夜がいいだろう。

　立夏をどこかに連れ出して、たまの息抜きを満まん喫きつさせるべきだった。

（俺はもしかしたら）

　ふと征継は考えた。

（前世でも複数の女性と親しくつきあっていたのかもしれん）

　これが正解かはわからない。が、窮きゆう地ちに追いこまれると、己おのれがいかなる行動を取るべきかが自然と思い浮かぶ。

　数々の修しゆ羅ら場ばを経へた古ふる強つわ者ものの直感、なのかもしれない。

　ともあれ、そろそろ〝仕掛け〟が動き出す頃合いだった。

（来たか）

　カラオケ店の個室――ドリンクやメニューを置いたテーブルの上に、小型随ずい獣じゆうの管くだ狐ぎつねが瞬間転移してきた。

　白いネズミに似た小動物は、伝令文のウインドウを空中に表示する。

「まあ。衛えい青せい将軍からですね……」

「征継どのを迎えに来たと……」

「お兄さま、衛青さんともお約束していたの？」

「ああ。すまないが、俺はここで外させてもらう」

　虚を衝つかれて、きょとんとする女性陣に別れを告げて、征継は個室を出た。

　……この店に入った直後。隙すきを見て、上着のポケットにひそませていた管狐を衛青将軍に宛てて、放しておいた。

　現在位置と、迎えをよこしてくれという伝令文を添えて。

　義理堅い古代中国の名将は、自みずから駆けつけてくれたようだった。
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「まさか、衛えい将軍が直じき々じきに来てくれるとはな」

「わたしの方も、ちょうど征まさ継つぐどのに用があったのです」

　カラオケ店の前に乗りつけた、黒塗りの国産高級車――。

　その後部座席で、征継は新たな同僚と再会した。青い長ちよう袍ほうをまとう美青年、漢かん王朝の大将軍その人である。

　静かに車が走り出す。

　運転席でハンドルを操るのは、軍服姿の兵へい卒そつだ。

　皇こう軍ぐんの兵、すなわち橘たちばな・衛えい青せい二将軍の部下であった。尚、征継は《征せい西せい将軍》、衛青は《驃ひよう騎き将軍》の位くらいを授かっていた。

　ただし、外と様ざまである衛青はあくまで客将あつかい。

　征継は〝大将軍格〟。最高位の武人という位置づけである。

　……本当はもちろん、橘征継こそが『どこの馬の骨かもわからない輩やから』なのだが、『土ひじ方かた歳とし三ぞうの復活かも？』の流言がある。

　それが功を奏したか、表立っての反発はまだない――。

「ひとつ訊きいてもいいか？」

　あることをふと思い出して、征継は口に出した。

「たしか衛将軍は……皇帝の姉君を妻に迎えたのだったな？」

「ええ。なつかしい話ですね」

　皇こう女じよ志し緒お理りより聞かされた衛青将軍の生涯。

　その数奇な人生のなかで、彼もまた高貴な姫と結ばれた。平へい陽よう公こう主しゆという。漢帝国最盛期の覇者・武ぶ帝ていの姉であった。

　公言はできないが、今世での征継と同じ境遇だったのだ。

　ただし、衛青将軍の場合は破格の軍功を認められたがゆえの婚こん姻いんだったらしい。大将軍のほかに嫁とつぎ先はないとまで言われて。

　しかし、ここで出世譚たんの当人はさらりと付けくわえた。

「結局、公主は子を授かることもなく……。わたしなどの妻になった分、苦労をしただけかもしれませんが」

「子供がいなかった……？」

　征継は首をかしげた。覚えていたのだ。

　衛青将軍には息子が三人いた。が、のちに衛一族が皇帝の乱心により粛しゆく清せいされたとき、ことごとく処刑された――。その血なまぐさい話を。

　しかし、すぐに征継は理解した。

「ああ、そうか。ほかの夫人と子を生なしたのだな」

「夫人といいますか、まあ、そのような者たちです」

「…………」

　含みのある言いまわしに、征継は気づいた。

　いにしえの世では、身分ある者が第二夫人、第三夫人、さらに愛あい妾しようをかかえることなど珍しくもない。

　しかし、温厚さと誠実さの申し子のような男にそんな相手がいたとは。

「今の言い方だと、夫人ではない関係の女性たちとの間に、子を授かったようだが」

「さすが征継どのは鋭いですね」

「念のため確認する。ご子息たちの母上は……全員ばらばらだったりしたのか？」

「重ね重ねの慧けい眼がん、恐れいります」

「…………」

　完璧なまでの涼やかさで、告白する衛青だった。

　なにかと橘征継と波長が合うらしい漢王朝の大将軍。どうやら、この方面でも相通じるところがあったようだ。

　そんな男が相棒となったこと、やはり奇縁と言うべきなのだろう。

「ところで、俺に用というのはなんだ？」

「今日はこれから、さる貴人との面談があるのです。ひとりではなかなか気が重い……とは思いませんが、人数をそろえた方があちらもよろこばれるので」

「そうか」

　征継はすぐに察した。

「女じよ皇おう陛へい下かに呼び出されたのだな」




「明らかにすくのうございます」

　開口一番、女皇陛下はのたまった。

　日本国の君主たる女皇照てる姫ひめ、怒りを隠そうともしていない。

　紫色のワンピースという可か憐れんな少女らしい洋装だったが、最近はすこしずつ凄すごみのようなものを身につけつつある。

「昨年の末から、テレビでもラジオでも新政権のニュースでもちきりだというのに。わたくしのあつかいが明らかに――すくのうございます」

「左さ様ようでございますか」

　衛青将軍がうやうやしく相づちを打った。

　皇こう城じようの奥宮殿である。

　江え戸ど時代の大おお奥おくではないので、男子禁制ではない。衛青将軍と共に、征継はその奥宮殿を訪問していた。

　が、もちろん女皇の私室に足を踏み入れるなど許されない。

　女皇のパーソナルスペースにある応接間で、面談は行われていた。

　ひとりソファにすわる照姫の前で、征西将軍と驃騎将軍は臣下らしく立ったまま玉ぎよく音おんを拝聴しているのだ。

　照姫は今、眉まゆをひそめて、機嫌の悪さをあらわにしている。

「特にテレビの民放がひどいですね。摂せつ政しようとなられた志緒理さまと、東海道の秋あきヶが瀬せ総そう督とくばかりを画面に出して、女皇であるわたくしはほとんど画面に映りません。国営放送はまだ多少ましでしたが」

「無理からぬことと存じます」

　さらりと衛青は言った。

「陛下こそがこの国で最も尊き存在。そのような御方をぶしつけに民たみの目にさらすなど、許されるべきではございません」

　このあたり、さすが衛青は〝暴君慣れ〟していた。

　彼の旧主は、歴史家・司し馬ば遷せんを微罪とも呼べない罪で去きよ勢せいの刑罰をあたえた男なのだ。怒れる帝みかどをなだめる言葉がすらすら出てくる。

「これも、報道にたずさわる者たちが心を砕いた結果なのでしょう」

「そうであればよいのですが……。おまえはどう思いますか、橘将軍？」

「テレビの類たぐいはあまり見ないもので。俺の口からはなんとも」

　ぼそりと征継は答えた。

　登と城じようする前に私服を脱いで、高校の制服に着替えていた。黒い詰め襟えりで将校用の軍服と似ている。皇城でも違和感はないのだ。

　そんな征継を尊大に眺めて、照姫は目を輝かせる。

「まあ。志緒理さまの懐ふところ刀がたなはお若い身なりの割に、ずいぶんと古風なのですね。やはり、お生まれは今の世ではない……？」

「それも、俺の口からはなんとも」

「ふふふふ。その口の堅さ、皇こう国こくの主あるじとしては頼もしく思えますわ」

　すこし前まで怒っていたくせに、もう笑う。

　なんとも感情の不安定な君主であった。現時点ではまだ暴君とまではいかないが、いずれはもしかしたら……とも思わせる。

　とはいえ、彼女の存在こそが新政権の拠より所なのである。

　多少のわがままであれば、暫ざん時じつきあうのも重要な仕事だと言えた。

　ちなみに――

　今日は一月三日。クリスマスの動乱から一週間ほどが経過している。その間、照姫はずっと奥宮殿にこもり、〝瞑めい想そう〟にふけっていた。

　実質的には〝謹きん慎しん〟なのだが、そこは穏当な表現に切りかえられた。

　公務の場である表宮殿へ移動することも、警備兵によって、やんわり拒こばまれるという『軽度の軟禁生活』だった。

　その間、公共の電波をチェックすることで暇ひまをつぶしていたらしい。

「まあ、よいでしょう。この件はこれで棚上げにしてあげます」

　照姫は肩をすくめて、つぶやいた。

「ただ……わたくしをあまりないがしろにしていると、そちらの事情に合わせてあげる意欲がうすれてくるかもしれません。呼ばれなくとも謁えつ見けんを願い出て、女皇の無ぶ聊りようをなぐさめるくらいの心こころ遣づかいは欲しいところですね」

「なるほど」

　征継はうなずいた。

「つまり『余をもっと愉たのしませよ』と……？」

「ああ。こういうときはそのように申せばよいのですね。勉強になりました。ふふふふ。橘将軍よ、誉ほめてあげましょう」

「……かたじけない、お言葉です」

　予想よりもななめにずれた方向へ、照姫は覚醒しつつある。

　さすがの征継も、すこしだけ返答がぎこちなくなった。この変化がいいか悪いかはまだ不明だが、とりあえず以前より覇気はある。

　そんな皇国日本の女皇へ、古代中国の復活者リザレクトは静かに言った。

「陛下。すこしお言葉がゆきすぎておられますね」

「外とつ国の生まれだというのに、衛将軍は細かなことにうるそうございますね。そのようなこと、とやかく言われずともとっくに承知しております」

「そうであれば、よろしいのですが」

　淡々と諫かん言げんを重ねる衛青将軍の前で、女皇は拗すねた顔をする。

　しかし、それでも不思議なことに――衛青、そして征継あたりを、照姫はちょくちょく呼び出そうとする。

　外様の出身で、しかも〝男〟というのがいいらしい。

　志緒理や立夏がごきげん伺うかがいに来ても、照姫は『体調不良』を口実にして、すくなからぬ頻ひん度どで断ってしまうのだ。

　数日前に理由を訊たずねてみたら、

『わたくしはここに閉じこめられて、退屈なのです。見み目めよい殿との方がたでも眺めて、心を明るくしてもよいではありませぬか』

　と、冗談とも本気ともつかないことを口にする――。

　そして今も、ころころ笑いながら、こんなことを言い出した。

「カエサル公と決着をつける日も近いのでしょう？　その折にはわたくしも将まさ門かどさまに祈き念ねんして、近衛このえの兵を動かしていただきます。照姫を愉しませることは戦力の確保にもつながると考えて、しっかり励みなさい」

「……陛下。近衛大将どのは、皇都を離れると騎き力りよくが落ちる」

　大だい怨おん霊りよう・平たいらの将門。日本随ずい一いちの祟たたり神にして念導神格イフリート。

　しかし、その異能には大きな欠点もある。征継はぼそぼそと指摘した。

「あの男をカエサル公とのいくさに連れ出すことは、少々むずかしいと思うのだが――」

「あら。決戦はここ東京で行うのではないのですか？」

　照姫はきょとんと目をみはっていた。

「最近、カエサル公がここ東京に帰ってくる夢を何度か見たので、てっきり〝そうなる〟ものだと思っておりましたわ！」




「まあ。陛下がそのようなことを……？」

　皇女志緒理はつぶやいた。

　万難を排して、征継はどうにか奥宮殿へ忍びこんだ。皇女のために割り当てられた一室、その寝台のなかでのやりとりだった。

「陛下の念と霊感もここ一カ月でずいぶんとご成長あそばされました。もしかしたら、その夢は本当に予知夢となるかもしれませんね……」

「しかし、女皇陛下よりも姫の方が巫女みことして格上なのでは？」

　征継はすかさず訊ねた。

「姫でさえ感じとれない兆きざしに、陛下が気づくというのも――」

「いいえ。十分にありえることです。なんといっても、人間の資質には向き不向きというものがありますし。なにごとも理詰めで考えようとするわたくしよりも、陛下の方が直感では勝られているのかも……」

「なるほど」

　単純な能力差だけでは、説明のつかないこともある世界なのだろう。

　皇女を組みしきながら、征継は納得した。

「女皇陛下の霊力のこと、あとで竜りん胆どう先生にもうかがってみましょ――んんっ！　ま……まさつぐさま……」

　はあはあと、せつない息を志緒理が吐き出す。

「そ、そのようにされたら、わたくし、きちんとお話が……」

「それはあとでもできる。が、こちらは今しかできないことだ」

「ん――ぁっ!?」

　ここへの出入りを見られるわけにはいかない。

　人目を避けるため、夜が深いうちに部屋から去りたかった。

　当然、あまり長居はできない。補給儀式を行いながらの睦むつ言ごととなる。愛いとしい皇女の白く、柔らかな背中に、征継は唇を這はわせた。

　それを受けて涙目になりつつも、志緒理は懸命に声を抑えていた。

　部屋の外へ響かせるわけにはいかない声だからだ。

「あの、征継さま……。竜胆先生といえば、ひとつ気になることが……」

「先生に何かあったのか？」

「最近……先生の雰囲気がすこし変わられたように思うのです……。お酒の量もすこし減ったように思えますし――んんっ!?」

「気のせいだろう。俺は特に変だとは思わないのだが」

「もう……。まじめな話をしているときに、そんないたずらをされるだなんて」

「姫の方こそ、俺との時間をまじめに過ごしてほしいものだな」

「そ、それもそうですね。征継さま、時間の許すかぎり……ずっとこうしていたいです」

　志緒理は恥じらいながらも言ってくれた。

　大胆な策さく士しであっても、色恋沙ざ汰たにはうとかった深しん窓そう育ち。こういう直ちよく截せつすぎる愛情表現をすることにまだ慣れていないのだ。

　しかし、告白のあと、共とも寝ねする征継の頰に接せつ吻ぷんまでしてくれた。

　ならば当然、こちらが応こたえる番だった。皇女の上におおいかぶさり、その耳元に征継はささやきかけた。

「もちろん俺もだ」

「ぁ…………」

　夜が更ふけていく。

　それはもちろん時間が進むのと同義であり、刻一刻と、決戦の時が近づきつつあるということだった。
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「礼を言おう、ジェベくん。君に残ってもらえるとは本当にありがたい」

「気にするな。ほかにやることもない身の上だ」

　ユリウス・カエサルからの感謝に、神しん箭せんジェベはそっけなく言った。

　京都、二に条じよう城じよう――。

　その敷地内に総そう督とく家け用の公邸がある。

　華美ではないが、威厳あるたたずまいの屋敷だった。元げん帥すい号ごうを持つカエサルの仮住まいとしても申し分なかった。

　広い食堂では、畿き内ない総督の私的な宴うたげも行われた。

　今は復活者リザレクトがふたりきりで会食中だった。古代世界と現代世界の双方でローマ帝国を築いた英雄カエサルと、覇王・成吉思チンギス汗カンに腹心として仕つかえた男が――。

　食卓を彩るメニューの数々も壮麗だ。

　京都丹たん波ばの鹿肉のグリル。鹿肉のテリーヌ。真ま鴨がものコンフィ。羊のロースト。フォアグラのパイ包み焼き。京野菜の温サラダ仕立てなどなど、主しゆ賓ひんの好みに合わせて肉、それもジビエ中心ではあったが……。

　そして、もてなされる側のジェベは言った。

「結局、今のオレには何もない。仕えるべき主君も、任務も、友も、身内も。強しいて言えばオレを拾ってくれたローマ国への義理はある。が……」

　ナイフとフォークをぞんざいに使い、鹿肉を切り分ける。

　弓の神かみ技わさを世に示すときとは、あざやかさが天と地ほどもちがう。だが、食いものなど口に運べれば十分なのだ。

　もごもごと肉にく塊かいを咀そ嚼しやくしたあとで、ジェベはつづけた。

「正直、ここ何年かはひどく辟へき易えきしていた。長い間ひとところに押しこめられて、『命令があるまで待機せよ』だったからな。あんな暮らしにもどるよりも、カエサルどのといっしょに暴れる方が性しように合う」

「そういえば」

　カエサルはにやりと笑った。

「ジェベくんは三、四年前に復活したあとは、ほとんどカザフスタンの草原で暮らしていたのだったな？」

「土地の名前は忘れた」

　ここ数年、仮住まいとした地のことをジェベは思い出した。

　前世で駆けまわった草原とよく似ていた。しかし、あの頃から時間にして八百年以上も経過しているという。似たような景色であっても、同じであるはずがない。

　ジェベは淡々と言った。

「オレのために広い屋敷も用意してくれたし、ずいぶん差し入れも送ってもらった。決して悪い暮らしではなかった」

「そうだろう。復活者リザレクト諸君への面倒見がいいことは、我がローマの美点だ」

「だが、もう十分だ。オレは怠なまけ者だが、それでも狩りは好きだし、面倒事抜きのいくさもなかなか気に入っている。……オレをオレらしく暴れさせてくれる男がいるなら、そっちにつく方が断然いい」

「それがカエサルを選んでくれた理由か」

　世界史上に燦さん然ぜんと輝く個性、ユリウス・カエサル。

　草原の遊牧民にこのような男が生まれるはずもない。ローマ文化の申し子にして異端児はにやりと笑い、葡ぶ萄どう酒しゆの入った杯をぐっとあおった。

「ありがたいな。君の期待に、是非応こたえようじゃないか」

「そうさせてもらおう。カエサルどのもオレに監視をつけてかまわないぞ。それとも、もう用意してあるのか？」

「…………」

「衛えい将軍とやらでは、それで失敗したのだろう？」

「無条件に近いほど信用できる男――だったはずなのだがねえ。彼はいまや皇こう国こく日本の客将として、重用されているらしい。案外、私を陥おとしいれたい現皇帝の指示で、日本へ送りこまれたのかもしれんな」

　カエサルは苦笑いしていた。

　壮大な構想力と用意周到さ、そして軽はずみな迂う闊かつさを併あわせ持つ。前世で遭遇した敵と盟友たち、その誰にもこんな男はいなかった。

　……そういえば。ジェベは思い出した。

　共に西方――大陸の果てまで駆けた、義兄弟にも等しい男。

　やつも最初は監視者だった。

　ジェベはもともと大ハーンこと成吉思汗と敵対した部族の生まれなのだ。戦場で大ハーンに矢を射いかけたことさえあるのだが。

　逆にそれで武勇を認められ、取り立てられた。

　偉大なる覇者・成吉思汗。さすがに器うつわが大きかった。しかし、ジェベの過去を知る者たちは監視をつけるべきだと考えて――

　ジェベと共闘する機会の多かった男に、その役目を押しつけた……。

「これを見てくれ、ジェベくん」

「写真、というやつか」

　現代の産物には、いまだにうとい。

　差し出された品物の固有名詞、ジェベは一瞬だが思い出せなかった。

　この時代に自みずからなじもうとする気持ちがうすいためだろう。だが、その写真にうつる若者の顔には――なんとなく見覚えがあった。

　カエサルがテーブルの上に出して、ジェベへ示したもの。

　被写体は、黒い衣服を着た東洋人の若者である。

「もしかしたら、君の知ち己きではないかと思ってね」

「昔、こいつに似た知り合いがいた。だが、オレが覚えている顔よりも、この写真の方がかなり若いな」

　たしかに、かつてジェベの監視をまかされた男に似ている。

　そいつは少年の頃より大ハーンに仕え、いくさの作法を一から仕込まれた。

　その経歴ゆえに、外と様ざまのジェベを見張れとも言いつけられた。だが、やつはとことん我が道を往ゆく男だった。

　監視命令など無視してジェベとつきあい、やがて兄弟同然の仲になった――。

「橘たちばな征まさ継つぐという。皇女志緒理に仕える第一の騎士だ」

　カエサルはずばりと告げた。

「復活者われわれはしばしば死亡時の年齢よりも若い姿で甦よみがえる。彼もそうだと考えれば、つじつまは合うのではないかね？」

「どうだろうな」

　ここで考えても、結論の出る問題ではなかった。

　そんなことで頭を悩ませる習慣と、ジェベはまったく縁がない。それを察したか、カエサルもすぐに写真を引っこめた。

「まあ、参考までにというやつだ。心にとめておいてくれ」

「承知した。それよりカエサルどの。オレの見たところ――この土地を出て、皇こう都ととやらに攻め入るつもりのようだが？」

「鋭いじゃないか、ジェベくん」

　にやりと、カエサルは不敵に微笑した。

「本音を言えば、じっくり畿き内ない地方に根を下ろしたい気持ちもある。ここに新たな我が王国を築き、皇国日本を内側から乗っ取るという長期計画だ」

「ほう」

「しっかり地盤を固めたあとでローマにもどり、捲けん土ど重ちよう来らいと洒落しやれこむのさ。なんだかんだ言って、ローマ本土にはユリウス・カエサルの信奉者も多い。ここで私の力が健在だと示せれば、彼らも私を支援するだろう」

「なぜ、そうしない？」

「予想以上の早さで、東京の新政府が日本国内を結束させつつある」

　カエサルは肩をすくめた。

「ぐずぐずしていたら包囲網が完成されてしまう。むしろ攻めるなら今だ。今のうちに打って出れば、あちらの急所を突ける。私は女じよ皇おうを――皇国日本の権力の源みなもとを保護下に置いて、ふたたび日本の保護者パトロヌスとなるつもりだよ」

「急所とは？」

「皇こう女じよ志し緒お理りには私と同じ欠点がある。あふれる才気にまかせて、遠くのことにはよく気を配れるが……身近なことがおろそかになりがち、というね」

　――賽さいは投げられた。

　ユリウス・カエサルの名言であるらしい。

　かつてガリアなる辺境の地で総督をしていた頃、地位を取りあげられそうになった。だが逆に――共和国であった古代ローマ本国へ進撃し、武力で政敵たちを葬ったという。

　そのとき、カエサルはまさしく『賽を投げた』。

　危険を恐れず、乾けん坤こん一いつ擲てきの大勝負に出たのだ。

　そう。完全に追いつめられたあとで反撃しても、意味はない。その前に打って出て、こちらから痛つう打だを食らわすべきなのだ。

「いずれ志緒理も理解するだろう。地の利を持つのがどちらなのかを――」

　カエサルの悠然たる予言であった。








第三章
カエサル東へ
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　いよいよ正月とも言えなくなった頃。

　一月七日の未明であった。

　だんだんと夜闇がうすれつつある。

　水平線の彼方かなたで朝日が昇りはじめ、太平洋の海上は朝焼けで薔薇ばら色に染まっていた。そのなかを東方ローマ帝国の戦闘艦が軽快に突き進んでいく。

　東へ――関東の大地へ向かって。

　ユリウス・カエサルの『反撃』がついにはじまったのである。

「さあ兵士諸君。今日の戦いは、同盟国にして親愛なる隣人・皇こう国こく日本に平穏をとりもどすためのものだ。全力を尽くしてくれ給たまえ」

　旗き艦かん《忠実にして節義なる鉄騎フエラータ・フイデイーリス・コンスタンス》。

　その艦かん橋きようのどまんなかにカエサルの座席はある。

　そこに腰かけて、足まで組んで、ローマの国こく父ふは余裕を見せていた。

　本来なら艦長がすわるべき革張りのシートだが、そちらの役職をまかせた男はカエサルのやや後方に立ち、待機中だ。

　そして、ここで語る言葉は全艦内にアナウンスされている。

「皇国日本は不思議な国でね。至高の地位にあるはずの女じよ皇おうは――決して、権力の頂点にいるわけではない。むしろ女皇のそばにはりつき、彼女の権威をいいように利用する輩やからこそが権力者となる」

　冗談を愛するカエサルらしく、ユーモアを交えた語り口だった。

「現在、その地位にある者は東海道将しよう家けと、皇こう女じよであられる志し緒お理り殿下だ。すばらしく美しい少女なのだがね。残念ながら、なかなかの悪女でもある。彼女らの悪あく辣らつな手から、私は女皇を救い出したい。そう。私が赤ん坊の頃から見守ってきた少女を……」

　最後のくだり、しんみりとした口調になった。

　兵士たちも士官らも、スピーチが大義名分にすぎないと承知している。この戦い、結局のところ『禿はげ頭の女たらし』が失地回復するための私闘なのだ。

　なのにわざわざ小芝居を入れる。まさにカエサル節であった。

「そして兵士諸君。悪女の口車にたぶらかされたローマ本国の御お歴れき々れきに――『目を覚ませ！』と一いつ喝かつしてやろうじゃないか。このカエサルと共に！」

　声だけの艦内アナウンス。映像は抜きだった。

　だが、カエサルは艦長席でこぶしを高々と突きあげた。それと同時に、艦内の各所で声がわき起こる。

「親愛なる最高司令官カエサルどのアウエ・インペラトール・カエサル」

「親愛なる最高司令官カエサルどのアウエ・インペラトール・カエサル」
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「親愛なる最高司令官カエサルどのアウエ・インペラトール・カエサル」

「彼ら死なんとする者たちは、モリトウーリー・あなたへの敬意をテー・声高く表明しておりますサルータント！」

「彼ら死なんとする者たちは、モリトウーリー・あなたへの敬意をテー・声高く表明しておりますサルータント！」

「彼ら死なんとする者たちは、モリトウーリー・あなたへの敬意をテー・声高く表明しておりますサルータント！」

　カエサルをかこむ艦橋で。倉庫で。甲かん板ぱんで。食堂で。

　稀き代たいの覇者を讃たたえるための叫びがこだまする。

　それは――艦の外にも広がっていった。ユリウス・カエサルが放つ念ねん波ぱに応こたえて、旗艦フェラータを取りまくレギオンたちも咆ほう哮こうしたのだ。

　ォォォォォオオオオオオオオオォォォォォォォォォォ――ッ！

　ォォォォォオオオオオオオオオォォォォォォォォォォ――ッ！

　ォォォォォオオオオオオオオオォォォォォォォォォォ――ッ！

　ォォォォォオオオオオオオオオォォォォォォォォォォ――ッ！

　レギオンの放つ雄お叫たけび《戦場の歌ウオークライ》。

　実に――五〇〇〇騎を超す大軍団が声を振りしぼっていた。彼らもカエサルの旗艦と共に、海上を突き進んでいたのだ。

　内訳はこうだ。





　カエサル直属ケントゥリア　一四〇〇騎

　特殊型ケントゥリア〝バアトル〟　一〇〇〇騎

　その他の騎き士し侯こうのケントゥリア　約一八〇〇騎

　神かむ威い　約九〇〇騎






　カエサルが畿き内ない遠征に同行させた軍団、だけではない。

　そのなかに〝皇国日本の青きサムライ〟神威が交じっている。

　ローマの国こく父ふユリウス・カエサルが畿内将家から連れてきた十数名の騎士侯と、彼らが召集した日本のレギオンたちである。

「さすが、カエサル閣かつ下かは歴史に名を残す〝人たらし〟ッスねえ」

　総司令官の傍かたわらで、アレクシス・ヤン参さん謀ぼうがつぶやいた。

「畿内の騎士侯たちをこの短時間でよくもかきくどいたもんです」

「私の人徳があればこそだよ、君」

「はっきり口のうまさと言ってくださいよ。まあ、畿内の連中は……新政権と前総そう督とくに見捨てられた形ですしね。カエサル閣下の企たくらみに乗る以外、日本国内で再浮上する目もないでしょうから、気持ちはわかります」

「おいおい」

　上官を詐さ欺ぎ師しの同類あつかいする参謀に眉まゆをひそめてから、カエサルはあらためて革張りのシートにすわりなおした。

　もうアナウンス用のマイクから口を放している。

　そばにいる幕ばく僚りようたちにだけとどく声で、愉たのしげにつぶやく。

「さて。奇手、奇策と言えば聞こえはいいが……ここからは小細工の時間だ。上手うまくいっているとよいのだがね！」

　カエサルひきいる大軍団は、畿内領内より出陣した。

　伊い勢せ志し摩まの軍港が出発点である。

　あえて日本列島の沿岸部を避けて、陸地から一〇〇キロ以上も離れた海域を通過して、ついに房ぼう総そう半島の突端――千葉県の最南端部に近づきつつある。

　ゆるい弧を描く航路であった。

　伊勢志摩から関東への道筋としては、はっきりいって遠回りだ。

　新政権のお膝ひざもとである静岡、そして神奈川沿岸部からの攻撃を避けるためだった。

　だが、移動距離がのびればレギオンたちもそれだけ疲労する。霊れい液えきの消しよう耗もうはそのまま戦闘力低下とイコールなのだ。

　それでは、関東の地で待ち受ける迎撃部隊に競せり負けてしまう。

　だから〝小細工〟が必要なのだった。




　騎士侯たちは念力によって、体ひとつで有翼巨兵の軍団を召集する。

　それが現代の戦場である。だから本当は――攻略目標のそばに、騎士侯を単独で送りこむのが最も効率のよい戦法であろう。

　防備のうすい地点で大量のレギオンを召集し、すぐさま攻撃にかかる。

　奇襲にもなる。守備側があとからレギオンを投入しようにも、その頃にはもう攻略は終わっている。

　しかし、よほど無防備な場所でなければ不可能だった。

　本拠地を離れると、騎士侯は騎き力りよくの一割しかレギオンを召集できないからだ。

　市民を無差別に殺さつ戮りくするようなテロ行為にしか使用できず、しかも、それは騎士道協定に違反する行為だった。

　だが――

　今回のカエサルはちがった。

　関東地方と皇こう都と東京を治める関東将家、もともとカエサルの〝犬〟なのだ。隣国の大だい元げん帥すいにしっぽを振ることで地位と特権を享きよう受じゆしてきた輩ばかりなのである。

　なにより、関東には複数のローマ軍基地があった。

『私の留守をいいことに照てる姫ひめと志緒理が権勢を競い、どうやら志緒理の勝ちに落ちつきそうだと読んでね。一部のローマ騎士と、関東家中でも特にカエサルへの忠誠心厚く、口の堅い騎士たちに伝令を送ったのさ』

　すこし前、勇将ジェベに作戦計画を明かしたとき。

　カエサルは小細工の内容をにやにやと語ったものだった。

『私が帰還するまでは身を隠し、〝寝たふり〟をせよと。一〇日前、クリスマスのごたごたが終わった直後だ。それでローマの騎士侯が九名、関東の騎士侯が七名、指令にしたがって身を隠した』

『ふつうなら集団失しつ踪そうということで、すぐ問題になったはずだがね。実は――われらローマ軍が何名の騎士侯を擁ようしているか、正確な人数を日本側には伝えてないのだよ。記録にも残していない』

『ローマの失踪者が問題になる危険性はほぼなかった』

『さすがに関東将家の連中は、そうかんたんにいかない。しかし幸いにも、照姫が《平たいらの将まさ門かど》を暴れさせた直後だった。関東の高官・軍人らがまとめて粛しゆく清せいされたあとだ。行方ゆくえ不明すなわち戦死であろうとなり――まだ騒ぎになっていない』

　このとき、世紀の覇者はいたずらを仕掛けた悪童の顔であった。

　一方、現代事情にうといジェベは怪け訝げんそうだった。人がいなくなる程度のことで、なぜ騒ぎになるのだと思ったのだろう。

　そして、これも関東進撃を急いだ理由であった。

　発足直後の新政権に、行方不明者を気にする余裕はまだない。しかし、一、二カ月先であれば、どうだろう？　なにより素す性じようを隠して潜伏させても、工作員ならざる騎士侯たちがどこまでボロを出さずにいられるものか……。

　かくして今日、仕掛けを爆発させる時がきたのである。




　ヒュン、ヒュン、ヒュン、ヒュン、ヒュン！

　銃じゆう槍そうの連射音が激しくとどろく。

　まだ夜が明けはじめたばかりの頃、関東各地にレギオンの一団が次々と現れて、一斉射撃をはじめていった。

　全てユリウス・カエサルの命めいで〝寝たふり〟をしていた軍団である。

　彼らが襲撃目標とするのは、その土地の軍事拠点だった。

　千葉県は柏かしわ市の下しも総うさ鎮ちん守じゆ府ふ。木き更さら津づ鎮守府、習なら志し野の鎮守府、さらに千葉城や浦うら安やす衛え府ふ。神奈川県では久く里り浜はま、横よこ須す賀か、厚あつ木ぎ、茅ちヶが崎さきの各鎮守府に、横浜臨港衛府。

　埼玉県の熊くま谷がや、朝あさ霞か鎮守府。

　そして、皇都東京の練ねり馬ま衛府、目め黒ぐろ衛府など――。

　五ご芒ぼう星せい型の城壁で守られた砦とりでを陥おとすべく、空から襲いかかっていく。

　ある場所にはケントゥリアの一団が出現した。

　またべつの場所には神かむ威いの一団が出現した。関東将家の家臣ながら、隣国の大元帥こそを忠義の主あるじと仰あおぐ騎士侯にひきいられている。

　皆、その土地で本拠地契約を行った騎士たちだ。

　彼らによる奇襲は効果抜群だった。

「わああああああっ!?」

「敵襲だと!?　ケントゥリアがどうしてここに!?」

「丸まる木き騎士侯を呼べ！　それと柳やなぎどのはどこだ!?」

「だめだ！　向こうで流れ弾に当たって、戦死されている……！」

「誰か念導精霊ジーニーに命じろ！　念導神格イフリートを――《白びやつ虎こ》を出せと――うわあああああっ!?」

「念ねん導どう士し官かん、皇こう城じようと近衛このえ府ふへ伝令ッ。下総鎮守府、陥かん落らくせりと！」

　不意を衝つかれて、念導神格すら実体化できなかったところも多かった。

　そうした鎮守府は空から降りかかる熱線斉射によって、敷地内のほとんどを蜂の巣にされて、守備兵ごと灼やき尽くされた。

　尚――

　鎮守府を守る側の騎士侯も、多くが関東将家の所属である。

「貴様、武む藤とうか」

「そういう貴様は羽生はにゆうではないか」

　たがいの素性に気づき、伝令の管くだ狐ぎつねを行き来させることもあった。

　戦場では数キロを隔へだてて対たい峙じする。銃槍の熱線も激しく飛び交っている。が、瞬間転移の力を持つ小型随ずい獣じゆうであれば行き来できるのだ。

「いいか、落ちついて聞け。このまま志緒理殿下の天下となれば、俺たち関東家中の者が浮きあがる目はもうないぞ」

「ううむ」

「今後、志緒理殿下を盛りたてる東海道の連中に見くだされ、下風に置かれていくことは目に見えているだろう？」

「…………」

「いや、すでにそうなっているのではないか？」

「…………」

「われらにとっては、やはりカエサル公こそが〝皇国日本の保護者パトロヌス〟であるべきなのだ。その方がなにかとやりやすい。いかにローマ皇帝が公を排除せんと躍やつ起きになっても、われらが盛りたてれば必ず逆転はできようし」

　雑な説得にうなずいてしまう関東騎士は……すくなからずいた。

　今、関東将家の屋台骨はすっかり揺らいでいる。

　未来に不安を持つ者も多かったのだ。カエサル陣営に転じた彼らは、すぐさま関東の鎮守府を〝襲う側〟となった。

　戦火と混乱はますます広がっていく。

　もちろん拒否反応を示す騎士侯もいた。自分は皇家への忠義をつらぬくのだと。しかし、そうした者たちに不利な戦況をくつがえすような器量はなかった。




　関東と縁の深い騎士侯とレギオンを使い、同時多発テロを起こす。

　この〝小細工〟によって、混乱が広がりつつあった。

　ひとつひとつは局地での小戦闘に過ぎずとも、同じタイミングで発生させれば関東中を大恐慌の渦にたたきこめる。

　各地のテロリストを撃破するには、増援が不可欠だった。

　秋あきヶが瀬せ立りつ夏かが東海道から連れてきた騎士侯たち――彼らとそのレギオンは、テロ鎮ちん圧あつのために関東各地へ散っていった。

　近衛軍団であるレギオン〝零れい式しき〟まで、その任務のために投入された。

　そのような大混乱のなか、ユリウス・カエサルひきいる五〇〇〇騎のレギオンは関東近海に侵入したのである。

「騎士侯諸君、ここからは野外活動の時間だ！」

　カエサルが高らかに号令する。

　それにしたがって騎士侯たちは翼竜にまたがり、旗艦フェラータの甲板より晴天の青空に舞いあがった。

　皆、球状陣形を組んだ配下のレギオンと、その防御結界に守られていた。

　この状態であれば、天あま翔かける有翼巨兵がふりしぼる戦闘速度――時速数百キロという速度域にも、生身のまま耐えられる。

　かくして、カエサル以下五〇〇〇騎のレギオンは一直線に飛んだ。

　めざすは房総半島の南端、南房総市。

　この地の根ね元もと海岸に造られた白しら浜はま鎮守府――。

　そこが目的地だった。同時多発テロの発生を指示した際、ここと久く留る里り鎮守府は必ず陥とせと厳命した。

　いずれも千葉県・房総半島の最南エリア。

　そのどちらかに立ち寄り、騎士侯たちに霊液を補給させる。

　そうしてリフレッシュしたうえで、あらためて東京攻略にとりかかる。それがカエサルの描いた計画だったのだが。

「閣下。敵迎撃部隊、接近しつつありますよ！　神威一〇〇〇騎と、あの黒いのは……ナイト・オブ・ガーター！　エドワード王子の軍団一二〇〇騎です！」

「思いのほか早かったな」

　カエサルが直ちよく率そつする一四〇〇騎のケントゥリア。

　彼らが構築した球状陣形の中心部で、ヤン参謀の報告を受けた。幕僚たちもひとりずつ翼竜に乗って、同行しているのだ。

　念導術の映像ウインドウがカエサルの前に現れる。

　皇国日本の青きサムライ〝神威〟と、ＫＯＧこと〝ナイト・オブ・ガーター〟の大軍団が映っていた。

　それでもカエサル軍団のレギオン、総勢五〇〇〇騎である。

　こちらの優位は動かない。が、もちろん楽観できる相手でもなかった。

「騎士侯諸君に伝令をまわせ。私のケントゥリアたちが鎮守府の前に防壁を築く、その間に交代で霊液を補給せよと」

　悠然と指示してから、カエサルは付けくわえた。

「ただしジェベくんはべつだ。例の任務を頼むと伝えてくれ」
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　練達の碁ご打うちは、しばしば先の展開を読んだうえで一手を打つ。

　今は何もない――だが、いずれ勝負所となりそうな碁盤の一点に、あらかじめ自分の碁石を置いておく。それを先々の攻防に活いかしてみせる。

　今回、空母《クイーン・ヴィクトリア》がその碁石だった。

　決戦前日の夜、ひそかに東京湾を南下して、浦うら賀が水道の途中で停泊した。東京湾から太平洋への通り道となる海峡であった。

「そして、読みどおりにカエサル公は来た」

　黒王子エドワードは言った。

「これが君の――衛えい青せい将軍の武ぶ勲くんというわけか」

「いえ。何日か前に女じよ皇おう陛へい下かが口にされた一言抜きでは、この兆きざしも見えなかったかもしれません。わたしの功績とは言えないでしょう」

　あくまで謙けん虚きよな、衛青の受け答えであった。

　空母クイーン・ヴィクトリア、その広大な甲かん板ぱん上じようだった。

　面積は実に二万平方メートル近い。ここには英国のレギオンたちのみならず、四機の高速ヘリも待機して、出番を待っている。

　現在位置は――浦賀水道のほぼ中間点だった。

　神奈川エリアの三み浦うら半島から五キロほどの沖合である。

　この方位に、己おのれの運気を大きく変動させる兆しあり。そうと衛青に察知させたのは、もちろん武勲《亢こう竜りゆう有ゆう悔かい》の霊れい験げんである。

　そして、ユリウス・カエサルの大軍団五〇〇〇騎が太平洋より北上してきた――。

　予測上陸地点は千葉エリアの最南端――。

　たった今、そちらへ軍団を送りこんだばかりである。黒王子エドワードの近衛このえ兵へいであるナイト・オブ・ガーター一二〇〇騎と、衛青直属の神かむ威い一〇〇〇騎を。

　そう。

　衛青のひきいるレギオンは神威となっていた。

　皇国日本への帰属を決めて、己おのれを甦よみがえらせたローマの聖せい獣じゆう・白銀双狼レムス・ロムルスではなく、天てん龍りゆう公こうへの臣従を誓約したためであった。

「それにしても、畿き内ないの騎士たちも節操がない」

　遺い憾かんそうにエドワードがつぶやいた。

「半月前は敵対していたカエサル公の配下に、あっさり収まってしまうとは。もちろん彼らにも言い分はあるのだろうが。東京の新政府に切り捨てられたとか、なんとか」

　状況確認用のウインドウが空中にいくつも浮いている。

　そこに、畿内将しよう家けの所属とおぼしきレギオン〝神威〟も映っていた。

「エドワード王子。それを言われると、わたしも肩身が狭くなります」

　衛青が苦笑いを浮かべていた。

「あと切り捨て云うん々ぬんを言うのであれば、畿内将家を最初に切り捨てたのは……」

「おっと失敬。たしかに僕ら英国軍の方だった。まあ、これも戦国の慣らい。深く気にしないことにしよう」

「王子殿プリンス」

　将軍ふたりの会話に、念導精霊ジーニーモリガンが割りこんだ。

「畿内騎士の、騎き力りよく平均からの推測、です。九〇〇騎弱の神威を動員するには、一四、五名の騎士侯が、必要となります。カエサル公の陣営に身を投じた騎士、あくまで、畿内家中の四割程度と、思われます」

　金髪碧へき眼がん、海兵セーラー服を着た一号機の依より代しろだった。

　ある理由から、黒髪にさせられた二号機の姿はここにない。いかなる副官にも勝る〝勝利の女神〟のコメントに、黒王子はうなずいた。

「なるほど。それ以外の騎士侯はサムライの忠義をつらぬき、日本国女皇に弓引くことを拒こばんだというわけか」

　空中のウインドウ、全てモリガンの念ねん導どう術じゆつで投射されていた。

　はじまったばかりの戦闘映像もあった。

　――千葉の最南端、海辺にそびえ立つ白しら浜はま鎮ちん守じゆ府ふ。

　――その上空に五〇〇〇騎を超すユリウス・カエサルの大軍団が集結していた。補給のためだろう。が、そこに黒と青の合同軍団が襲いかかる。

　――エドワードと衛青の指示で、浦賀水道より飛来したレギオンたち。

　――ナイト・オブ・ガーターと神威、合わせて二二〇〇騎。彼らは合同で壁状陣形を組んで、一斉射撃をはじめていた。空中の壁は右半分が〝ＫＯＧの黒〟、左半分が〝神威の青〟できれいに塗りわけられている。

　――青黒の合同軍団が放つ弾だん幕まく。熱線が豪雨のごとく降りそそぐ。

　――その前に白銀の軍団が立ちはだかった。ケントゥリア一四〇〇騎。こちらも壁状陣形を組んで、銀の壁となって、撃ちかえしていく。

「おそらく、カエサル閣かつ下かの軍団でしょう」

　ウインドウを見て、衛青が言った。

「動きに力強さがあります。全軍の連動もほかの部隊とはちがう。いかにも、あの方の兵らしいですね」

「伯お父じ上うえ……リチャード獅し子し心しん王おうを破った軍団もいるな」

　エドワードは敵映像のひとつをにらんだ。

　東方ローマ帝国の主力騎ケントゥリアと、ほぼ同じ形状だ。

　しかし、その特殊型の装甲は『灰色』であった。カラーリングが地味なだけでなく、ずいぶん薄汚れている。

　このみすぼらしい兵団が紅くれない騎き士しエスカリブールの軍団を撃破した。

「正直、見み栄ばえはよくないな。だが、それで油断したとしても、伯父上がそのままおとなしく敗れるはずもない」

　そのときの戦闘映像、ほかならぬ獅子心王の命めいで友軍のもとにとどけられた。

　もちろんエドワードは幾度も見返して、伯父の敗因を分ぶん析せきしていた。ずばり連戦による疲ひ弊へいと、ジェベなる銘めいの復活者リザレクトが強豪であったため……。

　そして、次の瞬間。

　黒王子が注目するなか、灰色のケントゥリアたちが忽こつ然ぜんと消失した。

　千葉県最南端の鎮守府上空より、一千騎の全てが唐突に。

「ジェベという将軍の指示か？」

「鎮守府の地下へ――水すい霊れい殿でんに降りたのかもしれません。霊液を補給するために。もしくは征まさ継つぐどのが案じていたとおり……」

「モリガンくん。彼から頼まれた任務の方は？」

「ご安心、ください。実行中、です」

　空母クイーン・ヴィクトリアの上空。

　直径六〇メートルにもおよぶ眼球――巨大な邪眼が浮いていた。念導神格イフリート《モルガン・ル・フェイ》の具現体である。

　強力な念ねん導どう波はを広範囲にわたって放出しているはずだ。

「しかし、いやなものだな」

　エドワードはすこしだけ物もの憂うげに言った。

「せっかくの大舞台なのに、主役をまかされないというのは」

　すでに夜明けは終わっていた。

　完全なる朝。天気は快晴。しかし、プランタジネット朝が誇った貴公子は、つまらなそうに空をちらりと見あげるだけだった。

　あまり前向きではない黒王子へ、衛青将軍が笑いかけた。

「わたしの方は、今日程度の職務で十分ですよ」

　中国の漢かん王朝では、軍人として頂点を極めた。

　が、今世ではまず東方ローマ帝国の将となり、さらに皇国日本へと籍を移した。数奇な人生を歩む名将は苦笑まじりに言う。

「客将として戦場の隅にひかえるのも、重要な任務です。大将軍、総大将などと呼ばれて、全軍を采配するのも気苦労が絶えませんし」

「いやいや。僕はむしろ、その苦労を背負しよいいこみたい方なんだ」

　ため息のあとで、エドワードはうらやましげに言った。

「それに君は……今日の副主人公というところだろう？」

「衛青、将軍へ報告、します」

　上官とは逆に、モリガンが平静そのものの口調で言った。

　この直前、彼女は唐突に目をつぶり、一〇秒ほど耳を澄ましていた――否いな。皇都東京に置いてきたモリガン二号機と〝同調〟していた。

「皇軍総大将――橘たちばな征継、からです。以後は、全ての判断を……貴殿に託たくす。好きにやってくれ、とのことです」

「なんてすばらしい指示なんだ！」

　黒王子エドワード、心からの嘆たん声せいだった。

「今日の主役である橘征継から全権を委い任にんされるとは。本当に、是非とも代わってほしい役どころだよ！」

　もちろん衛青は苦笑いするのみ。

　ある理由から、全軍を指揮する男はこの海域に不在なのだ。
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「関東各地で謀む反ほん……。鎮ちん圧あつのために近衛このえから零れい式しきを出さねばならないとは」

　女じよ皇おう照てる姫ひめはつまらなそうに言った。

　白の小こ袖そでに桜色の小こ袿うちきを重ねた和装であった。

「これでは将しよう門もん公こうといえども武ぶ勲くんを立てられません」

「陛下。一千に満たないとはいえ、零式も最前線に送りこんでおります。なによりもあちらには衛えい青せい将軍と……英国のエドワード殿下に急行していただきました」

　志し緒お理りはなるべく感情を出さず、さらりと報告した。

　女皇と異なり、こちらはブラウスにスカートの洋装姿だった。

　皇こう城じようの表宮殿――。『神かん無な月づきの間ま』にいた。決して広くはない部屋だ。少数の重臣で女皇をかこんで会議など開くときに使う。

　そこで円卓越しに照姫と向き合っている。

　機嫌をそこねかけていた日本国女皇はあっさり落ち着き、にこりと笑う。

「まあ。それならばようございます。衛将軍だけでなく、エドワード殿下も申し分なく麗うるわしい殿方。きっと格別の働きを見せてくださるでしょう」

「…………」

　容姿の美び醜しゆうと才覚は関係ない、と正論はあえて口に出さず。

　志緒理は神妙にうなずいた。ある意味、前よりもつきあいやすくなっている。多少の問題点には目をつぶるべきだった。

　正直な気持ちを隠さず伝えてくれるので、あつかいやすいのだ。

「それで志緒理さま。もうひとりの将軍は今どこに？」

「征せい西せい将軍――征まさ継つぐさまでしたら、近衛府にて待機中です。最前線へ赴おもむく以外にも、総大将にはなにかと務めがございますから」

「近くにいるなら、こちらに顔を出してもいいでしょうに」

　やや不満げに、照姫はつぶやいた。

　おそらく美形の顔を鑑賞できないからだろう。

　が、女皇の表情がいきなりパッと輝いた。楽しい誕生日のイベントでも想像するように、はずんだ声で言う。

「ところで志緒理さま。今日のいくさに勝利できれば、わたくしどもがカエサルさまの身み柄がらを自由にできるのでしょうか？　それこそ、あの方の生せい殺さつ与よ奪だつさえも――」

「そこまで望むべきではないと、志緒理は思います」

　志緒理は淡々と答えた。

　女皇に妙な考えを吹きこむべきではないと判断したのだ。

「なんだかんだ言って、いまだローマ国内にカエサル公を慕したう人々は多いと聞きます。彼らの敵意をあえて買う必要はありませんから。……それとも陛へい下かには、なにかカエサル公にふくむところでも？」

「べつに意い趣しゆというほどのことは何も。ただ」

　くすりと照姫は微笑んだ。ただし、なんとも冷たい笑みだ。

「幼少の頃より、わたくしの人生をかきまわしつづけていたのは……思えば、全てあの方の気まぐれや野心であったかもしれぬと。この頃、感じるときもあるのです。であれば、何かをしてみたいという気持ちもむくむくと――」

「陛下。これは単なるひとりごとでございますが」

　くっきり、はっきりとした口調で、志緒理は釘を刺した。

　当然ひとりごとなどではない。警告である。

「志緒理も大おお国くに主ぬしの命みことと将門公の御加護を得ておりますから……あの方々が動く際には気配を察することもむずかしくないと存じます。ああ、もちろん今のひとりごとにたいした意味はないのですけど」

「ふふふふ。志緒理さまったら変なことをおっしゃいますのね。でもご安心ください。わたくし、肝きもに銘めいじておきますから！」

　ちなみに――

　このやりとり、橘たちばな初はつ音ねが全て聞いていた。

　女官兼騎き士し侯こうとして、雑用と護衛をこなすべく壁かべ際ぎわに立っていたのだ。しかし、主人の志緒理と女皇が緊張感あふれる言葉を交わすので、『ひぃぃぃぃぃっ!?』という悲鳴を心の中で叫んでいた。

（こんなやりとり、下したっ端ぱの初音に聞かせないでっ!?）

　無論、声に出せない叫びであった。

　そんな初音の前で、おもむろに志緒理が言った。

「ところで陛下。おそらくカエサル公の命めいを受けた神かむ威いやケントゥリアが――関東各地で鎮ちん守じゆ府ふを襲撃しております。エドワード王子のご厚意で英国軍のクルセイドも鎮圧に投入していただきましたが……それでも兵が足りません」

「困ったものですね」

「このうえは、凶事の根を真っ先に断つべきかと」

　眉をひそめる女皇へ、志緒理は提案した。

「先ほど申し上げた秘ひ儀ぎ――志緒理と共に取りかかってはいただけないでしょうか？」

「……かまいません。はじめましょう」

　今まで表面化していなかった照姫の内面がさらけ出されるようになって、周囲の群臣・女官らはのきなみ苦労していたのだが。

　皇こう国こく日本にとって、よい面もあった。

　然しかるべきときにひるまず決断をくだすようになったことである。

　女皇が即座にうなずいたのを見て、初音はさっと神無月の間から出ていった。伝令の管くだ狐ぎつねを送り出すためである。




「征継どの、皇城の橘からです。女皇陛下と志緒理殿下が例の奇跡を起こすため、天てん龍りゆう公こうへのご祈き禱とうをはじめたと」

　そばにひかえる秋あきヶが瀬せ立りつ夏かが報告してくれた。

　貴人たちのもとにいる妹分・橘初音からの管狐が転移してきたのである。

　征継は「そうか」とうなずいた。近衛府の将軍用執務室。少将以上の者だけが使用できる部屋だった。

　ちなみに、ここは皇城から二キロと離れていない。

　皇城と同じ敷地内に、近衛府や宮く内ない省しようの庁舎はあるのだ。そしてもうひとり、黒髪の少女も傍かたわらにいる。

「一号機との……同調、終了。衛青将軍と王子殿プリンスの軍団に、零式九〇〇騎と、クルセイド三〇〇騎が合流、しました」

　念導精霊ジーニーモリガン、巫み女こ装しよう束ぞくを着させた依より代しろ二号機だった。

　総大将として近衛府より大局を俯ふ瞰かんする征継のために、最前線の情報を伝えてくれているのである。一号機経由で指示も送ってくれる。

　念ねん導どう術じゆつのウインドウがいくつも空中に現れていた。

　モリガンが投射したものだ。そのなかに――すこし前に姿を消した『灰色の特殊なケントゥリア』の画像もあった。

　それを見た瞬間、なぜか征継は目を離せなくなった。

　リチャード獅し子し心しん王おうを敗北させた勇将、その名も《神しん箭せんジェベ》。

　面識などあるはずもない男のことが、どうにも気になって仕方ない……。
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「今はまだ、無理をする時間ではありません」

　不在の総大将から戦場の采配をまかされて、早くも四〇分。

　衛えい青せいはいつもの温おん柔じゆうさで、冷静に言い切った。

「現状の維持だけ心がけましょう。密集陣形を厚くして、攻撃よりも防御に重きを置く。妙な小細工をしようとしても、身を滅ぼすだけです」

　空母《クイーン・ヴィクトリア》の第一艦かん橋きようであった。

　事実上の総指揮官を連れて、英国海軍の誇る新造艦は最前線にやってきていた。

　ここは房ぼう総そう半島の最南端。もはや東京湾ではなく、太平洋の海上である。その海辺に位置する白しら浜はま鎮ちん守じゆ府ふの上空で――

　日英連合軍は、ユリウス・カエサル直ちよく率そつの一四〇〇騎と交戦していた。

　対するは衛青の神かむ威い一〇〇〇騎と、黒王子のナイト・オブ・ガーター一二〇〇騎。数のうえでは日英サイドが有利である。

　しかし、カエサル軍には守護神たちがいた。

　白浜鎮守府の念導神格イフリート《朱す雀ざく》――。

　翼長七〇メートル超。巨鳥の幻影体イメージが顕けん現げんしていた。

　カエサル麾き下か一四〇〇騎は空中で壁状陣形を構築していたが、その右側に《朱雀》が陣取って、白銀色のレギオンたちを念ねん障しよう壁へきで守るのである。

　また、左側には白銀色の大おお鷲わしが顕あらわれている。

　翼長一〇〇メートルはあろう念導神格イフリート《銀鷲旗手アクイリフエル》。

　カエサル軍を守護する〝第二の神〟であった。こちらの大鷲は念障壁を展開しないままローマ軍の左に陣取っている……。

「敵に回すと、カエサル公の武ぶ勲くんは厄やつ介かいですね」

　衛青がつぶやいた。

　指揮するレギオンの念をひとつに集めて、念導神格に変化させる。それが復活者リザレクトカエサルの武勲《栄誉と防御デクス・エト・トウーターメン》なのである。

　ともかく、左右に巨鳥をしたがえたローマ軍団へ――

「撃ちなさい」

　青と黒の日英軍は懸命に弾幕を浴びせる！

　ヒュンヒュンヒュンヒュンヒュンヒュンヒュンヒュンッ！

　幾千もの熱線がカエサル軍へ降りそそぐ。

　しかし、壁状に密集したケントゥリア一四〇〇騎の防御結界と、《朱雀》の張った念障壁によって、ほとんど無効化されていた。

　そこに《銀鷲旗手》が吠ほえる。

　クェェェェェェェェエエエエエエエエッ！

　その咆ほう哮こうには、念力が宿っていた。空気を震わす波動となって、日英合同軍のレギオン二千騎超に襲いかかる。

　それはレギオンの装甲と肉体すらも粉砕する超音波であった。

　が、日英軍も密集して、壁状陣形を組んでいた。神威とＫＯＧの防御結界が二〇〇〇騎分も重なり合っており、超音波の大部分を中和してくれた。

　だが三、四〇騎程度だが――

　陣形の最前列で、すでに深ふか傷でを負っていた神威とＫＯＧもいた。

　彼らは《銀鷲旗手アクイリフエル》の超音波に打ちのめされて、ばたばた墜つい落らくしていった。

「守護神を二重にそろえるとは、うらやましいが罰当たりだな」

　エドワードのコメントだった。

　衛青と共に戦況を見守っていたのだ。しかも凶報はまだつづく。

「将、軍」

　精霊モリガンが衛青へ報告した。

「補給の、ため、戦場を離脱した敵レギオン、もどってきました。ケントゥリア一八〇〇騎、神威九〇〇騎――敵軍、これで四〇〇〇騎を超え、ます！」

「われわれの二倍以上ですね」

　古代中国出身の英雄は、ごく冷静に言った。

　現在、衛青とエドワードの連合軍は二〇〇〇騎弱なのだ。

　補給基地となった白浜鎮守府の上空。

　ここにふたたび、ユリウス・カエサルの大軍団が集つどう。

　ずっと奮ふん戦せんしていたカエサル直属の兵一四〇〇騎と、念導神格イフリート《朱雀》および《銀鷲旗手》は最後方にさがった。

　代わって、新たに召集されたケントゥリア一八〇〇騎が前列に入る。

　その右横に、畿き内ない将しよう家け所属の神威九〇〇騎も位置取りする。

　総勢四一〇〇騎――。そうそうたる顔ぶれだった。対して、日英連合のレギオンは南の海側から攻めこんでいる格好だ。

　五キロほど後方の海上に、空母クイーン・ヴィクトリアは停泊している。

　その艦橋で、黒王子エドワードは言った。

「さて衛青将軍。倍以上の大軍相手にどう戦う？」

「指示は変わらずです。現状の維持に努めましょう」

「しかし、将、軍」

　モリガンが闘志のこもった声で報告した。

「現状維持に、努めても。我が軍があと二〇分、持ち堪こたえられる確率――二割を切る、と、モリガンは推測します」

「では、その間に天の佑たすけがさしのべられることを祈りましょう」

「……だ、そうです、王子殿プリンス」

　不満ありげな念導精霊ジーニーの前で、エドワードは肩をすくめる。

「日本側の総責任者が決めた以上、僕らはそれにしたがうべきだろう。われわれ英国軍は今回、あくまで助っ人に過ぎないのだから」

「王子殿！」

　意外と怒りっぽい念導精霊が声を荒らげた。

　広い第一艦橋だが、さすがにまわりの者たちも聞きとがめた。

　英国軍の士官、エドワードの副官グレイソン中佐、衛青の随ずい伴はんである日本の士官たち。しかし、皆とまどうばかりで、モリガンをとがめようとはしない。

　念導神格イフリート《モルガン・ル・フェイ》の分身。

　彼女は幼い容姿でも、精霊でも、英国軍有数の勇者なのである。

　唯ゆい一いつ、モリガンを叱しつ責せきできる立場の貴公子は――いたずらっぽく微笑した。

「ふふふふ。モリガンくんは衛青将軍の采配に異見があるらしい」

「本艦の、疑ぎ似じ水すい霊れい殿でんは、第三世代型。その助けがあれば、私……モリガンもいけます」

　精霊モリガンの豪語であった。が、衛青も温柔に微笑む。

「さきほど聞いて、それは承知しています。でも、もうすこしお待ちください。そろそろ本当に――天の佑けが降ってきそうな頃合いです」

　武勲《亢こう竜りゆう有ゆう悔かい》の恩恵か。

　衛青は運気の高まりに誰よりも敏感なのだ。




　クイーン・ヴィクトリアの甲かん板ぱん。

　舳へ先さきのあたりであった。和服姿の童女があぐらをかいて、赤い徳とつ利くりから日本酒をぐびぐび鯨げい飲いんしていた。もちろん竜りん胆どう先生である。

　酒しゆ肴こう代わりに、数キロ先のレギオン戦を眺めている。

　日英連合の約二千騎と、カエサル指揮下の四千騎超が銃撃を応酬し合っていた。

「わしとしたことが……不ふ甲が斐いない……」

　とろんとした目でつぶやく。

　戦闘中ではあるが、ひさしぶりの痛つう飲いんであった。

　最近、酒量が落ちていたのである。

　すこし前に橘たちばな征まさ継つぐと心ならずも行ってしまった補給の儀式がきっかけだった。いや、決して心ならずとは言えないわけで……云うん々ぬん。ひとりでいると心が千ち々ぢに乱れて、さすがの竜胆先生も酒どころではなかったのだ。

　今日のいくさが皇こう国こく日本の未来を決めかねないというのに。

　迷いを超特急で断ち切って、戦局に集中すべきだった。

「酒飲みが迷いを断つのに、酒以外の良薬はなし、か……」

　ひとり手て酌じやくでやっていると、余計な想いが次々とこみあげてくる。

　だから酒量も減った。その連れん鎖さから逃れるべく、今朝から徳利を七本も飲み干している。だが底抜けの酒豪でもある竜胆先生、これしきではなかなか正気を失えない……。

　だいぶ酩めい酊ていしていたが、まだまだ思考は論理的だ。

「それにしても橘のやつめ。わしにあんな真似をしておいて、夜な夜な姫たちとあやしげな真似を繰りかえしおって……」

　しかし、昨夜も出発前に橘征継と話をした。

　総大将の仕事でいそがしいだろうに、わざわざ竜胆先生を探して、あいさつをしにきたのである。別れ際ぎわに、力のこもったまなざしでじっと見つめてきた。目は口ほどに物を言う。あの男、やはりわしによからぬ想いを……。

　あの男の節操のなさに、ため息をつきたくなった。

　そして、酔っているせいだろう。

　不思議と悪い気分にはならず、だんだんと心のなかの靄もやがきれいに晴れていく。これもまあ女の人生。また気分が乗ったときには、やつを相手に火遊びしてやるのもそれはそれで、などと……。

　たぶん気の迷いなのだが、鯨飲したせいでその自覚を持てない。

「鮨すしも人生もさび抜きでは張り合いがないからな……」

　意味不明なひとりごとの直後だった。

　竜胆先生の念力が――一気に最大限まで高まった。
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　念導神格イフリート《伏ふく龍りゆう》の分身である先生、もともと酒を飲み、酔うほどに神じん通つう力りきが高まるという特質を持つのである。

　むにゃむにゃと真しん言ごんを唱える。

「難なん陀だ、跋ばつ難なん陀だ、裟しや伽が羅ら、和わ修しゆ吉きつ、徳とく叉しや迦か、阿あ那な婆ば逹だつ多た、摩ま那な斯し、優う鉢はつ羅らの八龍王よ、我と倶ともに護国の軍神となり給たまえ……」

　たちまち竜胆先生の童女姿が消えた。

　代わりに空母クイーン・ヴィクトリアの上空に、全長八〇メートルはあろう白金色の龍神が顕けん現げんした。聖せい獣じゆう・天てん龍りゆう公こうとうりふたつの姿、念導神格《伏龍》である。

　すこし前、江え戸ど城じよう址しに顕れたときより長大だった。

　前よりも酔いが進んでいた分、分身のサイズに反映されたのだ。

　晴天の空に、暗雲が立ちこめていく。

　呼びこんだのは、念導神格《伏龍》の神通力だった。

　ゴゥゥゥゥゥゥウウウウウンッ！

　空をおおう暗雲より稲妻が落ちる。二発や三発ではなく、数えきれないほどひっきりなしに雷が落ちていく。カエサル軍団の四〇〇〇騎と、二体の念導神格めがけて。

　天てん象しよう勅ちよく令れい『雷』による攻撃。

　もちろん、竜胆先生の闘志が天に撃たせたものだ。

　さらに《伏龍》は、先生の――可か憐れんなる童女の声で高らかに叫ぶ。

『そこをのけ、恥さらしよ！　皇国守護の聖獣たる朱す雀ざくでありながら、憎き怨おん敵てきの言うがままに龍の帝みかどである我に刃向かうとは！』

　それは念力のこもった咆哮だった。

　いんいんと空気を揺るがす波動となって、敵陣の《朱雀》を打ちのめす。

　ケェェェェェェエエエエエエエエッ!?

　朱あかき巨鳥が苦く悶もんの叫びをあげた。

　同時に《朱雀》の念力で構築された念障壁――カエサル軍団を守っていた空中の壁にひびが入り、砕け散った。

　同じ皇国日本の守護神でも、朱雀程度とは格がちがうのである。

　出航前、空母クイーン・ヴィクトリアに《伏龍》の神格基板を差しこんできた。もちろん、これを見越してのそなえだった。




「龍が出ましたか」

　衛青はうなずいて、モリガンへ目くばせした。

「お待たせしました。存分に――力を解きはなってください」

「承知、しました」

　空母の艦橋で、英国軍屈くつ指しの念導精霊ジーニーが雄お々おしく微笑む。言葉こそぎこちないが、その表情と動きは十代の少女そのものだった。

「我は《モルガン・ル・フェイ》、勇士の軍団を――常とこ若わかの国へ誘いざなう者！」

　雷雲立ちこめる戦場の空に、直径六〇メートルもの眼球が浮いていた。

　念導神格イフリート《モルガン・ル・フェイ》だ。大英帝国によって生み出された人造の神は、モリガンの呪文と共に、怪異を具現化させる。

「天の火が王城へ落ち、軍神マルスの光輝が弱まるとき――」

　巨大眼球より、前方に布陣したカエサル軍へ〝悪意〟が放たれた。

　それは呪じゆ詛その念であった。

「大戦は七カ月もつづき、魔力によって人々は死に絶える。ルーアンとエブルーは王への叛はん逆ぎやくをあきらめるであろう。汝なんじら、音なき死に染まれ」

　総大将カエサルの指揮を受ける四〇〇〇騎。そのなかでも最前列にいたレギオンたちの手足が――次々と溶けていった。

　装甲が、鋼はがねの四し肢しが、どろどろと溶解していったのだ。

　まるで濃のう硫りゆう酸さんにイモリやヤモリのような小型生物をつけこんだときのように……。

　直前までのフラストレーションを忘れたのか、精霊モリガンの依代一号機は潑はつ剌らつと目を輝かせて、新たな報告を行う。

「増援の、到着。我が英国軍のクルセイド……三〇〇騎弱。皇こう軍ぐん、零れい式しきが九〇〇騎、まもなく戦場に到着します！」

「やれやれ。ようやく来たか」

　エドワードがひとりごちた。

　大英帝国側のレギオン――。すくなからぬ数が名古屋と、東海道エリア沿岸部の警護に投入されていた。さらに関東各地のテロ鎮圧のためにも。

　そのなかでどうにか、女王騎士を三名、呼びつけたのである。

　そして、皇こう城じようから近衛このえ兵へいである零式も来た。衛青はようやく言った。

「モリガンどの。竜胆老ろう師し――《伏龍》の操者に伝令。おふたりで協力し、念障壁を造ってください。それを盾たてとして反撃といきましょう」

　だが、しかし。

　日英同盟軍、これでようやく三〇〇〇騎の兵力であった。

　カエサル軍の四〇〇〇騎には一千ほどおよばない。だが、そこを埋めるための大仕掛けがそろそろ――

「志し緒お理り殿下と女じよ皇おう陛へい下かに期待させていただきましょう」

　衛青はつぶやいた。
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　南みなみ房ぼう総そうの空で、日英連合との戦いが激化していく。

　敵方も《伏ふく龍りゆう》と《モルガン・ル・フェイ》、二体の念導神格イフリートをそろえ、近衛このえ大将・平たいらの将まさ門かどが使し役えきするレギオン〝零れい式しき〟まで送りこんできた。

　ユリウス・カエサルにも対抗策が必要だ。

　というわけで――

「ううむ……やはり沐もく浴よくはよい。全身に鋭気がみなぎる」

　カエサルは満足のため息を吐き出した。

　白しら浜はま鎮ちん守じゆ府ふの地下、水すい霊れい殿でんである。補給用の霊れい液えき槽そうに胸までつかっていた。

　ちなみに、全裸であることは言うまでもない。公衆浴場、大浴場をこよなく愛する古代ローマ人の例に漏もれず、カエサルも脱ぐことに抵抗を覚えない男なのだ。

　戦場と運動で鍛えた裸ら形ぎよう、なかなかの筋肉美であった。

「これが人造霊液でなく、本当の湯であれば完璧なんだが――東京に凱がい旋せんしたあとの愉たのしみにとっておくとしよう」

　カエサルはひとりごちた。

　覇者の肉体をひたすのは、青く冷たい人造霊液のなかだ。

　本当なら、足先を突っこんだだけで跳びあがりそうになるほどの冷たさなのだが。カエサルの全身はカッと燃えるように熱い。

　霊液に宿る神秘の力が心身に伝わり、糧かてとなっているからだ。

「騎士諸君の補給はひととおり終わっている。あとは私の番だ」

　東方ローマ人の騎き士し侯こう、二一名。

　畿き内ない将しよう家けから連れてきた騎士侯、一六名。

　まとめてカエサルよりも先に霊液浴をさせて、補給を終わらせた。古代ローマの浴場テルマエさながらに霊液槽は広いので、集団での沐浴も問題ないのだ。

　その間、カエサルひとりの軍団が敵軍を食い止めていた。

　これも偉大なる軍団長レガトウス・レギオニスの責務なのである。

　一応、今も直属のケントゥリアたちは戦場の空に残してきていた。だが、カエサルが地上にもどるまではたいした働きもできない。

　今度は、先に補給を済ませた騎士たちが持ち堪こたえる番だった。

　カエサルはほくそ笑んだ。

「私の補給が終われば、我が軍の状態はふたたび万全となる。ふふふふ。ここで皇こう軍ぐんの主力を打ち破れば、ジェベくんの仕掛け抜きでも勝てるかもしれないな」

　敵方にエドワード黒王子がいることは、ＫＯＧの存在からも明らかだ。

　そしておそらく、神かむ威い一〇〇〇騎を指揮するのは衛えい青せい将軍だ。あの数のレギオンをあれほど巧たくみに連動させる男、それしかありえない。

　あと気になるのは――

「橘たちばな征まさ継つぐはまだ兵を出してこない、か……」

　赤紫色の神威型・兼かね定さだ。あのレギオンはまだ、南房総の戦場で姿を見せていない。ということは、もしかしたら。

「やつの方も旧知の男がいると気づいたか？」

　それならばそれでかまわない。

　いかなる状況でも切り抜ける自信と共に、フッと笑う。

　あと一〇分も霊液浴をつづければ補給完了。カエサル自身がふたたび戦場で大暴れして、勝利をつかみ取れるようになる――。

「むっ？」

　カエサルは目をみはった。

　我が身をつつみこむ人造霊液――青き神秘の液体、その表面がいつのまにか氷結しかけていたのだ。うすい氷の膜が張っている。

　見れば、ところどころ水面がシャーベット状に凝ぎよう固こしていた。

　おかしい。予期せぬ非常事態が起きている。カエサルは氷の膜を体でぶち割りながら、急いで霊液槽から出た。

　危機感にせき立てられて、補給用の沐浴所を駆け出ていった。

　すぐ外は、人造霊液の貯蔵プールだ。広大な地下空間に、青き神秘の液体が見わたすかぎり充みち満みちているのだが。

　こちらの水面は――完全に氷結しきっていた。

　スケートでもできそうなほどに、氷の表面はぶあつい。

「水霊殿が凍結した、だと？」

　さすがのカエサルも愕がく然ぜんとしていた。これでは霊液の補給もままならない。

　こんな奇跡を起こせるとしたら、神に等しき聖せい獣じゆうと――

「志し緒お理りの仕し業わざか！」

　聖獣・天てん龍りゆう公こうとその孫娘、皇こう女じよ志緒理。

　彼女たちのことを、今さらながらカエサルは思い出した。




「われらが父祖にして聖徳あふるる龍りゆう瑞ずいの君きみよ。御おん身みの娘の子たる照てる姫ひめに格別のお慈悲を賜たまわりたく、伏してお願い申し上げます」

「御身の娘の子たる志緒理も、伏してお願い申し上げます」

　女じよ皇おう照姫と、皇女志緒理が一心に祈っていた。

　皇こう城じようの地下に設けられた水霊殿。一カ月近く前、照姫はここで平将門の眠れる力を引き出すことに成功した。それと同じ場所である。

「天は尊く、地は卑いやしくして乾けん坤こん定まる。天地陰陽、八はつ卦けの理ことわりかくあれかしと」

「われらの祈き念ねん、お受け取りくださいまし」

「象しようにいわく、沢に水なきは困こんなり」

「君子、以もつて命めいを致し、志こころざしを遂とぐ――」

　皇こう姫きふたり、霊液槽の青き液体のなかで向かい合っている。

　共に目をつぶり、両手を胸の前で組んでいた。そして、双方ともうすい肌はだ襦じゆ袢ばんを一枚のみ身につけた格好だ。霊液の神秘力を吸収しやすくするためだった。

　これを見守る者は、橘初はつ音ねひとりきり。

　……祈き禱とうをはじめる直前、皇女志緒理はこう語った。

『征継さまに霊液を補給していただくための手段、ほかにないものかと――前に皇こう家けの記録を調べてみたのです。天龍公おじいさまにねがい、水霊殿に関係するような奇跡を何か起こしていただけないかと思って』

『結果は不首尾に終わりましたが、あることがわかりました』

『二代女皇の登と世よさまが……おじいさまの加護を得て、ある鎮守府の水霊殿を凍結させてしまったと。当然、凍結を解除するまでは補給に使えません』

『征継さまのお役には立たない奇跡ですし』

『まあ、寿命まで削って一地域の水霊殿を封じるだけでは、割に合いません。ずっと忘れていたのですが――今回にかぎっては使えます』

『大丈夫です。この程度の奇跡なら、せいぜい一年ほど〝削る〟だけで済むと思います。わたくし以外にも負担を分け合う当てがありますし』

　これが皇女志緒理の言い分だった。

　すぐそばで見守る初音の方は、気が気ではない。

「ううっ。姫様ったら、あいかわらずとんでもないことするんだから」

　志緒理と照姫、ふたりとも全身ずぶ濡れだった。
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　祈りをはじめる前に水みず垢ご離り――頭から霊液をかぶって、神秘力を高めたからだ。うすい肌襦袢が張りついて、体の線があらわになっている。

　やはり、一六歳の志緒理の方があからさまに発育している。

　胸のふくらみにくびれた腰つき、同性である初音にとっても〝目の毒〟であった。濡れた着物がぴちっと張りついているせいで、より悩ましく感じられるのだ。

　一方、一四歳の女皇照姫はほっそりしている。

　全体的にうすく、起き伏ふくにとぼしい。が、それでもなだらかな隆りゆう起きのラインを確認することができる。この年代の少女だけが持つ均きん衡こう美び、あやうさをしっかり感じさせてくれる肉付きであった。

　そして――

　がくりと照姫の両膝ひざが崩れた。霊液槽のなかに倒れこみそうになる。

「……陛下！」

　あわてて抱きとめたのは、志緒理だった。

　すぐさま初音も霊液槽に入り、至し尊そんの女皇と女主人のもとへ駆けよる。実は専属女官として、初音の方も肌襦袢一枚だけという格好だった。

　ぐったりした女皇照姫を、皇女の手から受け取る。

「姫様の方は大丈夫なんですか!?」

「わたくしの方はそれほど……。陛下をおねがいしますね？」

「はいっ！」

　さすがに志緒理も顔色が悪い。

　だが予告していたとおり、今回はさほどの消しよう耗もうではなかったのか。照姫とちがって倒れこみもせず、志緒理は十分な余力を残している様子だった。

「立ちくらみのようなものです。陛下もすぐに目を覚まされるでしょう。……まあ、それだけ今回の奇跡は〝ささやかなもの〟なのですが」

　疲れた面おも持もちながら、志緒理は不敵な微笑を浮かべてみせた。

「カエサル公の計算を――必ず狂わせるはずです」




「今度という今度は参ったな。やれやれだ」

　ユリウス〝皇帝の語源となった男〟カエサルのぼやきだった。

　全裸の上に古代ローマの長衣トーガを一枚まとい、身づくろいしている。

　白浜鎮守府、護ご国こく塔とう。その屋上であった。念導神格イフリート《伏龍》が呼んだ雷雲のせいで、空が暗く翳かげっている。

　そして、護国塔の直上に『沢たく水すい困こん』の三字が浮いていた。

　白金色の光で描かれたものだ。聖獣・天龍公の神力で刻まれたのだろう。

「こいつがわれわれの補給源を封じたわけか。私の補給も途中だったというのに。……いろいろ試練を用意してくれるな」

　一回だけ、カエサルはため息をついた。

　太平洋の方角を見やれば、自軍のレギオン四〇〇〇騎と日英同盟の三〇〇〇騎が対たい峙じしている。ただし双方とも銃撃をやめていた。

　たがいに、強力かつ巨大な守護神の念ねん障しよう壁へきで守られているからだ。

　両軍とも陣頭に立つのは、二体の念導神格イフリートだった。

　日英同盟の側は白金色の竜蛇と巨大眼球。すなわち《伏龍》と《モルガン・ル・フェイ》の二体である。

　カエサル軍の側は二羽の巨鳥。《朱す雀ざく》と《白銀翼手アクイリフエル》。

　レギオン数千騎による一斉射撃といえども、二ふた柱はしらの神々による念障壁はそうやすやすとは打ち破れない。が、打ち破らなくては勝利できない。

　今はまだ――嵐が起こる前の凪なぎであった。

　そしてまた、カエサルはつぶやく。

「備えはしておくものだな。ジェベくんを走らせておいて、やはり正解だった」

　ちらりと傍かたわらを見る。

　その位置に長く侍はべっていた参さん謀ぼうアレクシス・ヤンは不在だった。ある任務のため、鎮守府内の医務室で〝眠っている〟のである。




　東京湾、洋上――。

　神しん箭せんジェベは青き翼竜にまたがり、天あま翔かけていた。レギオン〝バアトル〟の軍勢一千騎はとっくに消してある。

　ひきいる兵は我が身と騎き竜りゆうのみ。単騎での移動であった。

　隠密行なのだ。軍団といっしょではすぐに見つかってしまう。その代わり、ジェベのそばには新たな〝相棒〟がいた。

「今の世の人間は、こうも面めん妖ような術を使うのか」

　しみじみとあきれて、ジェベはつぶやいた。

「人間の魂を獣の体に宿らせるなど、ふざけているにも程があるぞ」

「でもジェベ将軍の前世にだって、呪術師みたいな人たちはいたでしょう？」

　海面すれすれの低空を往ゆく騎馬民族の勇将――。

　その逞たくましい左肩に、白いイタチがいた。東方ローマ軍で用いられる小型随ずい獣じゆうフェレースである。ただし。

　随獣フェレースはイタチの口から、ヤン参謀の声を吐き出す。

「そこまで驚かなくてもいいと思いますけどねえ」

「オレの知る呪術師やら神官やらは勿もつ体たいぶっていただけで、あやしげな妖術など使える者はひとりもいなかったぞ。皆、無駄にいばっていた」

「じゃ、いいじゃないですか。念ねん導どう士し官かんの念導術は軍務に役立つんスから」

「ああ。せいぜい役に立て、監視役どの」

「やだな。ジェベ将軍を東京まで先導する案内役ですってば」

「ふむ。では、ほかに監視役がいると？」

「…………」

「まあいい。カエサルどのにまかされた仕事をさっくり片づけるとしよう。目的の場所まで最短の道筋を案内しろ」

「さすが名前どおりですね。ジェベって『矢』を意味する言葉なんでしょう？」

　翼竜はまっすぐ、矢のごとく飛んでいく。

　ジェベたちを乗せて、皇都東京の中心地めざして。しかし、その駆り手はあっさり、何のこだわりもなさげに言った。

「名前は関係ない。回り道がめんどうだからだ」

「……て言うか、その性格が名付けの理由だったのかもしれませんよ」

　イタチ型の随獣は明らかに二言、三言多い。

　しかし、今回の隠密行には欠かせない人材だった。

　彼とその同僚たちがかけた《隠匿ステルス》の念導術によって、ジェベと騎竜の姿はきわめて目視されにくくなっている。よほど霊感のすぐれた者でもなければ、目の前を通過されても〝もやっとした空気が流れていった〟としか感じないはずだった。

　念のため、翼竜の色も青く染めている。

　ローマの白銀ではなく、皇国日本の青に念導術で擬ぎ装そうしたのだ。

　かくして、神箭ジェベは突き進む。

　かつて彼が仕つかえたモンゴル帝国ウルス――その尖せん兵ぺいが日本列島ジパングを攻めたとき、たどりつけずに終わった〝黄金の宮殿〟めざして……。
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　クゥゥェェェエエエエエエエエエエッ！

　キュゥィィィイイイイイイイイイイッ！

　戦場の空で、二体の鳥神《朱す雀ざく》と《白銀翼手アクイリフエル》が咆ほう哮こうする。

　カエサル陣営のレギオン四千騎を念ねん障しよう壁へきで守護し、また念力の大砲弾を日英連合軍へ直じかにぶちこむためだった。

　しかし、その念力をたちまち消滅させてしまう聖印があった。

　青黒い光の線で空中に描かれた――魔法円である。

　円の内部には古代ギリシア文字と梵ぼん字じが細かく書きこまれており、中央には『五ご芒ぼう星せい』が鎮座していた。

　日英の念導神格イフリート《モルガン・ル・フェイ》と《伏ふく龍りゆう》が合同で呼び出したものだ。

　その効力はまさしく『魔力の除去』であった。

「除災清浄、除災清浄、天地万物の安あん寧ねいを慎つつしみて五陽五神に願い奉たてまつる――」

「われらが版はん図とより全ての悪霊を去らしむべし。汝なんじ、聖なる名前にして清浄無む垢くなる者よ、力にあふれる秘ひ蹟せきの印よ――」

　カエサル陣営を援護するはずだった《朱雀》と《白銀翼手》の念。

　念力は無色無形であるが、空気を陽炎かげろうのごとく揺らしながら大気中に放出される。が、その陽炎は五芒星の霊れい験げんによって、すぐさま無に帰きしてしまう。

　五芒星――。

　西洋と東洋の双方で魔ま除よけのシンボルとして活用されてきた。

　古来、悪魔を封じる守護魔術の印としてきたのは西洋陰秘学――古代メソポタミアに端を発し、エジプト・ギリシアを経へて欧州へと伝わった超自然的知識である。

　日本の陰おん陽みよう道どうにおいても、魔除けの印であった。五芒星の最も著名な使い手はこの道の第一人者・安あ倍べの晴せい明めいだ。

　日英の女神たちが共演するにあたって、最適ともいえる聖印だろう。

　しかも、この五芒星を秘めた魔法円、直径五〇〇メートル程度なのだが――きわめて強固な念障壁でもあった。

　ヒュン、ヒュン、ヒュン、ヒュン、ヒュン、ヒュン！

　カエサル陣営のレギオン四〇〇〇騎が銃じゆう槍そうの斉射を向ける。

　魔法円の裏側には、エドワードと衛えい青せいの直属軍団が隠れているのだ。黒騎士ＫＯＧと青きサムライ神かむ威い、合わせて二千騎ほどが。

　が、巨大な魔法円は熱線の雨をどうにかせき止めていた。

　カエサル軍の念力を妨害しながら、自軍の防御をしっかり固める離れ業わざだった。

「衛青くん」

　いつのまにか、黒王子からの呼びかけが親しげになっていた。

「勝利の女神という点では、われらの方が格上のようだぞ」

「ありがたいことですね。御利益がつづくうちは、神の御加護をせいぜい利用させていただきましょう」

　戦場から数キロ離れた海域であった。空母《クイーン・ヴィクトリア》の艦かん橋きようで、エドワードと衛青がうなずき合っていた。

　そして――

　満を持して、黒王子エドワードはつぶやく。

「さて。そろそろわれらの英国流弓術モード・アングレを披ひ露ろうさせていただくか」

　途端に、戦場の黒騎士たちが吠ほえた。

　ォォォォォォォォォォォォォォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！

　巨大な魔法円の裏側で待機していたナイト・オブ・ガーター一二〇〇騎。

　彼らの口より、猛たける闘志がほとばしり出たのだ。

　英国最強の黒騎士たちの持つ銃槍、黒い長弓ロングボウへ形を変える。これに光の矢をつがえて、一二〇〇騎は射出の時を待つ――。

「撃て！」

　黒王子の号令に応こたえて、黒騎士一二〇〇騎は矢を射いた。

　ななめ上に向けて。撃ち出された矢は放物線を描いて飛び、障害物でもある魔法円を飛び越えたところから下降をはじめ、カエサル軍のレギオンに襲いかかる。

　しかも〝矢の雨〟だった。

　黒騎士一二〇〇騎が怒ど濤とうのごとく弓矢を射ているのだ。

　武ぶ勲くん《英国式長弓陣》は、レギオンの防御結界すら素通りする。カエサルの軍勢は次々と矢傷を受けていく。

　一応、ケントゥリアらも標準武装の盾たてをかかげているのだ。懸命に。

　英国式の矢は――そこに突きささるだけではない。盾を貫通する矢が多かった。そのまま体を射ぬかれるカエサル軍のレギオンさえもすくなくなかった。

　しかし、やや頼りなくとも盾は盾。

　それなりに英国式の矢を止める役には立っていた。

　なにより敵軍は四〇〇〇騎以上の大軍であり、ナイト・オブ・ガーターは一二〇〇騎しかいない。この物量差では一気に全滅させるのもむずかしい……。

「王子殿プリンス。衛青、将軍」

　精霊モリガンが報告した。

「敵本隊より、別働隊がふたつ、動き出しました。別働隊１はケントゥリア七〇〇騎、別働隊２は畿き内ない将しよう家けの神威五〇〇騎。二隊とも、モリガンの念障壁を迂う回かいする見込み。１は障壁の右より、２は左より、回りこむと、思われます」

「でしたら、ケントゥリアには女じよ皇おう陛へい下かの零れい式しき九〇〇騎を当てます」

　衛青は淡々と指示した。

「ふたつめの別働隊には……エドワード殿下。そちらのクルセイドをまわしても――」

「かまわないとも。僕も今日は橘たちばな征まさ継つぐにならい、君の采配には全面的に賛同するつもりだ。その代わり、あとあと美味おいしい見せ場をくれるとありがたい」

　黒王子のちゃっかりした提案に、古代中国の大将軍は苦笑いした。

「了解しました。なるべく考慮しましょう」

「敵、本隊……前進開始。モリガンの念障壁に接近し、至近距離からの攻撃にて、破壊を試みる模様、です」

　正しくはモリガンと竜りん胆どう先生の共作である。

　が、あえて自分のものだと所有格をつける。英国軍きっての精霊であるという自負ゆえかもしれない。

　そして――中央に五芒星を秘めた円形の盾へ。

　カエサル軍本隊が壁状陣形を組んで、勢いよくぶつかってきた。

　直径五〇〇メートルの魔法円と、レギオン数千騎より成る直方体の激突。魔法円／念障壁が大きく揺らぐ。

　そこへ矢の雨を降らせるのが、エドワードの近衛このえ騎士たちだった。

　英国式の長弓陣を組んだナイト・オブ・ガーター一二〇〇騎。

　衛青の軍団と共に、魔法円の背後に待機している。

　尚、長弓を速射しつづけるＫＯＧたちの前では、衛青ひきいる神威一〇〇〇騎が〝第二の防壁〟として扇おうぎ形がた陣形を組んでいた――。

「女皇陛下と志し緒お理り殿下のご尽じん力りよくで、カエサル公はもう水すい霊れい殿でんでの補給はできません。ふつうのいくさなら、気長に持久戦へ持ちこめば……」

「労せずして勝てる展開ではあるな」

「カエサル公がそのような戦場を用意してくださるとは思いませんが」

　中国と英国の名将ふたり、フッと笑みをかわし合う。

「さて。あとは橘征継が予言していたとおり、もうひとつの山場が生まれるかどうか――カエサル公の采配と共に、楽しみにさせてもらおう」

　黒王子エドワードのつぶやきだった。




「……発見、しました」

　念導精霊ジーニーモリガン二号機。

　黒髪、巫み女こ装しよう束ぞくという格好で正体をカモフラージュした精霊は、最新情報をすみやかに報告してくれた。皇こう都と近衛府のビル屋上だった。

　冬晴れの青空の下だ。

　それを征継は『皇こう軍ぐん総大将』として聞く。

　詰め襟えりの上に浅あさ葱ぎ色の陣羽織をまとい、腰に和いず泉みの守かみ兼かね定さだを提さげていた。

「橘将軍。あなたが予測した、とおりです。《復活者リザレクトジェベ》、東京湾洋上を、飛行中。まもなく都内に、侵入する見込み」

「来たか」

　淡々と驚くこともなく、征継はうなずいた。

「どうして、予測、できたのですか？」

　精霊モリガンの本体《モルガン・ル・フェイ》。彼女は南みなみ房ぼう総そうの海で戦闘をサポートしながら、その念ねん波ぱで広く東京湾を索さく敵てきしていた。

　神しん箭せんジェベがどこかに現れるのではないかと警戒して。

　死せる獅し子し心しん王おうよりとどいた重要情報――己おのれを破った復活者について。

　その男が別働隊ないし伏ふく兵へいとして、皇都東京に現れる可能性。征継は戦闘開始の前より指摘していたのである。

「本隊から遠く離れている――孤立無援の状態でも、ちゃんと仕事をできるのが『いい騎兵』の条件だ。俺や衛青将軍がそうであるようにな。そして、あれでカエサルは騎兵の使い方をよく知っている」

　古代ローマ軍は、あくまで歩兵中心の構成であったらしい。

　しかし、ユリウス・カエサルは『戦争と政治の天才』。ついなんとなくの見よう見まねでも抜群に上手うまくやってのける男。

　そして何より、稚ち気きと自己顕けん示じ欲よくを抑えきれない男――。

「手元に最高の騎兵が転がりこんできたのだから、これ見よがしに使ってみたいと思うのではないか。そう考えただけだ」

　さらに言えば、征継には確信があった。

　神箭ジェベこそが最高の騎兵将軍であるという。

　だが、それは口にしない。幸いにも精霊モリガンは人間の機き微びに通じていないので、そこにつっこみはない。もうひとりの女性は何かに気づいているかもしれないが、ここで余計な口出しをするほど野や暮ぼではない――。

「征継どの」

　秋あきヶが瀬せ立りつ夏かが微笑みかけてきた。

　モリガン二号機と共に、傍かたわらにひかえていたのだ。

「月並みすぎる言葉ではありますが、ご武運をお祈りいたします。あとついでに……やはり月並みではありますが」

　いきなり立夏がにじりよってきた。

　征継は当然のように受け入れ、抱きしめる。

　そばで巫女装束のモリガンが不審そうに首をかしげたが、気にしない。どちらともなく顔を近づけて、立夏と口づけをかわす――。

　今度こそモリガンが愕がく然ぜんとして、両目を大きく見ひらいた。

　それも一いつ顧こだにせず、日本随ずい一いちの女じよ傑けつは愛いとおしそうにささやいてくれた。

「勝利のまじないというやつです。征継どのが無事お帰りになるのをお待ちしております。……本音を言えば、総大将が自みずから迎え撃たずとも、と思うのですが」

「なに。必要な指示は全て出してある」

「指示も何も」

　立夏がくすくすと笑った。

「カエサル公は衛青将軍におまかせ、皇こう城じようのことは私におまかせのあれですか？」

「いちいち何々せよと逐ちく一いち言わなければいけないやつなら、俺は重責をあたえない。総大将の仕事など、部下を選んで、各おの々おのに役割を振るくらいで十分だ」

「それが征継どのの〝仕事の流儀〟ですか」

「ああ」

　かつての盟友も似たような考え方だった。

　ぼんやりとだが、覚えがある。結局ふたりとも〝ものぐさ〟だったのだ。

　もちろん差違はあった。征継の方がより広く大局を見る将であり、あの男の方が矢のごとく戦場を突き進む将であった……。

「ところで立夏どの」

　抱きしめた立夏と離れる直前、最後にもう一度だけ軽く口づけをして。

　征継は唯ゆい一いつの傍ぼう観かん者しやをちらりと見た。黒髪のモリガン二号機。大英帝国軍の勇者だという念ジ導ー精ニ霊ーは驚きよう愕がくのあまり、硬直しきっていた。

　もしかしたら、男女の色恋への免めん疫えきがなかったのかもしれない。

「あいつの前でこんなことをして、よかったのか？」

「かまわないでしょう。これで最後になるかもしれませんし――私と征継どののことが問題になるようなら、関係を公おおやけにしてしまえばいい」

「……初はつ音ねが怒りそうだ」

「ふふふふ。そこは征継どのの器量でどうにか収めてください」

「善処しよう」

　待たせておいた翼竜の背に、征継はひらりとまたがった。

　神箭ジェベなる復活者リザレクトがやってくる。自ら迎え撃つ理由はかんたんだ。己おのれこそがあの男のやり口を最も理解しているという確信ゆえだった。
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　カエサル配下のレギオンが関東各地に現れていた。

　二、三〇騎程度という小軍団もあれば、二〇〇騎前後の軍団もあった。ローマ出身のケントゥリア部隊もあれば、関東出身の神かむ威いたちもいた。

　が、関東一帯に混乱を巻き起こすという目的は変わらない。

　その地の鎮ちん守じゆ府ふを襲撃し、同時多発テロの一端を担になう。

　首都圏に近いところでは熊くま谷がや、朝あさ霞か、練ねり馬ま、目め黒ぐろ、浦うら安やすなどの鎮守府および衛え府ふ周辺が戦場になっていた。

　これを迎え撃つのは皇こう城じようより派遣された零れい式しきたちと東海道州軍。

　そして、女じよ皇おうへの忠誠を揺るがせなかった関東将しよう家けの騎き士し侯こうたち。

　……関東将家はもともと、ユリウス・カエサルとの癒ゆ着ちやくが深かった。彼の側に身を投じる関東騎士もすくなくなかった。

　結果、あっさりと陥かん落らくする鎮守府もあり、これが混乱に拍車をかける。

　しかし。

　無数の熱線が飛びかい、レギオンが躍動する戦場の喧けん噪そうとは裏腹に――多くの市街地は静せい寂じやくにつつまれていた。

　基本的に、鎮守府と市街地の間には一定の距離が置かれる。

　それが騎士道協定の定めるところ。急すぎる戦闘の発生時には、近隣住民は屋内にじっと引きこもる。あとは流れ弾が飛んでこないこと、飛べなくなったレギオンが墜つい落らくしてこないことを天に祈る……。

　とはいえ、都市部どまんなかの『城』を攻める場合、不幸の発生率はぐっと上がる。

　京都の二に条じよう城じよう、名古屋城、東京青あお山やまの皇城と近衛このえ府ふ……。

　この日、東京都民はひたすら息をひそめて、皇こう国こく日本の神である聖せい獣じゆう・天てん龍りゆう公こうへ祈りを捧ささげていた。

　道路を走る車といえば、軍および行政府の車両のみである。

　その静寂をかき乱すべく――

　今まさに、勇将ジェベが戦闘態勢をととのえようとしていた。




「来きたる二一世紀……羽はね田だ空港の輸送力が限界を迎えそうだってことで、二〇年前から東京湾の埋め立てをはじめてたんですよ。空港の土地を海の方に拡張させて、そこに滑走路を増やす予定で。でも」

　随ずい獣じゆうフェレースに魂をあずけたヤン参謀。

　イタチの姿のまま、神しん箭せんジェベの肩の上でぺらぺら語っていた。

「五年前の一九九三年、その予定地に新羽田鎮守府が建っちまいました。大日本人造霊れい液えき公社から関東将家のおえらいさんに働きかけて、袖そでの下やら建設事業にともなう利権やらをおたがいに忖そん度たくした結果、水心に魚心となったんですねー」

「ふむ。よくわからんな」

「はははは。とにかく新しん要よう塞さいの城じよう代だいと取りまきたちが……実はカエサル閣かつ下かの熱心なファンでしてね。で、運よく女皇陛へい下かによる粛しゆく清せいをまぬがれていました。そいつらも関東各地の一斉蜂ほう起きに参加させてもよかったんですけど――」

「そうはせず、俺をここに引きいれよと命じておいたわけか」

　ジェベは翼竜を駆って、東京湾をななめに突っ切ってきた。

　そして悪びれず、日本の竜使いドラゴン・ライダーであるような顔をして、飄ひよう々ひようと新羽田鎮守府のなかに降りていったのである。

　部外者とばれる前に、中庭で待っていた騎士侯が迎えてくれた。

　城代と、その側近の騎士侯二名だけが内通者なのだ。そのひとりが目立たないようにジェベを――地下の水すい霊れい殿でんまで連れていってくれた。

　コンクリートで四方を固められた、広大な地下空間である。

　貯水池のごとく、青い人造霊液がたくわえられている。

　まさしく霊液のプール。このなかに古代ギリシアのコリント式にも似た太い石柱をならべていくのが、日本標準の建築様式である。

　だが、新羽田鎮守府の水霊殿に柱はなかった。

　二〇世紀末の新施設ということもあり、慣例にしたがわなかったようだ――。

「じゃあ将軍。早く霊液槽に行って補給を……」

　地下空間にひたすら広がる人造霊液の水面。

　その上には、歩行用の小道が格こう子し状じように――碁ご盤ばんの目のごとく設けられていた。そこをすたすた進んでいた復活者リザレクトに、イタチ＝ヤン参謀が進言したのだが。

　生きつ粋すいの〝ものぐさ〟らしい答えが返ってきた。

「べつに奥まで引っこまなくても、ここらでいいだろう。……当地の天神と土地神よ、オレと我が銘めい《ジェベ》を盟友と認め、武神の列にくわえ給たまえ」

　騎馬民族の勇将、その巨体が淡い輝きを放つ。

　ここ新羽田を本拠地とする契約が、つつがなく成立したのである。

「よし。次はそこらに飛びこめばいいのだろう？」

「って、服も脱いでないじゃありませんか」

「いちいち脱ぐのも、着るのもめんどうだ。べつに溺おぼれるほど深い水でもないのだし、このまま飛びこんでもかまうまい」

「着てる服が濡れるのはいいんですかい……」

　広大な地下空間に、人間はジェベしかいない。

　ここまで案内してくれた騎士侯は、先に地上へ帰っていた。水霊殿での霊液補給には時間がかかる。長く持ち場を離れるわけにいかなかったのだろう。

　だから――ジェベ以外の人間がここにいるはずはなかったのだが。

「おまえ、相当なものぐさだな」

　若々しく、凜り々りしい声を聞いた。

　人造霊液に飛びこむ寸前だった。ジェベの肩にいるイタチではない。

　地下水霊殿の入り口から、ひとりの若者がやってくる。水面上の小道を進み、ジェベの方へとゆっくり近づいてくる。

　黒い衣服の上に、水色っぽい外がい套とうを重ねていた。
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「ほう」

　ジェベはつぶやいた。見覚えのある顔だった。

　カエサルが見せた写真とやらに映っていた。神箭ジェベのよく知る盟友に似た面おも影かげがはっきりかいま見える。

　この男の名、たしか《橘たちばな征まさ継つぐ》――。

「おまえをカエサルの狗いぬと見込んで訊きこう。ここに来たということは」

　橘征継が訊たずねてきた。

「羽田から一気に、皇城を攻めるつもりだな？」

「当たりだ。オレのためにカエサルどのが囮おとりの役を買って出てくれたのでな。楽をさせてもらうことにした」

　伏ふく兵へいとして皇城へ襲いかかり、女皇の身柄を奪う。

　それが己おのれの役割なのだ。邪魔をしに来た日本の将へ、ぼそりとジェベは言った。

「若造。貴様……妙な得え物ものを持っているな」

　橘征継の腰のベルトには、曲がった刀が鞘さやごと吊り下げられている。

　同じ造りの刀を前世でも見た。たしか倭わ刀とうだ。南なん宋そうや高こう麗らいの沿岸部を襲う海賊のなかに使い手がいた。歴戦の勇士にして世界を股またにかけたジェベだからこそ知っている。

　なかなか……否、かなりの切れ味であったはず。しかし。

「だが、この弓の方が出で来き物ものだ。そんな棒きれでいいのか？」

　ジェベの背中には、騎馬民族モンゴルの短い弓がある。

　馬上での取り回しのよさと、機動力をそこなわないため、小振りともいえるサイズになったのだ。しかし、鹿や山羊やぎの腱けんと木の板などを張り合わせた名工の逸いつ品ぴん。短くとも極上の強ごう弓きゆうとなりうるのである。

　腰の矢筒には三〇本の矢が入っている。

　どのような銘めい刀とうであれ、この弓矢と、神箭の技にかなうはずなし。だが、相手は興味なさげであった。《橘征継》は淡々と言う。

「貧相な得物だな。俺の剣はこれでも皇こう女じよ殿下からの授かり物だ。土ひじ方かた歳とし三ぞう……この国の英えい傑けつが振りまわしていた代しろ物ものらしい」

「しっかり由ゆい緒しよがあるわけだな。しかも貰もらい物か」

「ああ。もらってから時間も経たった。こちらの方が使いやすい」

「なら仕方ないな」

「ああ、仕方ない」

「オレを力ずくで止めるか？」

「そうさせてもらおう。これでも皇こう軍ぐん総大将だ」

「大層な肩書きのくせに、こんなところで遊んでいるとは……ものぐさめ」

「めんどうな役目は使える部下か、やる気のある主君にでも振る方がいい。軍団の仕切りなどという仕事は、その程度で十分だ」

「まったく同感だ」

　打てば響く、というには言葉数もすくなく、テンポも独特だ。

　嚙み合っているようでもあり、さほど嚙み合ってないようにも思える。

　そんな両雄のやりとりを聞くのは、随獣フェレースに宿るヤン参謀の魂のみ。白いイタチはジェベの肩の上から、ぼそりと訊いた。

「……結局、おふたりは知り合い同士なんですか？」

「「こんなやつは知らん」」

　ジェベと橘征継、異い口く同どう音おんに淡々と言った。

　これでいい。かつての盟友とは似て非なる存在――。ジェベにはわかる。ジェベだからわかる。所しよ詮せん、ふたりとも戦乱の申し子。信義・金・地位・気まぐれなどの理由で陣営を変えることなど、いつでも起こりうる。かつて狗どもを飼い慣らした草原の王者が今の世に甦よみがえったとしても、義理を果たすかはそのときの状況による……。

「一応、名乗っておくか？」

「もう知っている。リチャード獅し子し王おうを破った男ジェベ」

「よし」

　ふたりは同時に唇の端をほんのすこしだけ吊り上げた。

　微笑したのだ。そして、ジェベは訊ねた。

「ところで、どうしてオレの居場所がわかった？」

「なんとなくだ」

「ふむ」

　会話はここまでだった。

　橘征継が己の背後にレギオンを二騎、召集したからだ。赤紫色の神威型。たしか《兼かね定さだ》とかいう呼称だと聞いた。

　広すぎるほどの地下空間に、人造霊液の貯水池がしつらえられている。

　全長八メートルの有翼巨兵であっても、悠々と暴れまわることができるはずだ。

「来い、バアトルどもよ」

　己の左右に、ジェベも二騎のレギオンを呼んだ。

　バアトル。モンゴル帝国の言葉で『勇者』の意味がある――。
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「抜ばつ刀とうしろ」

　土ひじ方かた歳とし三ぞうの遺のこした銘めい刀とう・和いず泉みの守かみ兼かね定さだ。

　その刃やいばを鞘さやより引き抜いたのは征継だけではない。背後にひかえる二騎のレギオン〝兼定〟たちも、両手に持つ銃じゆう槍そう――標準装備の武器を日本刀に変化させた。

「構え」

　征継自身も、二騎の兼定も愛刀を平ひら青せい眼がんにかまえる。

　古流の構えだった。ふつうの青眼とちがい、剣を左ななめにかたむける。尚、レギオンたちは人造霊れい液えきの水面に立っているようにも見える。が、実際は両足裏より飛翔力を吐き出して、宙に浮いているのだった。

　神しん箭せんジェベひきいるバアトル二騎もそうしていた。

　兼定二騎、すこしだけ前に進み出て、征継の両隣まで来た。

「オレの弓を前にして、飛び道具を捨てるか」

「そこらの駄物ではそいつにかなわん。この剣に懸かける方がいい」

　対たい峙じする復活者リザレクトふたり。

　両者の間には、八、九メートルの距離があった。

　ジェベの方も騎馬民族の弓矢をかまえている。配下のバアトル二騎も銃槍ではなく、濃い飴あめ色の弓に光の矢をつがえている。

　対する征継たちは銘刀と、天てん然ねん理り心しん流りゆうの平青眼。

　飛び道具のジェベ側が有利、ではない。レギオンは全長八メートルの巨人。この程度の距離、有翼巨兵たちには格闘戦・白はく兵へい戦せんの間合いなのだ――が。

「いくぞ」

　ジェベがぼそりとつぶやいた。

　が、その言葉よりも速く、短弓より矢が放たれていた。

　二騎のバアトルも光の矢を放っていた。しかも、ジェベとその配下は一いつ矢し撃つのとほぼ同時に、二の矢を放ってきた。

　さらに三の矢、四の矢も次々と同じ連射速度で撃ってくる！

「やはりこれか」

　迫りくる矢を、征継は和泉守兼定で打ち払った。

　配下の兼定二騎も同じく、銘刀を矢の払い落としに使う。

　きん、きん、きん、きん、きん！

　和泉守兼定の峰みねで、征継が鉄の鏃やじりをはじく音だった。

　軍団長だけでなく――配下の兼定たちも防御に徹していた。

　刀を振りまわす動き、最小限かつ迅じん速そくである。大きな太刀たちさばきでは、次の矢を払うのに間に合わなくなる。

　ジェベたちの矢が正確無比かつ、連射が速すぎるからだった。

　眉み間けん、喉のど、心臓、みぞおち、さらに狙ねらいづらい手足などへ、全て精確に飛んでくる。ただ一矢の例外もなかった。

　ふつうなら、射手が次の矢をつがえる間に、剣士は走る。

　一息に距離を詰め、斬きり捨ててしまう。凡百の剣士ならば、いざ知らず。征継と兼定たちには手のなかの銘刀――和泉守兼定が土方歳三の天然理心流を授けてくれている。かつての新しん撰せん組ぐみ副長とまったく同じ体さばきで、射手のふところに飛び込める。

　だというのに。

　ジェベたちの連射が速すぎて、そんな真似は一切できない！

「さすが弓の神しん技ぎだ」

　剣で矢を払いながら、ぼそりと征継は言った。

　もはや敵が何十本目の矢を撃ってきたかもわからない。そして、矢や衾ぶすまに押されて、征継たちはじりじりと後退しはじめていた。

　無意識のうちに、神箭ジェベの弓技に圧倒されつつあるのだ。

　ならば。征継はつぶやいた。

「俺もそいつを借りるとしよう。……来い」

「おお!?」

　ジェベが驚きよう愕がくしていた。

　そうだろう。征継の背後にもう一騎、兼定が出現した。武装は日本刀ではなく、濃い飴色の弓。しかも、赤紫の射手はすさまじい早技で光の矢をつがえ――

　瞬息のうちに撃ち放つ！

　神箭ジェベとなんら遜そん色しよくない早技、弓技であった。

　この矢が、バアトルの放った光の矢と激突する。はじけとぶ。二本の矢は対つい消しよう滅めつした。射手・兼定はそのまま連射をつづけ、矢の弾幕でほかの仲間を援護する。

「貴様、オレの弓を盗んだか!?」

「借りただけだ。返すつもりもないがな」

　過去と未来の友たちより、彼らの武ぶ勲くんを借り受ける。

　橘征継、第二の武勲であった。黒王子との決戦、大だい怨おん霊りよう・平たいらの将まさ門かどとの対決でも、同じ力を使ってみせた――。

「撃ちつづけろ。刀組は矢を払いながら前進。やつらの首を取るぞ」

　征継は指示した。

　広いと言っても、所しよ詮せんは地下水すい霊れい殿でんの内部。

　呼べるレギオンの数には限りがある。ジェベの騎き力りよくや補給状況がどうであれ、この規模の集団戦では兵たちの武芸が物を言う。

　弓の神技と、新撰組の剣技のコンビネーション。こちらが絶対的に有利だった。

　しかし。

　いきなりジェベが叫んだ。

「よし。役に立て、まじない師！」

「む!?」

　今度は、征継が驚愕した。

　いつのまにか足下に走り込んでいた白いイタチに飛びかかられたのである。征継の顔面めがけて、小動物の貧弱な体がぶつかってくる――。

　征継はとっさに、剣を放した左手で打ち払っていた。

「あ痛っ!?」

　白イタチは人間の言葉で叫んだ。そういえば、さっきから旧知の男――ユリウス・カエサルの参さん謀ぼうだった男と同じ声であれこれしゃべっていた。

　そして、次の瞬間。

　征継の視界が真っ暗になり、何も見えなくなった。

「なに!?」

「よっしゃ成功です！　でも復活者リザレクト相手には《視界攪かく乱らん》も長つづきしませんよ！」

「わかった。兵どもよ、あと三騎――来い」

　どうやら白イタチ、念ねん導どう術じゆつをかけてきたようだった。

　神箭ジェベが落ちついた声でレギオンを追加召集する。その瞬間、征継はすぐそばで剣を振るう兼定の片割れに念を送っていた。俺を守れと。

　ヒュンヒュンヒュンヒュンヒュンヒュンヒュンヒュンヒュンヒュン！

　ヒュンヒュンヒュンヒュンヒュンヒュンヒュンヒュン！

　光の矢が風を切る――。その音がすさまじいほどに連続する。征継は己おのれの体が巨人の腕と巨体にかかえこまれて、かばわれたことを感触で悟った。

　そして、ふわっとした浮遊感。

　ガードを命じた兼定が征継をかばったまま、宙に浮いたのだろう。

　……真っ暗だった視界がだんだんと晴れてきた。

　征継は霊液プールの貯水池を空中から見おろしていた。青い水面を碁ご盤ばんの目のような小道が仕切っている。その上を白イタチと共に――神箭ジェベが疾走していた。

　赤紫色のコートに、毛皮の帽子、ズボン、革のブーツ。

　これに短たん弓きゆうと矢筒といういでたちは、かつて騎馬の民たみの勇将として東西各地を駆けていった頃とまったく同じだった。

　その男は水霊殿の出入り口に駆けこんだところだった。

「兵たちよ。おまえたちはここで死ね。日本の総大将どもを道連れにするつもりで、死力を尽くして戦い抜け」

　神箭ジェベによる、なんとも簡潔な指示だった。

　矢のようにまっすぐ突き進み、言葉を飾ることのない男なのだ（まっすぐな気き性しようだからではなく、まわりくどいことをめんどうに思う性格だから、ではあるが）。

　かくして、弓使いの名将は水霊殿の外へ走り出ていく。

　連れとするのは、怪あやしい白イタチ一匹のみ。

　征継と兼定たちが追いかけることは、不可能だった。残ったバアトル五騎が矢の弾幕で尚も奮ふん戦せんし、行く手に立ちはだかったからである。




「まじない師よ、さっきの騎士たちを呼べ」

「ああ、ここの城じよう代だいたちですね。了解しました。でも、あいつらの騎力、たいしたもんじゃないッスよ。当てにしない方が……」

「かまわん。早く呼んでおけ」

「御ぎよ意い。……それにしても、霊液を補給できなかったのはきついですね。こんなことなら房ぼう総そう半島を発たつ前に、なんとしてでも済ませておけば……」

　などとやりとりをしながら――

　水霊殿をあとにして、ジェベと随ずい獣じゆうフェレースは階段を駆けあがる。

　もちろん地上へ向かうためだった。エレベーターも使い、ぶあつい耐火扉をくぐり、ついに護ご国こく塔とうの一階までたどりついた。

　……鎮ちん守じゆ府ふ敷地内のほぼ中央に造られる護国塔。

　大たい正しよう浪ろ漫まん風ふうの煉れん瓦が造り、高さ四〇メートルを標準仕様とする司令塔内部に、水霊殿と行き来するための移動経路が造られるのである。

　そして、一階の通用口では。

「お呼びでございますか、将軍？」

　皇こう国こく日本の軍人たちが待っていた。

　三人組だ。将校用の黒い軍服で、肩や胸にじゃらじゃら勲くん章しようをさげている。新しん羽はね田だ鎮守府の城じよう代だいと、その側近たちである。

　彼らがユリウス・カエサルに内通し、ジェベを招きいれた――。

「よく来てくれたな」

　神箭ジェベが労をねぎらった。しかし。

「すまないが、おまえたちにもここで死んでもらう。カエサル公とオレの勝利のために、おまえたちの命を分けてくれ」

「「「えっ？」」」

　意味を呑みこめず、日本人三名がそろって怪け訝げんそうにした。

　しかし――次の瞬間には、神箭ジェベは腰を曲げて、革のブーツのなかに隠しておいたナイフを引き抜いていた。

　これを手しゆ練れんの技で、三度閃ひらめかせる。

　シュッ、シュッ、シュッ！

　日本人三名の頸けい動どう脈みやく、その三み太た刀ちでみごと断たれていた。彼らは怪訝そうな顔をしたまま、あっさりと即死した。

　ブシュッ。三人の首筋より、鮮血が噴水のごとくほとばしり出る。

　突然の噴出によって廊下が赤く染まり、さらに神箭ジェベの衣服も血の色で汚れる。金きん属ぞく臭しゆうにも似た血なまぐささが屋内に満ちていった。

「ええと……」

　随獣フェレースに宿るヤン参謀、呆ぼう然ぜんとしていた。

　いきなりすぎる惨劇に、度ど肝ぎもを抜かれてしまったのだ。イタチの白い毛皮にも、血の染しみが付着していた。

「これはどういう……ことなんスかね……？」

「下で補給できなかったからな。ここで済ませる」

　淡々と言うジェベの顔にも、返り血がかかっていた。

　それを親指で拭ぬぐい、その指を――モンゴル帝国の勇将は口に含んだ。血の味が舌の上に広がっていく。

　これこそ生命の断片。神秘の淵えん源げん。ジェベは確信した。

「よし。やはりいけそうだ」

「い、いける？」

「ああ。実は……ついさっき橘征継の力を見て、気づいた。オレにも武勲とやらを借りる当てがあったと」

「どんな――武勲なんでしょう……？」

　まだ落ち着かない様子のヤン参謀＝白イタチへ、ジェベは告げた。

「体のなかに霊液を宿らせた者たち――騎き士し侯こうなどだな。そやつらの肉や血より、霊液の滋じ養ようを奪いとる。そういう力だ」

「!?　じゃあ、水霊殿なしでもジェベ将軍は補給が――」

「できるということよ」

　誰あろう、さっき対峙した橘征継当人より借りたとは言わず。

　神箭ジェベは重々しくうなずいた。弓使いの巨体と、いまだ頸動脈より出血をつづける三名の屍しかばねが――淡く、青く、光りだす。

　騎士侯三名の心身に宿っていた神秘力が、ジェベに流れこんでいるのだ。

　武勲《霊れい血けつ奪取》。かつての盟友が使う能力らしい。

　精鋭軍団を長駆させることで、広大なる大地のあちこちへ戦力を縦じゆう横おう無む尽じんに展開させた勇将にふさわしい武勲であろう。

　ジェベはつぶやいた。

「ゆっくりできる時間があれば、もっと穏便なやり方でもいけるらしいのだがな。緊急で済ませたい場合は、これがいちばん早いらしい」

「…………」

「外へ出るぞ。竜を一匹、調達できるか？」

「は、はいっ」

　鎮守府内で殺人まで犯おかした以上、のんびりもできない。

　ここは護国塔の一階。ジェベは手近な窓を蹴破って、外へ飛び出した。

「将軍！　あずけといた霊れい符ふを出してください！」

「よし」

　ジェベは外がい套とうのふところから霊符を取り出した。

　漢字が書かれている。『飛昇自在』だという。が、読むことはできない。いにしえのモンゴル族は文字など他国のものを借りれば十分と考え、わざわざ学ぶ者もすくなかった。

　しかし、ジェベは前世で金きん国こく、南なん宋そうとも戦った。

　なんとなく、漢字であること程度は見当がついた。

　白イタチ＝ヤン参謀が念を送り、この霊符が白銀の翼竜に変わっていく――。

（もしかすると）

　ふとジェベは思った。

　鎮守府の上空に、青い翼竜が飛んできた。それにまたがる騎手は黒い衣ころもの上に、水色っぽい外套を着ていた。あの厄やつ介かいな倭わ刀とうもたずさえている。

　地下の水霊殿より、脱出を遂とげたのだ。

（あやつ、剣だけでなく読み書きまで習っているのかもな）

　かつての盟友を見て、そんなことを考える。

　ジェベも銀の翼竜に騎乗した。鞍くらの上まで白イタチが駆けのぼってくる。霊液補給も済ませられたうえに、今度の戦場が空ならば。

　おたがい、呼べるかぎりの兵を召集できる――。

　決戦のはじまり。ジェベはつぶやいた。

「勇者たちよ。我が銘《神箭ジェベ》のもとに集つどい、真の姿を天下に示せ！」
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　眼下には、東京湾に張り出した羽はね田だ空港が見える。

　ここと地続きの埋め立て地に建つ――新羽田鎮ちん守じゆ府ふも。五ご芒ぼう星せいの城壁と、中央に護ご国こく塔とうを有する要よう塞さいだ。

　征まさ継つぐは青き翼竜を駆って、空へ躍おどり出ていた。

　三キロほど前方には、神しん箭せんジェベが〝バアトル〟と呼んだレギオン一一〇〇騎。群れを成す渡り鳥のように空中で集結していた。

　持てる騎き力りよくを全て召集したとおぼしき数だった。

　武装は銃じゆう槍そうではない。全バアトルが飴あめ色の弓を手にしている。

「来たか」

　征継はつぶやいた。

　神箭ジェベに仕つかえる兵たちは、鳥の群れのごとく密集している。

　ややいびつながら、球状陣形だと言えよう。攻撃よりも防御に適した形だった。敵の目的を考えれば、ここで防御主体の戦いをするとは思えないが……。

　まあ、ともかく――

「我が銘めい《征せい西せい将軍》のもとに姿を見せろ、我が軍団レギオン」

　征継はぼそりと命じた。

　赤紫色の神かむ威い型、兼かね定さだが一〇〇〇騎。羽田上空で球状陣形を組んで、バアトル一一〇〇騎と二、三キロの間合いを置いて、対たい峙じする。

　ほぼ互角の戦力での対決。

　しかし、征継がもくろんでいた決戦とはすこしちがう。

「さすがカエサルというところだな」

　敵軍の総大将、ユリウス・カエサル。

　あの男がいる最前線へ、征継は赴おもむこうとは思わなかった。

　源げん平ぺい時代の戦記物語ではないのだ。総大将同士で一騎打ちなど必要ない。それよりも伝令の随ずい獣じゆうやモリガン一・二号機を駆使した連絡網で全軍の指揮を執とりつつ、征継自身は皇こう城じように待機することを選んだ。

〝最も無理の利きく軍団〟である己おのれを、切り札として適てき宜ぎ投入できるように。

　どことも予測できない戦場へ、一分でも早く駆けつけるために。橘たちばな征継ならば、霊れい液えきを消しよう耗もうし過ぎても無理が利きく。適材適所だった。

　だが、この役割をひとりでやるつもりもなかった。

　関東各地から、戦闘に参加していないレギオンを己のもとに集めて、『第二の山場』を早々にかたづけてしまうつもりだったのだ。

　しかし。

　カエサルは『関東全域での同時多発テロ』を仕組んできた。

　結果、余よ剰じよう兵へいをまわせるほど余裕のある地域はまだなく、征継はただひとり、孤軍をひきいて勇将ジェベと対峙している……。

　この一対一、あくまでカエサルの描いた絵図の上での戦いなのだ。

　ほぼ同数のレギオン。勝敗がどちらに転ぶかはわからない。

「とはいえ。俺がひとりでやつをかたづければ――いい話でもあるな」

　征継がうなずいた瞬間だった。

　……どちらからともなく、両軍団が動き出した。

　ジェベ軍団が遠ざかろうとする。征継の軍団が追いかけ、距離を詰めようとする。ジェベ軍団はぐるりと大きな弧を描くように動く。同じく弧を描いて、征継軍団も追う。両軍ともぐるぐる時計回りに円を描きだす――。

　そして両軍、一斉射撃をはじめた。

　征継軍団は追いかけながら、ジェベ軍団は逃げながら。

　兼定たちは追跡者。進行方向に撃ちまくればいい。

　対して追われる側のバアトルたちは――なんと、進行方向にくるりと背中を向けて、後ろ向きに飛びながら弓矢を撃ちはじめたのである！

「矢を放て！」

「撃て！」

　追いつ追われつしながらの撃ち合いがはじまった。

　逃げるジェベ軍団は矢の雨を後方へと降らせ、追う側の征継軍団は銃槍の熱線でひたすら撃ち返し、両軍そろって前へ前へと進んでいく。

　双方のレギオンは密集して、防御結界の密度を上げている。

　その恩恵で光の矢／熱線を着実に中和している。が、全ては防ぎ切れない。中和できなかった矢／熱線を喰らって、傷つくレギオンがいる。急所に当たり、墜つい落らくしていくレギオンも当然ながらいる。

　それにしても――ジェベ軍団の、曲芸じみた後方射撃。

　かつて、騎馬民族が愛馬と弓矢でいくさを仕掛けていった時代。似たような技を彼らも披ひ露ろうしていたという。

　馬上でくるりと上体だけ後方に向けて、うしろむきに矢を射るのだ。

　しかも全軍で馬を走らせて、〝逃げるふり〟をしながら。追いかけてきた敵軍にこの後方射撃を喰らわせて、浮き足立たせる。

　実はリチャード王との戦いで、征継も同じ技を兼定たちに使わせた……。

「おたがい、手の内は似たようなものか」

　征継は肩をすくめた。

　共に生きつ粋すいの――且かつ、天性の騎兵長官である。

　それも重い甲かつ冑ちゆうなどはまとわず、軽い鎧よろいと弓矢を主武装とする軽騎兵を中心にひきいてきたはずだった。騎馬の民たみとはそういう軍団なのだ。機動力を活いかす戦い方にかたむくのは、必然というものだろう。

　しかし、有翼巨兵レギオンは飛翔力だけが取とり柄えではない。

　硬い装甲を誇る重歩兵であり、重装騎兵さながらの強烈な打撃力も有する――。

「なにより俺たちにはこいつがある」

　ベルトに提さげた和いず泉みの守かみ兼定の鞘さやを、征継は軽く撫でた。

「総員、加速開始。すこし無理をしてもらうぞ。霊液を燃やして、逃げるやつらになんとしてでも追いつけ。乱戦に持ちこむ。そして――」

　征継は冷ややかに命じた。

「最前列の兵はただちに抜ばつ刀とうしろ。相手方のレギオンと会かい敵てきした者も抜刀し、斬きって斬って斬りまくれ。白はく兵へい戦せんはおまえたちの独壇場だ」

　かくして――

　征継指揮下の兼定たちは、一斉に加速をはじめた。

　これまでの倍近い速度をたたき出して、獲え物ものに喰らいつく猟犬のごとく敵バアトルの軍団に追いついてみせた。

　もちろん、灰色のケントゥリア型であるバアトルたちも無策ではなかった。

　後ろ向きに飛びながら得意の神箭を撃ちつづけ、追撃を阻はばむ弾幕としていた。しかし、追いすがる兼定たちの最前列は銘めい刀とう・和泉守兼定で――光の矢を切り払いながら、着々と距離を詰めていったのだ。

　全ての矢は防げず、射殺される兼定もすくなくなかったが。

「総員、抜刀」

　ついに征継は号令をかけた。

　灰色のバアトルが密集した球状陣形と、赤紫色の兼定が密集した球状陣形。灰色と赤紫の球体がぶつかり、二色のレギオンがぐちゃぐちゃに混ざり合い、近くに来た敵にはすぐさま熱線や矢や刃やいばを浴びせかけるという凄せい惨さんな乱戦がはじまったのである。

　天てん然ねん理り心しん流りゆうの――土ひじ方かた歳とし三ぞうの剣がうなる。

　もちろん、数あま多たの剣技を擁ようした流儀である。だが、実戦における極意はある意味シンプルと言ってもいい。

　我が身をさらして敵の打ち込みを誘い、我が身を引いてかわし、そのうえで打つ。

　そこに尽きた。敵の剣なり武器なりが邪魔なら、中・上段の剣でななめに打ち落とし、あくまで敵の中心に斬り込む。無論、言うは易やすし。これを実じつ践せんするために会え得とくしなければならない諸もろ々もろが無限に存在する。

　剣さばき。足さばき。駆け引き。なにより気。

　結局のところ烈火のごとき気構えと、千せん變ぺん万ばん化か臨機応変の剣術こそが天然理心流の極意でああった。そして、土方歳三の剣はその体現のひとつ――。

　気で敵兵を圧倒しながら、荒々しくも精せい緻ちに剣を振るう。振るう。振るう。

　兼定たちの刀は、バアトルの巨体を次々と斬り裂いていった。

　灰色の装甲が破れ、装甲で守られていないレギオンの軍衣や筋肉は無惨に断ち切られて、鮮血ならぬ青い霊液が流れ出る。

　血煙ではなく、青い煙が戦場の空を汚していく。

　とはいえ、バアトルたちも立ち木ではない。

　勇将ジェベが授けた神箭を――なんと接近戦の間合いでも射て、兼定たちの急所に鏃やじりを突き刺していった。閃光のような早技で弓に矢をつがえ、放ってくるのだ。だが、神しん技ぎであるのは土方歳三の剣技も同じ――。

　バアトルたちが矢をつがえるのと同じ速さで、剣を繰り出してみせる。

　つがえたあとで射なければならない射手とちがい、剣士はたった一動作で敵を斬り捨てることができる。射手が勝てる道理はなかった。




　白はく刃じんを振るう兼定たちが雄お々おしく吠ほえている。

　ォォォオオオオオオ――ッ！　ォォォオオオオオオ――ッ！

　ォォォオオオオオオオオ――ッ！　ォォォオオオオオオオオ――ッ！　ォォォオオオオオオオオ――ッ！　ォォォオオオオオオオオオオオオ――ッ！

　非力な灰色の負け狗いぬどもを嘲あざ笑わらう、剣けん狼ろうたちの咆ほう哮こうであった。

　弓矢を恃たのみにする弓兵バアトルたちへ、無慈悲に倭わ刀とうをたたきこんでいく。

　だが、しかし。

「その刀も……借りるぞ」

　乱戦のさなか、神箭ジェベはつぶやいた。

　銀の翼竜を巧たくみに駆りながら、軍団長自みずからもその神技で矢を放ち、近くに寄ってきた兼定どもの急所を射ぬきつづけていたのだ。レギオンと己を同化させる技によって、バアトルが放つ矢と同等の威力を撃ちこめるようにしていた。

　そして、ジェベは朗々と叫ぶ。

「聞け、勇者たちよ！　我が血の盟友より、鬼の剣を借り受けようぞ！　今このときは我が弓を収めて――剣の申し子となれ！」

　生き残りのバアトルは、七〇〇騎程度であった。

　その武装が飴あめ色の弓から、由ゆい緒しよありげな倭刀へと早変わりした。当然ながら、赤紫の敵兵どもが振るう刃やいばとよく似ていた……。

　この刀を手に、バアトルたちが赤紫どもに斬りかかっていく！

　ぶつかり合う剣と剣。

　敵の剣をはじいて、己の剣を敵手にたたき込む。

　斬りかかられてもみごとな倭刀使いの足さばきでそれをかわし、逆襲の一ひと太た刀ちをあざやかに喰らわす。

　灰色の狗と赤紫色の狗、どちらも練れん達たつの剣けん客かくとなって、斬り合っている――。

　そういう光景が戦場のあちこちで見られるようになった。

「し、将軍!?　いつのまにこんな武ぶ勲くんを!?」

　ヤン参さん謀ぼう＝随ずい獣じゆうフェレースが驚きよう嘆たんしていた。

　白イタチの体で、ジェベの駆る翼竜の鞍くらにしがみついていたのだ。しかし、借り物の刀での反撃も長つづきしなかった。

　赤紫のレギオンどもの左手に――二振り目の刀が現れたからだ。

「ほう、あれは」

「に、二刀流なんて聞いてないッスよ!?」




「血盟の友よ、おまえの武勲を貸してくれ――」

　征継がねがった刹せつ那なであった。

　配下である兼定たちは和泉守兼定を振るっていたのだが。その左手に――第二の大刀が忽こつ然ぜんと現れた。

　征継もよく知る剣、天下の銘刀《鬼おに切きり安やす綱つな》であった。

　盟友・秋あきヶが瀬せ立りつ夏かの愛刀である。

　そして、兼定たちは二振りの重みも苦にせず、右手に和泉守兼定、左手に鬼切安綱をにぎりしめ、双刀使いの剣客となってバアトルたちへと襲いかかる！

　灰色のレギオンどもも、借り物の剣で立ち向かおうとするのだが。

　兼定軍団の右手が繰り出す兼定は受けられても、つづけて左手で放つ安綱の斬撃までは受けきれない。かわせない。封じこめない。

　神秘の二刀流を前にして、バアトルたちは一騎、また一騎と屠ほふられていく。

「やはり、やつも同じ武勲を持っていたか……」

　征継はひとりごちた。

　バアトルどもの武器が日本刀に変わった瞬間、実は納得したのだ。

　橘征継、ふたつめの武勲。それは血を分けた盟友より武勲を借りること。逆を言えば、友の方も同じ能力を持っていても――おかしくはないと。

　しかし。

「俺の盟友はひとりではない。過去の友より借りられるのなら、今の世の仲間から拝借できない道理がない」

　遠く離れた神箭ジェベへと、征継はつぶやいた。

「おまえに、まだ力を借りる当てがあるか？」

　レギオンたちと同じく、征継も乱戦のまっただなかにいた。

　翼竜にまたがりながら右手に和泉守兼定、左手に鬼切安綱を持っている。手た綱づなはとっくに放して、両足と腰の動きだけで翼竜を操っている。

　敵味方が入りみだれる空であった。

　敵バアトルが近づいてこようものなら、すぐさま刀のどちらかを繰り出して、全長八メートルの有翼巨兵を斬り裂いてみせた。片方で足りなければ、双刀のどちらもたたきこんでやっていた。

　バアトルの方が打ち込んでくる剣も、翼竜にかわさせてしまう。

　あるいは、左右二刀のどちらかをぶつけて、はじき返してしまう。

　己とレギオン兼定を同化させているので、万一組みつかれるような事態になっても切り抜けられる――。

　まさに、征継軍団の勝利が定まりかけていた。

　その乱戦のさなか、征継は遥はるか先――灰色と赤紫のレギオンが相打つ空中の一角を鋭く見据えた。数百メートル先であった。

　白銀の翼竜と、弓矢を持つ乗り手が飛んでいる。

　敵将・神箭ジェベその人であった。

　現代人ばなれした征継の視力は、しっかり見きわめていたのである。




「どうやら、ここまでだな。勝負は決まった」

「そりゃないですよ、ジェベ将軍！」

　ぼそりとつぶやいた瞬間、白イタチ＝ヤン参謀に泣きつかれた。

「たしかに形勢はかなり悪いですけど、逆転狙ねらって悪あがきをしましょうよ！」

「何を言っているのだ、まじない師？」

　ジェベは首をかしげて、淡々と言った。

「この勝負――オレの勝ちだぞ。負けるのは皇こう軍ぐん総大将とやらの方だ」

「へっ？」

　敵兵も、自軍のバアトルも、そろって倭刀を振るう空中であった。

　すこし先に《橘征継》も飛んでいる。向こうもこちらに気づいているだろうが、ジェベの方には弓矢がある。先に攻撃できる。

　モンゴルの短たん弓きゆうに、神箭ジェベは矢をつがえた。

　乱戦の空を飛ぶ〝黒い点〟に狙いをつける。神箭の射手たる勇将の目には、それが遥か前方を飛ぶ橘征継の騎き竜りゆうであると、はっきり見てとれた。

　ぎりぎりと弓ゆ弦づるをひきしぼる。

　ジェベの技をもってすれば、必ず当たる。確信できた。

「そ、狙そ撃げきですか？　ジェベ将軍の弓術はそりゃすごいですけど、あの二刀流で防がれやしませんかね？」

「防がれるだろうな」

「それじゃ意味がないでしょう！」

「そこでおまえの出番だ。オレの軍団にまぎれこんでいる――監視役どのに伝令を送れ。あとはまかせると」

「!?　あの方にですか!?　……気づいていたんスねえ」

「急げ」

「は、はいっ！」

　シュッと白イタチの姿が消えた。

　あの小型随獣が持つ、瞬間転移という能力らしい。ジェベは心のなかで数字をかぞえはじめた。百まで唱えたところで、ついに言った。

「そろそろいいだろう」

　ひょうと、矢を撃ち放つ。

　せっかくなので二の矢、三の矢も放っておいた。

　リチャード王とやらは右手を差し出して、どうにか一本だけ防いだ。《橘征継》は右手の大刀だけを小刻みに三度ひらめかせて、三本の矢をことごとく切り払った。

　みごとな剣技だった。しかし。

「隙すきができたな」

　ジェベはぼそりと言った。

　直後、《橘征継》の背後に――バアトルが一騎、まわりこんだ。

　ただし丸腰だった。しかも三〇メートル近く離れている。銃槍も弓矢もなしでは、すぐに攻撃できないという位置関係だ。

　が、そのバアトルは右手を突き出し、掌てのひらから何かを撃ち出した。

　それは植物の『蔓つる』によく似ていた。しゅるしゅると橘征継と彼の騎竜に巻きついて、さらに蔓の先端が――皇軍総大将の胸に突きささる。

　しゅっと鮮血が散った。

　橘征継は胸部、おそらく心臓を刺し突とつされたのだ。

　そして、騎竜もろとも墜落をはじめる。蔓は巻きついたままだった。これを吐き出した灰色のバアトルもいっしょに降下していく。

　彼らの真下には、羽田空港の滑走路がある――。

「ブルートゥスとやら、いい仕事をした」

　ジェベは大きくうなずいた。

　不覚を取った橘征継と共に、地上へ降下していくレギオン。その擬ぎ装そうが解けていた。ケントゥリアをベースとした姿だが、灰色ではない。金色であった。

　黄金のケントゥリア型レギオン。

　暗殺を得意とする復活者リザレクト《マルクス・ブルートゥス》の専用騎であった。

「何が役に立つか、わからんものだ」

　胡う乱ろんな念を発するバアトルが自軍にまぎれこんでいることは、気配で察していた。それが一、二度だけ顔合わせをした復活者の念であることも。

　皇軍総大将との一騎打ちになったとき、すぐに〝使おう〟と思った。

　だから乱戦に持ちこみ、念ねん導どう術じゆつで外見を擬装したブルートゥスの兵が――橘征継に接近しやすい状況を作ったのだ。

　相手の強剛さが予想以上だったので、かなり手こずったが……。

「さらばだ、スブタイ・バアトル」

　ジェベは一度だけ、古き盟友の名を唱えた。

　バアトル。いにしえのモンゴル族が〝勇者〟と認めた男に贈った称号である。




　墜おちていく。

　征継はまっすぐ羽田空港へと墜ちていく。

「く……ぅっ」

　胸に突き刺さっているのは、緑色の蔓――。

　しかも、橘征継とその騎竜にぐるぐる巻きついているうえに、青く光っていた。征継の体から〝何か〟が蔓をつたって、黄金のケントゥリアへと運ばれているのだ。

　おそらく生命力そのものか、神秘力の源みなもとだろう。

　墜ちるのは、征継だけではなかった。

　配下のレギオン〝兼定〟たちも、次々と墜落していく。

　海へ、羽田空港の滑走路へ、新羽田鎮ちん守じゆ府ふへと、為なす術すべなくボタボタと。

　赤紫色の軍団を動かす原動力は、結局のところ征継の念力。その念が弱まれば、当然、レギオンたちも活動不能となる……。

　さらばだ、××××・××××。

　耳元で誰かがささやいたようにも思えた。

　あいつだろうか。ぼんやり考えながら、征継は薄れゆく意識のなか、己の胸に突き刺さった蔓の主ぬしを――見つめた。

　手のひらから魔ま性しようの蔓を吐き出したケントゥリア型。

　趣味の悪いことに、黄金色だった。

　死神と呼ぶにはなんともど派手で、悪目立ちする外見だ。

　おそらく地上へ到着し次第、復活者リザレクト・橘征継にとどめを刺すはずのレギオンだった。
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　ジェベ将軍、橘たちばな征まさ継つぐに勝利。

　将軍ひきいるバアトル軍団はこれより皇こう城じようへの進撃を開始する。ただし名前のない男ネモのみ、橘征継にとどめを刺すべく別働隊より離脱――。

　ヤン参さん謀ぼうからの伝令文を読了して、カエサルは微笑した。

「よし」

　南みなみ房ぼう総そう、白しら浜はま鎮ちん守じゆ府ふである。

　護ご国こく塔とうの屋上より、空中の戦いを見守っているところだった。

　ナイト・オブ・ガーター、クルセイド、神かむ威い、零れい式しき、ケントゥリア。日英ローマ三国のレギオンが二陣営に分かれて激突する戦場を。

「それにしても……橘征継は自みずから別動隊をひきいて、ジェベ将軍を抑えにいったか」

　カエサルはにやりと笑った。

　実は、皇城へ向かう役目を――自らに割り当てようかと、彼自身も検討したのだ。『いちばん美味おいしい女じよ皇おう奪還という見せ場』を取りにいくために。

　しかし、やめておいた。

　自軍中で最大の軍団をひきいる役目にも、総大将にふさわしい華がある。

　なにより適材適所であった。神しん箭せんジェベは最高の騎兵長官だが、この兵種の強みは迅じん速そくな移動と激しい攻撃にこそある。

　一箇所に踏みとどまっての攻防は、むしろ歩兵の本領。

　古代ローマで歩兵中心の軍団をひきいてきた――ユリウス・カエサルの本領なのだ。

「おそらく、橘征継も同じ判断をしたのだろう」

　ふたりの判断のちがいは、そのまま両者の資質の差でもあった。

　ユリウス・カエサルは才気煥かん発ぱつなるカリスマにして、理詰めの判断と根まわしを積みかさねて〝勝つべくして勝つ男〟。

　橘征継はしぶとさと速さ、果か敢かんさを恃たのみに〝勝ちをむしり取りにいく男〟。

　だが、どちらも同等の高みにいる。

　双方とも戦場の一局面で奮ふん戦せんするだけが取とり柄えではない。その構想力と視野の広さで合かつ戦せん全体を取りしきれる傑けつ物ぶつなのだ。

「ふふふふ。直じかに矛ほこを交えるのではなく、こうして総大将同士の采配を競うのも面白いものではあるが……我が愛いとし子ブルートゥスが本領を発揮すれば」

　カエサルはほくそ笑んだ。

「その楽しみもここで終わる。君もかつての私と同じ挫ざ折せつを味わうといいぞ！」

「閣かつ下か。ご自分の世界にひたられているところ、恐縮ですが」

　いきなり横から口出しされた。ヤン参謀ではない。彼は魂を随ずい獣じゆうに憑ひよう依いさせた関係で、医務室のベッドにて就寝中だった。

　幕ばく僚りようチームの参謀のひとりがカエサルへ言う。

「意見を具申いたします。疲労の激しいレギオンにそろそろ――」

「わかっている。皆まで言わずとも大丈夫だ」

　いいところで邪魔をした参謀にも、軽やかなウインクで応じる。

　人たらしカエサルのゆえんを見せつけながら、ローマの国こく父ふは歩き出した。護国塔の屋上、その端に翼竜を待機させていた。

　ひらりとまたがって、竜を飛び立たせる。

　逃げるのではない。逆だった。熱線や黒騎士の矢が飛びかい、レギオンたちが銃じゆう槍そうの刃やいばを振るう戦場の渦中へと――飛びこんでいく！

　カエサルは朗々たる美声を張りあげて、演説をはじめた。

「聞け、戦士諸君！」

　レギオンたちは敵を屠ほふり、敵に屠られている。大小さまざまな傷を負う者もいれば、まったく無傷の者もいる。銃槍の熱線を放つときもあれば、この武器を槍やり代わりにして白はく兵へい戦せんを仕掛けていくときもある――。

　さまざまな自軍レギオンに向けた、カエサルの呼びかけだった。

「カエサルはここに誓おう。我が恋人たちではなく、君たちこそが最愛の存在、私の最も大切な宝であると！　諸君が捧ささげてくれる勇気、力、忠節、友情……それら全てがユリウス・カエサルの栄光の礎いしずえである！」

　堂々としているくせに、どこかふざけたカエサル節。

　そして、それを間近で聞いたケントゥリアと、畿き内ない将しよう家けより参戦した神威たち――彼らの両目が鋭く光を放った。

「諸君、私と誉ほまれのために命を懸かけろ。力があると思えば、力は出るPossunt quia posse videntur！」

　激闘で消しよう耗もうしはじめていたカエサル軍団。

　だが司令官の弁べん舌ぜつによってレギオンたちの両目が輝き、彼らの全身が銀のオーラで取りまかれる。巨体を流れる人造霊れい液えきに――活力が宿る。

　ォォォォォオオオオオオオォォォォォォッ！

　オオオオオォォォォォォォオオオオオオォォォォォォッ！

　銀に輝くケントゥリアがいきなり加速。手近な零式へ体当たりをしながら銃槍の穂先を突き込んで、勢いよく絶命させた。

　霊液の消耗で動きの鈍にぶっていた畿内神威が――機敏にパッと飛びのいた。

　二秒前まで彼がいた空間へ、熱線が降りそそぐ。それを撃ってきた皇こう軍ぐんの零式へ、畿内神威も激しい熱線連射で対抗する。

　そうした光景を前に、カエサルは微笑した。

「ふふふふ。この武ぶ勲くんを使うのもひさしぶりだな。待っていてくれ、戦士諸君。私の声と体力が保もつかぎり、我が勇気の声を送りつづけよう！」

　武勲《不撓不屈の意志ポツスント・クイア・ポツセ・ヴイデントウル》。

　その声を近くで――具体的には五、六〇メートル以内で聞けば、カエサル指揮下のレギオンは活力をいくらか取りもどせる。疲労全快とまではいかないが、敵レギオンをとまどわせ、混乱させる程度には回復できるのだ。ただし。

　これを聞かせてまわるには、戦場をあちこち行き来しなくてはならない。

　今のカエサルのように総大将自ら翼竜を駆り、熱線と破壊がうずまく戦場の空を臆せず突っ切っていって――。

　しかし、それでひるむ男が皇帝カイザーの語源となるはずもなかった。

「ユリウス・カエサルの騎士よ、レギオンよ！　さあ今こそ決戦の時だ！」

　調子よく言い立てながら、東へ西へ。

　かつて自ら著しるした『ガリア戦記』。その終盤で彼は自ら援軍をひきいて、苦戦する友軍のもとへ駆けつけている。軍団長の位くらいを示すための赤い外がい套とうをひるがえし、敵と味方に『ユリウス・カエサルここにあり』と喧けん伝でんしながら。

　指揮官の雄ゆう姿しに、ローマの兵たちは闘志をあおり立てられた――。

　その逸いつ話わよろしく、カエサルは叫んだ。

「なに。極端な話、われわれはここで皇軍と英国軍の主力を足止めしているだけでも――勝利に向けて、着々と突き進んでいる！　すでにわれらの別動隊が皇軍総大将・橘征継を討ち取ってみせた！」

　その呼びかけは武勲を発動させるため、だけではない。

　信頼の絆きずなで結ばれているわけではない畿内の騎き士し侯こうたちへ、自軍の優勢を伝えるための言葉でもあった。彼らを裏切らせないために。

「あとは友軍が皇城へと走り、女皇照てる姫ひめを手中におさめるのを――待つだけだ！」

　尚。

　さっき霊液を補給できなかったカエサル自身の直属軍団は、今のところ最後方で待機させたままであった。残りの体力がすくない彼らを温存するためだった。

　彼らにはまだ激励の武勲も使っていない。

　そのカードを切るべき局面は、もうすこし先であるはずだ――。




「衛えい青せい、将軍」

　空母クイーン・ヴィクトリアの第一艦かん橋きよう。

　金髪碧へき眼がんの精霊モリガン一号機が冷ややかな声で報告してきた。

「偵てい察さつに出した随ずい獣じゆう、ウイル・オー・ウイスプが……ユリウス・カエサルと思われる音声、を、拾いました。再生、します」

　モリガンの右手の上に、手のひらサイズのウインドウが現れた。

　真っ白で、何も表示されていない。ただ音声だけがそこから洩もれてきた。戦場の空を飛びまわる敵軍総大将――カエサルの演説だった。

「おお」

　かつての上司の声を聞いて、衛青はつぶやいた。

　こちらに拾われることを想定して、カエサルは語っているはずだった。

「皇城を守るはずの征継どのが討たれた……。それが本当なら由ゆ々ゆしき事態ですね。至急、真しん偽ぎを確認してください。女皇陛へい下かと志し緒お理り殿下の方へ動きは？」

「ケントゥリア型バアトル、一〇〇〇騎、皇城へと移動中、です」

「神しん箭せんの銘を持つ復活者リザレクトは――抑えられなかったのですね」

「しかし衛青くん」

　思し案あんする漢かん帝国の大将軍へ、黒王子が言った。

「ジェベなる敵将が自由に動いている以上、橘征継が戦死――したかはともかく、相手の足止めに失敗したことは事実のはずだ。われわれはどう動く？」

「現状を、維持です」

　衛青はさらりと言った。

「敵軍はカエサル公の武勲で一時的に回復しましたが――時が過ぎるほどにその恩恵は失われていきます。動くのは〝そうなってから〟でも遅くはないかと」

「橘征継が本当に死んでいたら、どうする？」

「…………」

　それは英国軍と相談する事項ではない、とは言わず。

　ただ温おん柔じゆうに、衛青は肩をすくめるだけだった。しかし、その情報が仮に本当なら、皇国日本サイドはきわめて旗色の悪い戦闘を強しいられてしまう。

　ここ南房総の戦いは、これまで一進一退だった。

　しかし、カエサルが武勲《不撓不屈の意志ポツスント・クイア・ポツセ・ヴイデントウル》で勝負を仕掛けてきた。

　活力みなぎる敵軍を前にして、日英の連合軍は早くも押され気味だ。

　モリガン・伏ふく龍りゆうの念導神格イフリートが空中に広げた魔法円も――カエサルに叱しつ咤たされた部隊による突撃で、ところどころ破られていた。

　その破れ目に、衛青直属の神威が一〇〇騎、二〇〇騎と次々投入されていく。

　魔法円＝念障壁を越えてきた敵レギオンを迎撃するためだった。

　……形勢が悪い。

　現状、衛青ひきいる軍団に余力はない。

　神箭ジェベの軍団が迫るという皇城へ、救援を贈ることはできなかった。

　あちらに残してきた兵力で、皇女志緒理と女皇照姫を守り抜けるか。それが勝敗を分かつ鍵かぎとなる――。
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「ついに、ローマの兵が来ましたか」

　女じよ皇おう照てる姫ひめがぼそりと言った。

　神しん箭せんジェベなる復活者リザレクトのひきいるレギオン一千騎が皇こう城じようと、隣接する近衛このえ府ふにまで、ついに到達したのであった。

　空気が陽炎かげろうのように揺らぎ、皇城と近衛府をとりまいている。

　すでに念導神格イフリート《獅し子し王おう》が念ねん障しよう壁へきを展開していたのだ。そこに灰色のケントゥリア型〝バアトル〟たちが矢を射かけていく――。

　獅子王は全長六〇メートルもの白犬の姿で、念力のドームのすぐそばにいた。

「やはり、カエサルさまは信用ならない御方ですね」

　暗く、冷たい瞳で照姫が吐き捨てた。

「ことあるごとにわたくしを守るなどとおっしゃっていたくせに、この照姫の城へ……こうもあっさり兵を差し向けるとは」

　皇城、表宮殿の大広間であった。正式には『正殿』という。

　その上座には玉ぎよく座ざが置かれ、女皇照姫が座している。すぐ隣には、皇こう女じよにして摂せつ政しようとなった志し緒お理りがひかえていた。

　照姫は険のある表情で、尚もつぶやく。

「いずれ機会があれば、意い趣しゆ返がえしをしてやりたいものですね。ええ。たとえ皇城がこのまま陥おとされようとも……臥が薪しん嘗しよう胆たんの歳月を送り、必ず報復して差しあげるのです。わたくしを皇城に十年以上も閉じこめていた分の怨うらみつらみも合わせて、念入りに――」

「女皇陛へい下か」

　やんわりと志緒理は口をはさんだ。照姫が眉まゆをひそめる。

「お説教でしたら、今はおやめくださいまし。もちろん日本国女皇にあるまじき言葉であるとは承知しております。が、家臣も遠ざけておりますし……」

「いえ。志緒理も個人的にはそのお気持ちに同感ですので」

　しれっとした顔で、志緒理は言った。

「その機会を作れるよう、努力してみたいと思います」

「まあ、志緒理さまも」

「はっきり言って、カエサル公はふだんから調子のよいことを言いすぎです。軽けい佻ちよう浮ふ薄はくさのツケをたまには支払うべきでしょう」

「ふふふふ。志緒理さまのそういうところ、わたくし、とても好きですわ」

「恐縮でございます」

　皇こう姫きふたりの前に、念ねん導どう術じゆつのウインドウがいくつも浮かんでいる。

　そのなかでバアトルたちが暴れつづけていた。

　畏おそるべき神箭を射いるだけではない。そこらの路上に停まっていた乗用車やトラック、さらにコンテナなどまで投げつけてくる。

　標的は、皇城を守護する念障壁であった。

　針山のごとき大量の矢と、硬く重量のある物体を手当たり次第、念障壁へとたたきつけてくる。全騎、すこしも休むことなく。

　志緒理は心のなかで思った。

（畿き内ないから強行軍で飛んできたレギオンの動きでは……ない。どこかで霊れい液えきを補給したとも思えないのに）

　南みなみ房ぼう総そうで小休止くらいは取ったようだが、霊液を補給する余裕はなかったはず。

　にもかかわらず、神箭ジェベの軍団は意気軒けん高こうであった。その精せい悍かんな動きに、疲れの色は見み出いだせない。

（まるで征まさ継つぐさまの軍団みたい）

　ある意味、いかさまに近い方法で霊液補給を行う想い人――。

　彼のことに思い至り、ちくりと志緒理の胸が痛んだ。そのとき照姫が言った。

「それにしても、よいのでしょうか？」

　怪け訝げんそうな、そして不安そうでもある、女皇のつぶやきだった。

「防戦のために、レギオンの一騎も出さないままで……」

「立りつ夏かさま――皇城防衛を担になう、東海道総そう督とくの英断です」

　念障壁の外で暴れまわるバアトルたち、彼らを邪魔するレギオンはいない。

　皇こう国こく日本の青きサムライたる神かむ威いも、零れい式しきも、まったく出陣させていなかった。その状況をウインドウで確認しつつ、志緒理は言った。

「皇城を守護する《獅子王》と、その念障壁は十分以上に強力ですから。まずはそれを破るために、敵軍には苦労していただきます」

　ここで不安を見せては、女皇の心が揺れる。だから平然と言った。

　なにより、立夏の采配には志緒理自身も納得しているのだ。

「立夏さまは――敵兵が城内へなだれこんできたところを迎え撃つおつもりなのです」

「上手うまく……いくのでしょうか？」

「現状では、これが最も有効だと志緒理も思います」

　はきはきと語りながら、ひそかに思う。

　本当は、あの手この手で敵の攻撃をいなしながら籠ろう城じようし、増援を待つのがいちばんの対応策なのだ。しかし。

　勇将ジェベの猛攻をいなしつづけるなど、まず不可能。

　そうと判断して、秋あきヶが瀬せ立夏はこの賭けに出たのである。

（あと五〇〇騎、いえ、せめて二〇〇騎の救援があれば……）

　今、志緒理と女皇に仕つかえるレギオンが関東各地で奮ふん戦せんしている。

　だが、その戦場を離れて、皇城へと急行できるほどの優勢を確保した部隊は――まだ現れていなかった。

　ユリウス・カエサルに仕掛けられた〝叛はん乱らんの同時多発〟が効いている。

（征継さま……）

　神箭ジェベが皇城へ来たということは、彼はもう――

　いまだ連絡のつかない腹心の騎士へ、思いを馳はせた刹せつ那なだった。志緒理の体の奥底で、何かがわずかにうずいた。

（!?）

　まさか。志緒理はそっと下腹部を押さえた。

　身につけた洋装のスカートの上から。たしかに感じる。この兆きざしはもしかすると――

「どうかなさいましたか、志緒理さま？」

「申し訳ございません、陛下！　わたくし、すこし席を外します！」




「我が銘めい《鬼おに切きり安やす綱つな》のもと――集結しろ、我が軍団レギオン！」

「我が銘《九く郎ろう判ほう官がん義よし経つね》のもと集結しなさい、我が軍団レギオン！」

　皇城の広い庭園で、騎き士し侯こうふたりが叫ぶ。

　秋ヶ瀬立夏と、橘たちばな初はつ音ねであった。立夏は将校の黒い軍服に宝刀・鬼切安綱、初音はいつものはいからさん姿である。

　上空に、二種のレギオンが大量に姿を見せる。

　青きサムライ神威一六〇騎。烏え帽ぼ子しに似た頭部が特徴的な九郎判官、九〇騎――。

「来たぞ、橘！」

「はいっ！　気合い入れてね、九郎たち！」

　指揮する立場の秋ヶ瀬立夏はあくまで冷静だった。したがう側の橘初音は闘志で熱く燃えていた。

　両軍団長の念を受けて、神威と九郎判官は咆ほう哮こうする。

　ォォォォォォオオオオオオッ！　ォォォォォォオオオオオオッ！

　……皇城を守る念障壁、バアトル一一〇〇騎の猛攻を受けながらも、いまだどうにか健在であった。ここはその内部である。

　しかし、この瞬間。

　皇城周辺をおおう〝陽炎のドーム〟に突破口が生まれた。

　ゆらゆらと揺れる空気のカーテン、その空中の一角が大きく裂けて、揺れが収まる。そこから――約一〇〇騎のバアトルが侵入してきたのである！

「撃て！」

「撃ちなさい！」

　外部からの猛攻によって、念障壁の一部が崩壊してしまったのだ。

　が、そこへ飛びこんできたバアトルども一〇〇騎ほどへ、空中に陣取った神威と九郎判官が銃撃を浴びせていく。

　しかも、迎撃の射手はまだいた。

　大日本帝てい國こく仕様のレギオン、カーキ色の零式が三〇〇騎――。

　こちらも銃じゆう槍そうを連射して、侵入してきたバアトルの部隊に熱線を雨あられと浴びせる。

　皇城を守る皇こう軍ぐん、全て合わせれば五五〇騎である。

　その一斉砲火にさらされて、先せん鋒ぽうとして差し向けられたバアトル一〇〇騎は無惨に横おう死ししていった。熱線で無数の穴を穿うがたれ、蜂の巣となったのだ。

「やりましたね、立夏さま！」

「どうせ壁に穴が開くのだからな。なかで待ち受けて、一気に駆除する。征継どのも駿する河がで使っていた手だ。役に立つだろう？」

「はい！」

「ただ、そう何度も使えない罠わなだがな……」

　目を輝かせる初音の前で、立夏は硬い声こわ音ねを出した。

　皇城防衛の近衛レギオン零式も、もう残っていない。今の兵力で外に打って出ても、敵バアトルはほぼ二倍の軍勢である。まずかなわない。

　念障壁が形を保っている間に、敵軍をどれほど減らせるか。

　それ次第で、ここ皇城の攻防戦は趨すう勢せいが決まる。

「お……お兄さまからの連絡は――」

「まだない。今後もあるかはわからない。期待するな、橘」

「は、はい……」

　無論、話題の人物が想い人であるという点に変わりはない。

　しかし、皇城をあずかった武将として立夏は冷徹に言い、初音も新米ながら前途と責任ある騎士侯として、ぎこちなくうなずいたのだが――

「立夏さま、初音！」

　息を切らせて、彼女たちの主しゆう筋すじにあたる少女が駆けよってきた。

　当然、立夏と初音は大いに驚いた。

「姫様!?」

「ここは危険です、殿下。宮殿へおもどりください！」

　はあはあと肩で息をする皇女志緒理、騎士侯ふたりで出迎えた。

　ここ皇城の中庭は、いわば最前線でもある。そこへ、護衛も連れずに志緒理がやってきたのだ。変装に使うメガネをかけている。おそらく擬ぎ装そうの念ねん導どう術じゆつで、衛兵たちの目をあざむいてきたのだろう。

「き、聞いてください、ふたりとも……」

　運動ぎらいの姫が必死に走ってきたようだ。

　乱れた呼吸はまだ鎮しずまっていない。それでも必死に志緒理は訴える。

「どうか……わたくしに協力してください。征継さまのもとへ、念を送るために。わたくしだけの力では、あの人を助けることが――かなわないのです！」

「お、お兄さまですか!?」

　初音がハッとして、疲れ切った女主人の両手をつかむ。

「お兄さま、きちんと生きてるんですね!?　ま、まかせてくださいっ。初音にできることだったら、いくらでもお手伝いしちゃいます！」

「し……しかし殿下」

　歳下の同どう朋ぼうとは逆に、秋ヶ瀬立夏は尚も冷静だった。

　その資質を見こまれて、橘征継より皇城の防衛をまかされたのだ。さすがの女じよ傑けつぶりを見せながら、立夏は言った。

「手伝いといわれても、私や橘に念術の心得はありません。騎士侯ですので、並みの人間よりは強い念力を持ちはしますが……。われわれよりも念導の間まに集めた精霊たち――それこそモリガンの二号機あたりに声をかけられた方が」

「いいえ」

　理路整然とした意見に、志緒理はかぶりを振った。

「このことで、わたくしを手伝える可能性が、あるのは……あなたがたおふたりだけ。そうと確信するからこそ、こちらへ、参りました」

　体力もないのに長く走ってきたせいで、まだ息はととのわない。

　それでも懸命に、志緒理はふたりの同朋へ訴えた。

「急ぎましょう。征継さまはまだどうにか生きておられますが……今のままでは長くないはずです。わたくしたちの手助けが必要なのです！」
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　橘たちばな征まさ継つぐはうつぶせに倒れていた。

　羽はね田だ空港の滑走路――コンクリートの上である。

　例の不気味な蔓つるが突き刺さった胸、出血は止まっていた。だが、穴は開いたままだ。じんじんと痛む。それに何より、全身に力が入らない。

　わずかな身じろぎをすることもできないほど、弱り果てていた。

　正直、声を出すのもめんどうなほどの疲労感があった。このまま目をつぶり、永遠に眠っていられたら。そんな誘惑すら感じる。

　胸の穴から、命の源みなもとがどんどん流れ出しているような――。

　しかし、それでも。

　征継はどうにか生きのびていたのである。

（このままでは、死ぬ以外の選択肢はないだろうがな……）

　声も出せないまま、『ずしん！』という地響きを感じた。

　黄金の有翼巨兵――あのど派手なケントゥリア型が大地に降り立ったのだ。妙な仮面をつけた刺し客かくもいっしょだろう。

　そのまま、意識は朦もう朧ろうとしていった。しばらく夢うつつの状態が続いた。

　そこから覚醒できたのは、戦いの熱気を感じたからだ。

　……ふと気づけば。

　倒れた征継のそばで、ひとりの男が剣を振るっていたのだ。

　そいつが身につける衣服は洋装で、黒かった。皇こう国こく日本の軍服でも、征継が通学時に使っていた詰め襟えりでもない。

　幕末から明めい治じ初期にかけて、幕ばく軍ぐんと呼ばれた兵士たちがまとったものだ。

　そして、愛刀の鞘さやを腰のベルトに提さげている。

　和いず泉みの守かみ兼かね定さだ。皇こう女じよ志し緒お理りの手を経へて、橘征継が受け継いだ銘めい刀とうの鞘。

　その銘を持つ日本刀を――男は天てん然ねん理り心しん流りゆうの技で巧たくみに振るう。否いな、巧みでありながらもどこか荒々しく、雄お々おしい太た刀ち筋すじで、縦じゆう横おう無む尽じんに戦っている。

　平ひら青せい眼がんの構えから斬撃を繰り出し、刺し突とつを放つ。

　八はつ相そうの構えから苛か烈れつに剣を振りおろし、時に体当たりや足がらみまで放とうとする。

　それを向けられる敵手は……日本人ではなかった。

　黒い巻き毛に白い肌。漆しつ黒こくのコートを着て、目元だけの仮面で顔を隠す。

　仮面の男――その右手の掌てのひらから、緑の蔓が何本も生えていた。七、八本はあるだろう。この蔓が毒蛇のごとく動いて、次々と日本刀の剣士めがけて襲いかかる！

　しゅっ、しゅっ、しゅっ！

　しゅっ、しゅっ、しゅっ、しゅっ！

　蔓の先端は槍やりのようにとがっていた。刺されば只では済まない。その威力、征継は身をもって理解していた。しかし。

　つづけざまに襲ってくる蔓を、日本刀の剣士はみごとに切り捨てていく。
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　斬ざん。斬。斬。斬。斬。ときに突き。斬。斬。だが、切られても切られても蔓は仮面男の掌から『にゅるにゅる』と生えて、ふたたび剣士に襲いかかる。

　切りがない。終わりそうな気配もない。

　しかし、それでも剣士は――嬉き々きとして白はく刃じんを振るっていた。

　その戦いぶり、まさしく鬼と呼ぶべきか。

　さらに、仮面男の目配りに隙すきを見み出いだすや、日本剣術のみごとな摺すり足で一気に距離を詰めてしまい、必殺の二段突きを放つ。

　焦あせった仮面男は必死に跳びのいて、剣の切っ先から逃れた。

　……おそらく復活者リザレクトでもある仮面の男、レギオンと肉体を同化させる技で戦闘力を大いに強化していた。にもかかわらず、剣士は敵を圧倒しつつあった。

　また、征継は気づいた。

　仮面男と剣士のほかにも、戦っている連中がいる。

　あの悪趣味な黄金色のケントゥリア型と、橘征継のレギオン〝兼定〟だ。

　こいつらもやはり『掌から出てきた蔓』と『銘刀・和泉守兼定』を得え物ものにして、全長八メートルの巨体で大立ちまわりをしている――。

　二騎が攻防するたびに大地がズシン、ズシンと大きく震動した。

　両レギオンの動き、仮面男と剣士にそっくりだった。

「ぅ……」

　征継はどうにか声をしぼりだした。

　うつぶせになった体を起こすことはかなわないが、顔だけは上げて、目の前の戦いをなんとか見守っていた。

「刀の男は……俺を守っているのか？」

　つぶやいた瞬間だった。

　日本刀の男が「はっ！」と短い気合い声と共に踏みこみ、真っ向唐から竹たけ割わりの斬撃を豪快に振りおろした。仮面男はとっさに後方へ跳んで、どうにか剣の間合いから逃れる。みごとな反射神経であった。だが。

　斬撃を、完全にかわしそこねていた。

　どうにか身を守った仮面男の――仮面が縦たてに割れた。斬きられたのだ。

「おお!?」

　仮面男の叫びだった。

　割れた仮面がコンクリートの地面に落ちていく。『なかなかの美男子』と評すべき素顔がそこにはあった。

　が、元仮面男はさっと左手で顔を隠し、見せまいとする。

　さらに黄金のケントゥリア型がその巨大な両手で元仮面男をつつみこんで、空へと急上昇していった。

「そんなに素顔を披ひ露ろうしたくなかったとはな」

　皮肉っぽくつぶやいたのは、和泉守兼定を振るっていた剣士だった。

　こちらも――役者のような色男だった。声もいい。三〇歳前後だろう。そして端整な顔つきに、厳しさと雄々しさが色濃くにじみ出ている。幾千の戦場を駆けめぐった征継とはまたべつの意味で、数あま多たの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきた猛も者さなのだ。

　その銘に心当たりがある。

「土ひじ方かた歳とし三ぞう……」

　黒衣の剣士へ、征継は呼びかけた。

「俺を守ってくれたのか？」

　銘刀・和泉守兼定は今までも意志のごときものを見せてきた。

　もしかしたら、かつての使い手が遺のこした念かもしれない。そうも思った。それがついに具現化して、人間の姿となったのではないか？

　想像を裏づけるように、剣士は軽くうなずいてみせる。

　土方歳三の残存思念ないし霊魂らしき何かは、ぼそりとつぶやいた。

「柄がらにもないことをした。おかげでしくじったぞ」

「俺はどうにか生きのびているが……何をしくじった？」

　死にかけのかぼそい声を吐き出して、問う。

　どうにか上体だけ起こした征継へ、土方は無造作に返事した。

「やつを貴様に近づかせまいと、慣れない護衛役を買って出たからな。おかげで、あの悪趣味な仮面の男を……殺やりそこねた」

「…………」

「ふだんどおりにやれれば、確実に斬れたぞ」

　孤こ剣けんを恃たのみに成り上がった『最後の侍さむらい』はにやりと笑う。冗談半分、なのだろう。土方は和泉守兼定を鞘に収めた。

「体の方はどうだ、橘よ？」

「かなり……まずそうだな。治療が必要だろう……」

「医者に診みせても意味はないぞ。貴様、あの不ふ埒らち者ものの得物で命と力の源――霊れい液えきを吸いとられてしまったのだからな。そう長くは保もつまい」

「たしか、か……？」

「これでも元は薬売りだ。見立てがまちがっているとは思わん」

「…………」

「俺が護衛をしてやれる時間もそろそろ終わる。橘よ、どうにかして霊液をかき集めて、生きのびろ。人間ひとりの生き死になど些さ末まつなことだが、おまえの場合は――」

「皇国の存亡がかかっている……わけ、か……」

「わかっているなら、屍しかばね同然の体に鞭むちを打て」

　土方はうすく微笑していた。

　口は悪いが、存外に思いやり深そうな笑みだった。

　――鬼の副長と呼ばれた頃とちがい、陸軍奉ぶ行ぎよう並なみとして箱はこ館だてへ赴おもむいた以降はちょくちょく冗談も口にして、部下を思いやっていたという。

　おそらく、その頃もこんな表情をしていたのだろう。

　新しん撰せん組ぐみ副長、幕臣としての重圧から、徐々に解放された結果なのかもしれない。

　この助言を最後に、土方歳三はフッと姿を消した。ガチャッと音を立てて、鞘に入った和泉守兼定が目の前に落ちてくる。

　征継はほんのかすかに唇をゆがめた。苦笑である。

「自分は退場するくせに、気楽に言ってくれる……」

　実はこのとき、征継には見えていた。

　ふたたび空から降下してくる――黄金のケントゥリア型が。

　その巨体の左肩には、例の仮面男が座している。土方歳三の剣で断たれたはずの仮面だが、スペアがあったのか、新品に代わっていた。

　対して、征継の方は倒れたままだった。もう護衛もいない。

　土方歳三の思し念ねん体たい、長時間は維持できないのだろう――。

「く……っ」

　起きあがる力などない。絶体絶命であった。

　初はつ音ねを同行させていれば、緊急の霊液補給を頼めたかもしれない。だが、あの娘は〝ある理由〟から皇こう城じように残した。立りつ夏かにも皇城防衛の指揮という大役がある。高貴なる皇こう女じよを戦場に連れ出すなど、もってのほか。だから単身で出陣したのだが――

　さすがの征継も歯嚙みした、そのとき。

（征継さま）

　耳元で麗うるわしい声を聞いた。

　姫。忠誠と情愛を捧ささげた女主人。皇女志し緒お理り。まちがいない。遠く離れた地から、なんらかの手段で念を送ってきたのだ！

（征継どの）（お兄さま）

　秋あきヶが瀬せ立夏と初音の念も、受け取れた気がする。

　同時に、わずかだが体の奥底にぬくもりと、力がわいてきた。

　これは命だ。征継たち復活者リザレクトの命と活力の源である霊液――その滋じ養ようによく似ていた。これも皇女たちの心尽くしだというのか？

「姫たちは一体、どうやって……」

　死にかけた五体に、契ちぎりを交わした娘たちからの想いがとどいた。

　いぶかしみながらも、征継は身を起こした。

　これに応こたえる義務が自分にはある。そのための当てもある。わずかではあるが――彼女たちが送ってくれた力があれば、きっとできる……！

「おまえの武ぶ勲くんを借りるぞ、初音……！」

　征継はつぶやいた。

　源みなもとの九く郎ろう義よし経つねより《銘》を引き継いだ少女のことを必死に頭に思い描きながら。どうにか右手をのばして、和泉守兼定を鞘ごとつかむ。

　直後――

　征継とその愛刀は忽こつ然ぜんと姿を消した。

　橘初音の武勲《虎こ韜とう必ひつ出しゆつ》。レギオンと人間たちを瞬間移動させる力。万一のときは、女皇と志緒理を城から退避させるための脱出手段となる。だから妹分にして未来の妻を、皇城に残してきたのである。

　転移のはじまりと同時に、征継はふたたび意識を失った。




「征継さま！」「お兄さま!?」「征継どの！」

　めざめたとき、征継は皇城内の庭園にいた。

　四阿あずまやの屋根の下である。そのさらに上、空中では皇こう軍ぐんの神かむ威いらが銃撃を放っていた。大気中に穿うがたれた念ねん障しよう壁へきの『穴』めがけて。

　そこから、灰色のバアトルたちが突入してこようとしている。

　それを阻はばむために神威が、九く郎ろう判ほう官がんが、ひたむきに銃じゆう槍そうを連射して、迎え撃っていた。

　この戦火の下で、征継は地面に寝かされていた。

　申し訳程度にうすい毛布を敷いてあるだけなので、寝心地は悪い。しかし、枕だけは極上だった。柔らかな膝ひざ枕まくらが征継の頭を支えてくれていた。

　畏おそれ多いことに、皇女志緒理の膝だった。

　しかもスカートとストッキングを脱いで、白い素肌がむき出しの――。

「おめざめになられましたか、征継さま!?」

「……どうにか」

「さすがお兄さま、不死身っぽくて素敵だわ！」

「私たちも、その……一肌脱いだ甲か斐いがあります」

　皇女殿下に膝枕されて、寝かされていた橘征継。

　その右に添い寝していたのは、妹分の初音だ。そして、左に添い寝していたのは東海道総そう督とくでもある秋ヶ瀬立夏だった。

　彼女たちは三人とも、スカートや袴はかまといった〝下〟の着衣を脱いでいた。

　上半身も上着を脱いで、ブラウスや肌はだ襦じゆ袢ばんだけ。そんな薄着で、足もむき出しにして、征継に密着してくれていたのである。

　初音も、立夏も、それぞれの素足を征継の足にからめていた。

　征継は制服のズボンをはいたままだが、それでも彼女たちのやわらかなふとももの感触はしっかりとわかる。幾度もこの手でたしかめているから、尚更だ。

　皇女志緒理は端たん然ぜんと正座していた。

　その高貴なふとももから、ぬくもりが征継の後頭部にじんわり伝わってくる。

　彼女たちは意識不明の征継へ、こうして素肌を密着させることで――霊液を分けてくれていたのだろう。

　全身に力と精気がみなぎっていた。征継はわずかに唇をゆがめた。

　あふれる闘志にまかせて、微笑したのである。

　むくりと身を起こす。すぐさま鞘入りの日本刀が差し出された。

「征継どの、これを」

「ありがたい」

　さすが相棒だった。立夏が和泉守兼定を渡してくれたのだ。

　それを受け取り、征継は大きくうなずいた。そして、わずかに首をかしげる。

「ところで、姫たちは一体どうやって……俺に力を送ったんだ？」

　征継が絶体絶命となったのは、羽田空港である。

　ここは東京青あお山やまの皇城。いかに皇女志緒理の霊力が傑けつ出しゆつしていようとも、二〇キロほどを隔へだてて瀕ひん死しの男に活力を吹きこむなど不可能に思える。それともまさか、征継ごときのために聖せい獣じゆうへ奇跡を願ったのか？　寿命を犠牲にしてまで。

　征継の疑ぎ惑わくを読み取ったのだろう。志緒理が微笑みかけてきた。

「ご安心ください。これはいわば、わたくしたちの絆きずなが成し遂とげた奇跡です」

「絆？」

　怜れい悧りで理知的な皇女殿下らしくない、美談仕立ての語り口であった。

　いぶかしむ征継をからかうように、志緒理はいたずらっぽく笑う。なぜかブラウスの上から下腹部のあたりを両手で押さえながら。

「はい。くわしいことはまたあとで。今はとにかく――わたくしたちの未来のために、戦っていただきたいと思います」

「承知した」

　もちろん否いなやはない。征継は即座に言った。
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「巣穴にこもったネズミども、案外しぶといようだな」

　神しん箭せんジェベはつぶやいた。

　白銀の翼竜に乗り、地上を見おろしている。

　東京青あお山やまの上空だった。広々とした敷地内には日本庭園や鬱うつ蒼そうたる森などがあり、そのほぼ中心に、皇こう城じようと近衛このえ府ふが位置している。

　ふたつの建造物は、陽炎かげろうのごとく揺らめく空気ですっぽり覆おおいかくされていた。

　ドーム状の念ねん障しよう壁へきによって、日本国女じよ皇おうの住まいを防護しているのだ。そして、そのドームの頂点あたりに大きな亀き裂れつが入っていた。

　ジェベの左肩の上で、白イタチ＝ヤン参さん謀ぼうが言った。

「障壁内部に、またレギオンを突入させますか？」

「やらん。穴のなかの獲え物もの、まだまだ活いきがよさそうだからな」

　堅けん牢ろうな念障壁への攻撃をつづけ、どうにか亀裂を作った。

　そこへ試しに七〇騎ほど送りこんでみたが、返り討ちに遭あった。

　現在、ジェベに付きしたがうバアトルは七三七騎。神箭の名将と共に、空中より虎こ視し眈たん々たんと皇城を見おろしている……。

「となれば、急ぐ必要はない。あの城壁をぶち破ってから狩りをすればいい」

　ジェベはじろりと地上を見据えた。

　念障壁のドーム。そのすぐそばでは、念導神格イフリート《獅し子し王おう》が天に向けて、さかんに吠ほえつづけている。

　オオオオオンンッ！　オオオオオンンッ！　オオオオオンンッ！

　全長六〇メートルはあろう白獅子だが、あくまで幻影だ。念を使う以外に、現実の事象に干かん渉しようする手段を持たない生物クリーチヤーなのだ。

　かくして獅子王の幻影体イメージは無視して――

　七百余騎のバアトルは、空からの一斉射撃を再開した。

　念障壁のドームへ、矢の雨が豪快に降りそそいでいく。

「ジェベ将軍。カエサル閣かつ下かの進攻に呼応した関東将しよう家けの騎士とレギオンが――あと一〇分程度で皇城に到着しそうです」

「ほう」

「すこし前まで、練ねり馬まの鎮ちん守じゆ府ふを攻めていた連中ですね」

　皇こう国こく日本の随ずい獣じゆう、八や咫た烏がらすが飛んできて、伝令のウインドウを空中に投射した。それを読んだヤン参謀が報告してくれた。

「ネリマとやらの鎮守府はもう陥おとしたのか？」

「ええ。で、前もってカエサル閣下に指示されていたとおり、我が軍団へ合流しに、駆けつけたわけです。同様に、皇城へ移動中のレギオンと関東騎士が……四個軍団。合計で二〇〇騎前後の増援ってところですねえ」

「そうか。ところで」

　ジェベは南の方位に目を向けていた。

「あちらから――厄やつ介かいな死にぞこないがやってくるのに気づいているか？」

「えっ？」

「例の赤紫が来るぞ」

「ええええっ!?」

　白いイタチ型の随獣が、意外に人間らしい表情で驚きよう愕がくしていた。

　この参謀にはまず見えまい。だが草原育ちの騎馬民族は驚異的な視力を持つ。なかでも傑けつ出しゆつした射手である神箭ジェベは――別格だった。

　その誰よりもすぐれた目で、ジェベはすでに視認していた。

　新しん羽はね田だ鎮守府のあった方角より、六〇〇騎前後はいようレギオン〝兼かね定さだ〟の軍団がこちらにめがけて接近しつつある。

　かなり速い。霊れい液えきをめいっぱい燃やしての飛行だった。しかも。

「活きがいいな。無理をしている様子がない。やつの方も――どうにかして霊液を補給したと見える」

　かつての盟友が生きていたという安あん堵どはなかった。

　厄介な敵がまたやってくるという忌いま忌いましさもなかった。代わりに、ジェベの心に去きよ来らいしたものは――全身が総毛立つような興奮だった。

　まだ終わりではない。むしろ、ここからが本番だ。

　恍こう惚こつ感にも似た充足を覚えるジェベに対して、ヤン参謀は啞あ然ぜんとしていた。

「マジですか。ブルートゥスのやつ、しくじったんスねえ……」

「やつに伝令を飛ばせ。おまえが逃した獲え物もの、こちらへ来ているぞと。返り討ちに遭あっていなければ、すぐに来るだろう」

「は、はい！」

　直後だった。

　地上の皇城を守っていた念障壁のドームが――いきなり消滅して、代わりに念導神格イフリート《獅子王》が雄お々おしく咆ほう哮こうする。

　オォォォォオオオオオオオオオオオオッ！

　巨大な獅子の口より、念力の砲弾が轟ごう然ぜんと放たれた。

　上空から矢を雨あられと降らせていたバアトル七百余騎へ向けて。しかも単発では終わらず、次々と新たな念砲弾を吐き出していく。

　ついに皇城側も防御を捨てて、攻勢に転じたのである。




　灰色と赤紫のレギオン数百騎同士が、またしても空中で激突した。

　羽田の空から空港と東京湾に墜おちた兼定たち。皇城へ転移した征継に呼ばれて、彼らがついに駆けつけたのである。

　赤紫色の精兵、その数、実に六二九騎。

　迎え撃つバアトル側の方は――六四二騎であった。

　すこし前から念導神格《獅子王》が連射していた念砲弾。ここで全ての念力を使い切るという勢いで放たれた対空砲火は、灰色の弓兵たちを百騎以上も撃げき墜ついさせていたのである。

　しかも。

「加勢するわよ、お兄さま！」

「大将首を取って、鬼おに切きりの武名を見せつけてこい！」

　対空砲火の収束を待って、今まで皇城にこもっていたレギオンらも参戦する。

　橘たちばな初はつ音ねの意を受けた九く郎ろう判ほう官がん、六〇騎。秋あきヶが瀬せ立りつ夏かに叱しつ咤たされた神かむ威い、一二〇騎。ジェベ軍団の攻撃を退しりぞけながら、どうにか温存してきた〝虎の子〟のレギオンたちを――ついに戦場の空へと送り出してきたのだ。

　皇こう軍ぐんのレギオン、これで総勢八〇〇騎ほどとなった。

　若じやつ干かんだがジェベ側のバアトルを越えた。

　皇城の空で、両陣営のレギオンがせわしなく殺さつ戮りくし合っている。

　神のごとき射手であるバアトルたちも、武装を弓から銃じゆう槍そうにもどしていた。やはり、槍やりを使えた方がとっさの白はく兵へい戦せんにも対応しやすいからだ。

　両軍の全レギオンがいりみだれての混戦。

　銃槍から熱線を放ち、その先端を槍として敵兵に突き刺す。斬きり裂く。

　そのなかで赤紫色の兼かね定さだ――ひとにぎりの五〇騎ほどが武器を日本刀に変えて、バアトルたちに率先して斬りこんでいった。

　捨て身の抜ばつ刀とう突撃で、敵を攪かく乱らんするためだった。

　鬼と呼ばれた剣けん客かくの意地と技。これにさらされた一部のバアトルは、ならばとこちらも武器を弓矢に変えて、味方を襲う抜刀兼定へ必殺必中の矢で射いぬいてみせる。

　熾し烈れつなる死闘。

　一秒ごとに両軍のレギオンが傷つき、斃なおれていく。力尽きて墜落していく。

　そのさなか、ヤン参謀の魂を宿した白イタチが叫ぶ。

「ジェベ将軍っ。増援、来ましたよ！」

「よし」

　皇国日本の新政権を見かぎり、カエサルを選んだ関東騎士たち――彼らの神威が二一三騎も到着したのである。

　これで皇軍サイドとの数的不利が消えた。

　青い人造霊液が飛び散る戦場、ますます混迷を深めていくのだが。

「……ついに来たか、皇軍総大将」

　ジェベはうすく唇をゆがめて、微笑した。

　灰色・青・赤紫のレギオンどもが入り乱れる戦場。空のあちこちで繰りひろげられる銃撃戦・白兵戦をすりぬけて――

　浅あさ葱ぎ色の陣羽織をまとう騎き士し侯こうと翼竜が、こちらに向かってくる。

　もちろん《橘征まさ継つぐ》の銘を名乗る男であった。




「ここで出会うのが俺たちの縁というわけか……」

　征継はつぶやいた。

　右手に和いず泉みの守かみ兼定、左手に立夏から借りた鬼切安やす綱つなを持ち、下半身の動きと体重移動だけで翼竜を操っていた。さっきも使った二刀流だ。

　大規模な乱戦の渦中である。出会わない可能性もありえただろう。

　だが、こうして将軍ふたりが巡り会った以上、吸いよせられるようにふたりはたがいの騎き竜りゆうに接近を指示して、直接対決に臨のぞむ――。

　征継は時計回りに竜を進ませた。

　ジェベの竜に急接近して、二刀を打ち込む心づもりだった。

　すると神箭の射手も――同じく時計回りに竜を進ませて、猛スピードで近づく征継側から遠ざかっていく。そのうえ逃げながら矢も放つ。二の矢も放つ。

　ひゅん！　ひゅん！

　左右二刀を一度ずつ振って、二本の矢を切り払った。

　そのまま時計回りに追いつづける征継とその翼竜。ジェベは負けじと時計回りに逃げつづけながら、竜の鞍あん上じようから矢を撃ってくる。

　矢をつがえ、弦つるを引き、射る――

　この三動作をほぼ一いつ刹せつ那なで完了させる。迫りくる矢。矢。矢。矢。矢。矢。矢。矢。矢。矢。矢。矢。矢。矢。矢。矢。

　わずか数秒の間に、おびただしい数の神箭が飛来してきた。

　ジェベの神技だった。征継だけでなく、その騎竜まで蜂の巣となるだろう。

　防ぎ切れるはずのない矢や衾ぶすまを前に、征継は吠えた。

「俺を守れ、我がレギオンよ！」

　レギオン兼定と己を同化させる術。今までも幾度か使ってきた。なかば透きとおった赤紫の巨体が――征継および騎竜と重なる。

　有翼巨兵の装甲とぶあつい筋肉が、矢をはじき返し……はしなかった。

　ずぶずぶと突き刺さり、貫通していった。

　征継に重なるレギオン兼定の巨体に、十数個もの穴が穿うがたれた。この矢こそが名将ジェベの武ぶ勲くん。レギオンをもつらぬく精密無比なる剛ごう弓きゆうなのだ。

　が、穴だらけになって死ぬはずの征継は――

「おおおおおおっ！」

　翼竜にまたがり、レギオンの影をまといながら、ジェベめがけて飛びこむ。

　健在だった。雄お々おしく吠ほえていた。

　和泉守兼定と鬼切安綱、この二刀で己の眉み間けんと心臓を射ぬくはずだった矢のみをはじいて、即死となるのを防いでいたのだ。残りの矢傷はレギオンの巨体と生命力を借りて、どうにか堪こらえる――。

「貴様の弓を敵にまわして、無傷で済むはずもないからな……！」

「ならば、こちらの仕上げを喰らうがいい！　来い、ブルートゥスよ！」

　あと十数メートルで、征継を乗せた翼竜がジェベの竜までたどりつくというとき。

　ふたりの間に――黄金のケントゥリアが割りこんできた。

　その肩に仮面の復活者リザレクトが腰かけていた。こいつも羽田から来ていたのだ。黄金色のレギオンが右手を開き、そこから幾本もの蔓つるがのびてきた――その瞬間。

　征継はフッと笑う。

　涼しげで、くそ生意気そうな少年の声が聞こえたからだ。

「フン。その程度の刺し客かくでえらそうにするな。オレの前では力不足も甚はなはだしいぞ！」

　忽こつ然ぜんと――

　レギオン〝九郎判官〟が瞬間移動してきた。

　さらに銃槍をつづけざまに振るう。銃口の下に取りつけた刃やいばが稲妻のごとく奔はしり、『ひゅっ、ひゅっ、ひゅっ、ひゅっ、ひゅっ！』と五度もひらめく。

　黄金のレギオンの顔面と、掌てのひらから出した四本の蔓が斬り裂かれた。

　初音からの援護だった。仮面の男の襲来にそなえて、配下を空へ送りこんだのだ。武勲《虎こ韜とう必ひつ出しゆつ》による瞬間移動で。

　おまけに、天下随ずい一いちの名将にして武芸者だった少年までつけてきた。

「ははははは！　九郎義よし経つねの兵法、とくと見ておけ！」

　美貌ではあるが、ひどく生意気な少年の哄こう笑しようだった。

　レギオン九郎判官といっしょに、空中にいきなり出現したのだ。

　陰おん陽みよう師じ風の狩かり衣ぎぬを着た――かつての牛うし若わか丸まる。源みなもとの九郎義経の幼き日の姿。彼は猛もう禽きんのごとく空中を舞いおり、襲いかかっていった。

　仮面の復活者リザレクト、黄金のケントゥリアの肩に乗っていた男へ。

　――ガッ！

　空中であざやかに体を一回転させて、牛若丸はまわし蹴りを放った。これが仮面男のこめかみに決まり、そのままケントゥリアの肩から落ちた。

　牛若丸と共に、仮面の復活者も数百メートル真下の大地へ墜落していく！

「騎馬の民たみの将よ、これは義経からの餞別はなむけだ！」

　自身も大気のなかを墜落しながら――

　童子姿の義経／牛若丸は、開いたままの扇せん子すを投げた。

　これが高度二〇〇メートルの上空を吹く風に乗って、飛んでいく。神箭ジェベの――顔のすぐ前まで。

　開いた扇子によって、一瞬だがジェベの視界がさえぎられる。

　征継の翼竜はまさしくその瞬間に羽ばたいて、力強く、一気に加速した。

「!?」

「さらばだ、神箭の射手よ」

　ジェベの翼竜とすれちがいざま、征継は和泉守兼定を振るった。

　手て応ごたえあり。屈強な大男の胴を存分に薙ないだという感触。青い霊液ではなく赤き鮮血――人体を流れる液体が飛び散る。

　征継の竜はそのまま勢いに乗って、まっすぐ飛んでいく。

　ちらりと、征継はうしろを振りかえった。

　命と意識を断ち切られたジェベは、騎竜の頸くびにぐったりと突っ伏している。ついに今世での生を終えたのだ。

　主あるじの骸むくろを乗せたまま、ジェベの翼竜は飛翔をやめない。

　乗り手の死に気づいていないのだろう。征継の目には、斬られる寸前に敵将の見せた表情がまだ焼きついている。

　雑で、物事にこだわらない性しよう分ぶんだったはずの神箭ジェベ。

　あの男らしくもない、悟りきった――何かを粛しゆく然ぜんと受け入れる顔だった。

　もしかしたら。今世で何か為すべきこと、為したいことを見つけられなかった復活者リザレクトは、死ぬ間ま際ぎわにあんな表情を浮かべるのかもしれない。

　……皇城上空で勇戦していたバアトル数百騎。

　灰色の精鋭レギオンたちが一騎、また一騎と墜ちていく。

　軍団長であるジェベが斃たおれ、彼らも活動を維持できなくなったのである。




　　　　　　　　　５




「おのれ、あとすこしであったというのに！」

　大地へ向けて落下しながら、仮面の復活者リザレクトが吠ほえていた。

　奇妙な衣装の童子に蹴りとばされて、黄金のケントゥリアから突き落とされた。このまま落ち続ければ、皇こう城じようの中庭に激突するだろう。

「あとすこしで、我が主あるじの指令をまっとうできたのだぞ、私は！」

　地上まであと一〇〇メートル、九〇、八〇――。

　よく手入れされた緑の芝生がぐんぐん近づきつつある。これがふつうの復活者なら、配下のレギオンを呼んで、空中の主をキャッチさせるだろう。

　しかし、彼の銘めいはブルートゥス。

　かつて●●●●・●●●●を殺あやめた男。

　その過去ゆえに《英雄抹まつ殺さつ》なる武ぶ勲くんを得たが、その特異な能力とひきかえなのか、指揮できるレギオンの数はわずか一騎のみだった。

　希少な一騎も、やけに頭の長い日本レギオンに打ち負かされている……。

「私はこのまま死ぬというのか!?」

　ブルートゥスは叫んだ。

　己おのれにはまだ、やるべきことがあったはずなのだ。偉大なるローマ共和国の体制を揺るがす大罪人に神罰を落とし、世界に正義を示すという。

　だが――おお、我がローマの守護神マルスよ。ウェヌスよ。

　我ブルートゥスの命をここで召し上げるおつもりか……!?

「ちょぉっと待ったあ！」

「むっ!?」

　そこに一匹の翼竜が飛びこんできた。

　皇こう国こく日本の青ではなく、白銀の竜だった。ローマ所属のしるしだ。そして、乗り手のいない鞍くらの上には白イタチ型の随ずい獣じゆうフェレースが乗っていた。

　その翼竜は風の流れに乗り、懸命に加速をつづけて、ついに落下してきたブルートゥスの体を背中の鞍で受けとめたのである！

　竜を連れてきたとおぼしき白イタチが人語で告げた。

「ブルー……じゃない、ネモ将軍っ。われらローマ帝国とカエサル閣かつ下かのために、もうすこしがんばっていただきますよ！」

「おお、おまえであったか」

　今回の作戦中、〝ひとりめのネモ〟の面倒を見ていた随獣である。

　魔術で人間の魂を宿らせているらしい。ともかく、このイタチのおかげで九死に一生を得たと――ブルートゥスが安あん堵どしたとき。

　ズダァァァァァァァンッ！

　稲妻にも似た轟ごう音おん、今の世でいう銃声とやらがとどろいた。

　直後、羽ばたく翼竜の――左側の翼がはじけた。竜翼の皮と、肉と、鮮血が飛び散る。威力甚大なる銃弾によって、大穴を開けられたのだ。

「うわっ!?」

「おお!?」

　当然、翼竜は飛ぶこともままならなくなる。

　白イタチとブルートゥスを乗せたまま、地上へ墜つい落らくしていった。




「義よし経つねさん、ありがとう。大おお手て柄がらだったわ」

　武勲《虎こ韜とう必ひつ出しゆつ》でレギオン・九く郎ろう判ほう官がんを送り出すとき、その脚部のすね当てに、初はつ音ねは藍あい色の巻物をはさんでおいた。

　橘たちばな初音が継承した《銘》の具現体である。

　意外とお節介な源みなもとの九郎義経の意志は、しっかり一働きしてくれた。

（ふん。小娘の分際でえらそうに……）

　今は初音の手のなかで巻物にもどり、悪態をついている。それを無視して、もうひとりの功労者へ目を向けた。

「それにしてもご隠居さまって……射撃、上手うまかったのねえ」

　しみじみと初音に言われて、徳とく川がわ家いえ康やすは「ちっ」と舌打ちした。

「近頃の若い者は、わしが鉄砲と鷹たか狩がりの名手であったことも知らぬのか」

「知らないわ。徳川家康が出てくる時代劇でそんなシーン、見たことないもの」

「ええい、わしをことあるごとに登場させるという国営放送め。そこにこだわらなくてどうする……」

「仕方ないんじゃないかしら。鷹狩りのロケの手配って、たいへんそうだし」

　訳知り顔で初音は言った。

　着物に羽織という和装スタイルの徳川家康、狙そ撃げき用ライフルを手にしていた。

　前世では、火縄銃と訓練した鷹で獲え物ものをしとめていた。

　だが二〇世紀末ともなれば、道具も変わる。たった今、家康は現代製のライフルを撃ち、仮面の復活者リザレクトとその騎き竜りゆうを撃墜したのである。同じ製品が日本をふくむ世界各国の陸軍や海兵隊で用いられている。

　……皇城の庭園であった。

　墜おちてきた翼竜と、なぜか同乗していたイタチ型の随獣は墜つい死しを遂とげた。

　しかし、目元を仮面で隠した復活者は――生きていた。やはり常人を凌りよう駕がする頑健さを持っているのだろう。竜に乗ったまま墜ちてきたとき、勢いあまって地面に投げ出されたが、左肘ひじを骨折しただけで済んだようだった。

　リチャード獅し子し心しん王おうを葬り、橘征まさ継つぐの暗殺に成功しかけた復活者。

　この男を取り押さえたのは――妖人・平たいらの将まさ門かどであった。

　ついに大日本帝てい國こく軍の衣ころもを脱いで、皇こう国こく日本の黒い軍服をまとっていた。しかし、燃える双そう眸ぼうを持つ皇こう都と守護の大だい怨おん霊りようたる点に変わりはない。

　妖気をただよわせながら、仮面の復活者にするすると近づいて、

「南な無む……」

　銘めい刀とう・孫まご六ろく兼かね元もとを突きつけたのだ。

　仮面の男は一瞬、ナイフを手に抵抗するそぶりを見せた。

　しかし、みごとな早技で孫六兼元がひらめいて、この怪あやしげな復活者の顔――否いな、仮面だけを器用に斬きり裂いてみせた。

　とたんに仮面男はへたりこみ、悄しよう然ぜんとうなだれてしまった……。

「お答えください、志し緒お理りさま」

　大怨霊にして近衛このえ大将が守るべき人物も、庭園に来ていた。

　女じよ皇おう照てる姫ひめは眉み間けんにしわを寄せていた。神しん箭せんジェベの死でバアトルの軍勢は墜落し、敵の残党もほぼ駆く逐ちくし終えている。戦闘後の被害を検分すべく、日本国の女皇陛へい下かが自みずから足を運んできたのである。

「この刺し客かくをなぜ生かしておくのでしょう？　かような者の存在が、我が皇国の益になるとも思えないのですが」

「すこし、気になることがあったのでございます」

　淑しとやかに志緒理は言った。

　妖人・平将門が殺気まじりに銘刀を振りあげたとき、すぐに「殺してはなりません！」と制止したのは――皇こう女じよにして摂せつ政しようたる彼女だった。

　直前に、橘征継が送ってきた伝令文を一読しての制止であった。

　だが、それを語るよりも先に、女皇の方が言った。

「たしかに……なかなか秀麗な顔立ちです。わたくしの厳しい審美眼にも、十分かなう美形だと言えましょう。でも」

　女皇照姫はくすりと、妖あやしく微笑んだ。

「いちばん好ましいのは、この者の『目』でございます」

　この期ごにおよんでも、元仮面の復活者は悄然とうずくまったままだった。

　暗い瞳で地面を見つめて、ぶつぶつとつぶやいていた。「親愛なる最高司令官カエサルどのアウエ・インペラトール・カエサル。彼ら死なんとする者たちは、モリトウーリー・あなたへの敬意をテー・声高く表明しておりますサルータント……」と。

　英雄カエサルを讃たたえる文句であった。

　それを聞いて、照姫は流行歌でも愉たのしむように目を細める。

「不思議です。この者はこんなにも〝あの御方〟を慕したっているというのに、わたくしにはむしろ、呪じゆ詛その文句であるようにも聞こえます……」

「女皇陛下もそう思われますか？」

「まあ。志緒理さまも？」

　皇こう姫き同士で目を見合わせたあと、おもむろに志緒理は言った。

「橘将軍が戦闘中、たしかに聞いたそうです。敵軍の長はこの復活者リザレクトのことを――《ブルートゥス》と呼んでいたと」

　そのときだった。

　秋あきヶが瀬せ立りつ夏かがひとりの乙女といっしょに、近づいてきた。

「殿下。お言いつけどおり、ご客人をお連れいたしました」

「妾わたくしに何かお話があるとうかがいましたが……いかなる御用でございましょう？」

　しばらく前より、皇城に滞在していた客人。

　徳川家康と共に特使としてローマ本国に赴おもむいてもらった――金髪の美び姫き。ここ皇国日本で大英帝国のために暗躍してきた魔女の後継者。

　プリンセス・エレノアはすばらしく優雅に微笑んでいた。

　毛皮のコートとロシア帽を身につけた姫君。どちらも色は漆しつ黒こくで、魔女の衣と呼ぶにふさわしい不吉さであった。
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「待った甲か斐いがあったようです」

　衛えい青せいはつぶやいた。

　空母クイーン・ヴィクトリアの艦かん橋きようである。皇こう城じようからとどいたばかりの伝令文を読み終えての一言だった。

「このいくさ、そろそろ決着をつけにいきましょう。エドワード王子、ようやく約束を果たせるときが来ました」

「ああ。僕の騎士団の方はいつでもいける」

　華麗なる黒王子は晴れやかに言い切った。

「あとは……君が号令をかければいいだけだ。ガーター騎士団の槍やりと盾たてにかけて、必ず武ぶ勲くんをあげてみせよう！」

「ではモリガンどの。ちょうどよい案配が来たら、教えてください」

「は、い」

　金髪・海兵セーラー服のモリガン一号機が返事した。

　彼女の本体《モルガン・ル・フェイ》、その具現体は巨大な眼球である。この目が炯けい々けいと戦場一帯を見わたしている。

　房ぼう総そう半島の南端、根ね元もと海岸の白しら浜はま鎮ちん守じゆ府ふを中心とするエリアである。

《モルガン・ル・フェイ》と白金の龍神《伏ふく龍りゆう》が展開させた魔法円型の念ねん障しよう壁へきは――すこし前に撃破された。

　今、南房総の空は修しゆ羅らの巷ちまたであった。

　日英連合に属するレギオン――神かむ威い・零れい式しき・クルセイド、合わせて九〇〇騎あまりと、カエサル軍団のレギオンたちが敵味方入りみだれての白はく兵へい戦せんに突入している。

　銃じゆう槍そうの刃やいばをねじ込み、たたきつける。

　至近距離から熱線を撃ち込み、武器がなくなれば素手で殺し合う。

　そして。

　敵方が――残兵の数では上だった。

　一三〇〇騎前後。ケントゥリアと神威の混成軍団だった。

　兵数だけではない。敵軍の方が勢いもあった。

　ユリウス・カエサルの武勲《不撓不屈の意志ポツスント・クイア・ポツセ・ヴイデントウル》によって、消しよう耗もうした霊れい液えきを適てき宜ぎ回復させていたからだ。おかげで、女じよ皇おうと皇こう女じよ志し緒お理りの力で白浜鎮守府の水すい霊れい殿でんを封じたというのに、その恩恵を十分受けられていない。

　だが、日英連合には、比較的消耗していない部隊もいた。

　ナイト・オブ・ガーター、一二〇〇騎。英国最強の黒騎士団は後方に陣取って、ロングボウによる遠隔攻撃に徹していた。

　今も三国のレギオンによる大混戦に参加していない……！

「タイミング、よいようです。まもなく、来ます」

　精霊モリガンの報告に、衛青はうなずいた。

「エドワードどの」

「よし。――思い邪よこしまなる者に災わざわいあれ。我が銘めい《黒王子ブラツクプリンスエドワード》のもとに進軍せよ、ガーター騎士の諸君！」

　英国王家の黒きレギオン、ナイト・オブ・ガーター。

　彼ら一二〇〇騎はすばやく弓から銃じゆう槍そうへと、武装をもどした。後方待機から一転して全力飛行を開始。飛びながら紡ぼう錘すい陣形をととのえていく。

　敵陣へ斬きりこむための動きであった。

　ガーター騎士団がめざす先は、海辺の鎮守府であった。

「狙ねらうはユリウス・カエサルその人だぞ、騎士諸君。われら騎士団の誉ほまれ高き剣を――ローマ帝国の父に突きつけてこい！」

　黒王子エドワードの檄げきだった。

　しかし。カエサル軍の側にも温存していた部隊がある……。




「ようやく、その切り札を投入してきたか」

　白浜鎮守府、護ご国こく塔とう。その屋上でカエサルはほくそ笑んでいた。

「我が親愛なる兵士たちよ。待たせたな。ようやく君たちが活躍する場面だぞ。黒王子殿の近衛このえ騎士団を――たたきつぶせ！」

　それはユリウス・カエサル直属のケントゥリアへの指令だった。

　その数、一四〇〇騎。三国のレギオンが相打つ乱戦には参加させず、白浜鎮守府の後方にずっと待機させていたのだ。ガーター騎士団と同様に。

　白銀のローマ兵たちはきびきびと動き出した。

　迫りくる英国レギオンの突進に対して、まずは壁状陣形を組む。防御の固い陣形でまずは敵の勢いを受けとめて、霊液の消耗を強しいるのだ。

「数ではこちらがまだ上だ。くわえて、私自身の体力もまだ余裕がある。あと二、三度ならレギオン諸君を叱しつ咤たして、戦力を維持できるぞ」

　カエサルは機嫌よく言った。

　傍かたわらにひかえる幕ばく僚りようたちへの、ウインクをしながらの宣言だった。

　天文学的な借金を背負いつづけながらも野心を捨てず、古代ローマの第一人者をめざした年月が鍛えた明るさであり、メンタルだった。

　本当はそろそろ体力の限界も近いのだが、そこは瘦やせ我慢で――

「ん？」

　このとき、カエサルは我が目を疑った。

　護国塔の屋上から、海の方を見わたしていた。数千騎以上のレギオンがそこかしこで乱戦を繰りひろげている。急接近してきた漆しつ黒こくのナイト・オブ・ガーターの軍団を、カエサル直属の精兵たちが壁状陣形で迎え撃っている。そして。

　やにわに海中より、赤紫色の軍団が飛び出してきた。

　神威型のレギオンである。武装は日本刀・和いず泉みの守かみ兼かね定さだ。彼らはカエサル直属の一四〇〇騎めがけて、後方から斬りこんでいく。

　前からはガーター騎士団。うしろからは赤紫の剣士たち。

　ちょうど挟み撃ちの格好だった。

「橘たちばな征まさ継つぐか――!?」

　駆けつけた敵将の名を、カエサルは叫んだ。




「来たか、橘よ！」

「竜りん胆どう先生」

　南房総の空であった。征継は翼竜に乗っていた。

　やや後方から、抜ばつ刀とう突撃させた兼定たちを見守っていたのだ。そこに竜胆先生を乗せた翼竜が近づいてきたのである。

「あいかわらず、あちこち飛びまわる男よな……」

「皇こう城じようの方はかたづいたからな」

　神しん箭せんジェベを破るなり、休みもなしに兼定の生き残り四〇〇騎ほどをひきいて、ここまで飛んできた。ただし、途中からはレギオンたちに東京湾の海中深くを進むように指示した。奇襲のためである。

　まあ、ふだんであればカエサルには通じない小細工だ。

　しかし、どんなに余裕ぶっても、焦あせりがあったのだろう。黒王子エドワードが騎士団を突撃させたとき、反射的に温存していたケントゥリアで迎え撃った。そこに征継は隙すきを見み出いだしたのだ。奇襲を成功させるための隙を。

　おそらく、皇女志緒理と女皇の仕掛けが影響したはずだ。

　いくら武勲《不撓不屈の意志ポツスント・クイア・ポツセ・ヴイデントウル》でレギオンをすこしずつ回復できるといっても、いずれ遠からぬうちに限界が来るという――。その焦りを引き出したのは、ガーター騎士団の投入をぎりぎりまで堪こらえた衛青将軍の采配であった。

「た、橘。もし霊液の補給が必要なら……わしが融ゆう通ずうしてやってもかまわないぞ？」

　おずおずと竜胆先生が声をかけてきた。

「もちろん、おまえが是非にと望むのなら、だが……」

「ほう」

「なんじゃ。わしの顔をじろじろと見て」

「いや。今の先生がやけに可愛らしく思えたものでな」

「ば、ばかもの！」

　恥じらいながらも征継を気にかける竜胆先生、幼い容姿相応に可か憐れんであった。

　そして、そう告げられて、狼ろう狽ばいする姿も。ともあれ齢よわい一〇〇を超すという念導精霊ジーニーとの間に奇妙な縁ができつつある――。

「まあ見たところ、兼定どもの動きもそこそこ軽い。補給の必要はなさそうじゃが……」

「残念だったか？」

「ばかもの！　……そうじゃ。天てん海かいの坊主からも伝令が来たぞ。今、こちらに向かっている途中じゃという」

　天海僧そう正じようにも関東各地の叛はん乱らんを鎮しずめるため、出陣してもらった。

　その仕事が一段落ついたのだろう。ちなみに家いえ康やすにも同じ役割をまかせていたが、あちらは一足先に皇城へと合流し、仮面の男ブルートゥスを狙そ撃げきした……。

　ともあれ、征継はつぶやいた。

「これでほぼ〝詰み〟だな、カエサルよ」

　ユリウス・カエサルはここから、いかなる反応を見せるだろうか？

　剣を枕に討ち死にするか。すみやかに降伏し、名誉ある捕ほ虜りよとしての待遇を求めるか。後者の方がありそうな幕引きに思える。

　あとは――

　例の手が功を奏して、第三の幕切れを迎えるか。




「やあ。そろそろ連絡がある頃だと思ったよ、志緒理」

　白浜鎮守府、城じよう代だいの執務室であった。

　カエサルは重厚なデザインのデスクに向き合い、有線電話で会話中だった。橘征継の軍団による奇襲がはじまった直後、連絡が入ったのである。

　皇城との直通回線を利用したものだった。

　受話器からは、皇女志緒理の淑しとやかな声が聞こえてくる。

『でしたら、一から用件を説明せずともよろしゅうございますね？』

「無論だとも。ま、そのあたりを省略して、単刀直入に言うなら……こちらの心の準備はすでに終わっている。いつでも君たちに投降しようじゃないか」

『…………』

　外の戦闘はまだ終結していない。

　だが、次にそなえるため、あえてカエサルは皇女との対話を選んだ。

「君は賢い人だからね。ここで〝勝ちすぎる〟危険を十分わかっているはずだ」

『そう――ですね。いかに現ローマ皇帝がカエサル公の排除を望んでも、東方ローマ帝国の礎いしずえを築いたのは』

「ああ。私個人の才覚だ。ゆえにカエサルを慕したう国民は大勢いる」

　国こく父ふとしての己おのれの功績を思い出すだけで、うっとりとしてしまう。

　その陶酔にまかせて、カエサルは朗々と言った。

「名もなき市し井せいの民たみはもちろん、帝国内の隠れなき実力者たちの多くが《初代皇帝ユリウス・カエサル》を慕したっている。この戦場で私を殺あやめれば、皇こう国こく日本は『カエサル殺し』の烙らく印いんを――長きにわたって背負うことになるぞ？」

『その烙印は数年後、数十年後』

　志緒理がそっとため息をつく。その気配が受話器越しに伝わってきた。

『ローマ国民の日本への敵意となって、爆発するかもしれませんものね』

「聡そう明めいな君のことだ。大国ローマと真っ向勝負するつもりなど、端はなからないのだろう？　となれば、要いらぬ憎悪のタネをここで蒔まく必要はないことも――」

『承知しております』

「というわけで私と、私の軍団への、寛大な対処をおねがいしたい」

『うけたまわりました。ただ、ひとつ言わせていただきますと……カエサル公の存在があるかぎり、いずれ必ずローマ国内の勢力図が大きく塗りかえられそうな気もします』

「それはまあ、そうなるだろうねえ」

『そこが少々不安です。また我が国に要らぬちょっかいを出されるのではないかと――』

「思うわけだな。はははは」

　歯に衣きぬ着せない志緒理の言いぐさに、カエサルは笑った。

「まあ、あれだ。復活者リザレクトである私にも老衰死する可能性はある。早ければ明日にだって、脳のう卒そつ中ちゆうを起こすかもしれない。ただ、それまでは――このカエサルと共に、世界の未来を築くつもりでいてほしいと心から願いたいね！」

　調子よくカエサル節を披ひ露ろうしていたときだった。

　執務室のドアが開いた。入ってきたのは、黒い巻き毛の青年だ。端整な顔立ちには、もちろん見覚えがある。

　遥か二千年前の古代ローマでは、カエサルの愛人の息子だった。

　今世では、一度カエサルを殺害しに来た。だが幸いにも暗殺は未み遂すいに終わり、彼を捕らえることができた。ユリウス・カエサルを殺した功績ゆえ、《英雄抹まつ殺さつ》などという武勲に目覚めてしまった男――。

「君か、ブルートゥス」

　名を呼んでから、カエサルは気づいた。

　橘征継を抹殺するはずの男がなぜ、もどってきたのか。

　そして、この復活者の目元をいつも隠していた仮面が――消えている。

　あれはいわば『忠節の証あかし』だった。念ねん導どう術じゆつと薬物を併用しての洗脳に挑むこと数年、ついに飼い慣らしたブルートゥスから素顔と真の名を奪ったのだ。

　実際、仮面を取ったままだと、彼はどこか落ち着かない。

　真の自分を思い出しそうになるのかもしれない。かつてユリウス・カエサルを『抹殺すべき大罪人』と見なしていた頃を……

「うっ」

　いつのまにか、カエサルはうめいていた。

　植物の蔓つるによく似た凶器で、いつのまにか胸を刺されていたのだ。それは復活者ブルートゥスの右手のひらから伸びてきたものだった。

　これに命を吸いとられていく。意識が遠くなっていく――。

　がたっ。

　カエサルはデスクに突っ伏して、昏こん倒とうした。
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安らかに眠れ
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　天てん龍りゆう五九年――西暦でいえば一九九九年。

　一月二五日の午前一〇時であった。

　非公式ながらも粛しゆく々しゆくと追つい悼とう式しきがはじまった。

　会場は横よこ須す賀かの旧ローマ軍基地。遥はるか欧州のローマ市に遺のこされた万ばん神しん殿でん――あの建物を模した神殿がこの地にもあるのだ。

　荘そう厳ごんな石造りの建物のなかに、列席者数十名が集まっている。

　皆、神妙な面おも持もちであった。声こわ高だかに話す者などひとりもいなかった。

「しめやかなものだな」

　ぼそりと徳とく川がわ家いえ康やすはつぶやいた。

　紋付きの黒い羽織と袴はかまで手には数じゆ珠ず。今日のために用意させた喪も服ふくだ。正直、故人の死を悼いたむ気はほとんどないが、一いち抹まつの寂せき寥りよう感かんはあった。

　あの男、やはり史上にも稀まれな傑けつ物ぶつだった……その思いがあるからだ。

「こんなしめやかさ、逆にあの男に似合わん気もするが。むしろ、結婚式と葬式はできるかぎり派手にやれとか言いそうな……」

「左さ様よう、万事において派手好み。それがカエサル公のお人柄でしたな」

　小声で相づちを打ったのは、天てん海かい僧そう正じようである。

　黒い僧衣に袈け裟さという格好だった。これが和式の葬儀ならば、死者の弔とむらいを取りしきるべき立場となるが、今日はちがう。

　司会進行役は、喪服の黒いワンピースをまとう皇こう女じよ志し緒お理り。

　皇こう国こく日本の新たな摂せつ政しようである。古代ローマの女神ウェヌス像の下にいた。この神殿には、レギオンと同じサイズの神像が一二体も置かれているのだ。

「みなさま。先日、不幸にも脳梗塞で急死されたユリウス・カエサルさまを――陰ながら偲しのびたいというわたくしの思いにご賛同いただき、まことにありがとうございます」

　女神の像に見守られながら、志緒理は淑しとやかに頭を下げた。

　ほかにもユピテル、マルス、ヴォルカヌス、アポロ、ディアナなどの神像がある。が、カエサルの家門は美と愛の女神ウェヌスこそを守護神と崇あがめていた――。

　神々の似姿と共に、志緒理は英雄の死を悼む。

「ローマ本国に叛はん旗きを翻ひるがえしたというカエサルさまのお立場もあり、表立っての追悼式を執とりおこなうわけには参りませんが……今日だけはしばしの間、長きにわたって皇国日本の保護者であられた御方の死を共に悼もうではありませんか」

　切々と列席者に訴える名調子。

　今日も皇女志緒理の振るまいは完璧であった。

　皆が望む『聡そう明めいながらもひかえめな美貌のプリンセス』をみごとに演じている。まあ、この席に居合わせる重要人物の多くは志緒理の本性を熟知しているのだが。

　たとえば、橘たちばな征まさ継つぐと初はつ音ね、秋あきヶが瀬せ立りつ夏かとその父。

　エドワード王子にプリンセス・エレノア、さらに家康と天海も――。

　女じよ皇おう照てる姫ひめも黒いワンピース姿で列席者にまじっていた。いくら近衛このえ大将でも平たいらの将まさ門かどをここにならばせるのは無理があるため、衛えい青せい将軍ほか美形の近衛府士官を三名ばかり護衛につきしたがえて――。

　尚、摂政として女皇を補佐する立場の皇女志緒理。

　彼女はひそかに『五年以内に後任を見つけて、摂政の位くらいをしりぞく』と公言していた。ただの皇こう姫きにもどるのだと。

　……が、もちろん家康あたりは承知している。

「どうせ女皇と皇国政府を陰から操り、黒幕として国政を牛ぎゆう耳じっていくのであろうなあ」

　ひそかに、胸のなかで思う。

　そもそも皇女志緒理は『実権のない女皇の地位になど興味ない』と言い切っていた。それは今も変わりないのだろう。

　家康はつぶやいた。

「わしも新しい隠居先を見つけるとするかね。皇こう城じようの近くにいたら、事あるごとにあれを頼む、これも頼むと言われそうな気がしてならん」

「しかし大おお御ご所しよさま」

　にたりと、天海僧正が笑っていた。

「それも案外悪くないなどとお思いなのではございませぬか？　ここ五〇年ほど、暇ひまつぶし以外にすることのない生活を延々とつづけられて……さすがに暇を持てあましてきたようにも見えますからな」

「む」

「幸か不幸か、新政権には為さねばならぬ仕事が山ほどございますぞ」

「…………」

　東方ローマ帝国で最大の不確定要素《ユリウス・カエサル》はもういない。

　しかし、東アジアにおける三国間の綱引きはここからが本番だった。ローマと大英帝国の狭はざ間まで、皇国日本がしたたかに生き抜いていくために。
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「一応、訊きくだけは訊いておこう」

　征まさ継つぐはぼそぼそと言った。

「カエサル暗殺の犯人である復活者リザレクトブルートゥス……やつの居場所、大英帝国はひそかに把は握あくしているのではないか？」

「僕の名誉にかけて、絶対にないと断言しておこう」

　苦笑気味に黒王子エドワードが答える。

　ユリウス・カエサル追つい悼とう式しきのあとだった。東京都内にもどってきた征継は、港みなと区の迎げい賓ひん館かんにいた。エドワードが国こく賓ひんとして宿泊する――スイートルームである。

　征継は水、黒王子はウイスキーのグラスを手にしている。

　プライベートバーのカウンターで好みの飲み物を各おの々おの用意して、〝今は亡き大敵〟を偲しのぶ酒席を設けていたのだ。

「ま、言いたいことはわかるとも。カエサル公の下僕だったブルートゥス――彼にかけられた洗脳を打ち破ったのは、エレノアの魔力であった可能性があるのだからね」

「魅み了りようの魔力とやらだな」

　征継はうなずいた。

「畿き内ない総そう督とくをはじめ、多くの騎士たちをたぶらかした力だ。カエサル殺害後に行方ゆくえをくらませたブルートゥスが……ひそかにエレノア姫のところへ馳はせ参じていても、まったく不思議ではないだろう」

　復活者リザレクトブルートゥスは橘たちばな征継の抹まつ殺さつに失敗した。

　その後、魔人・平たいらの将まさ門かどの刀によって、とりおさえられた。

　が、皇こう女じよ志し緒お理りと女じよ皇おう照てる姫ひめの霊感はユリウス・カエサルの仇かたきが〝きわめて不自然な手段〟で心をとらわれていると察して、エレノア姫が呼ばれる運びとなった。

　英国の魔女姫は――試してみたという。

　すさまじき魅了の力で、あの男を支配下に置けるか否いなかを。

　その後、ブルートゥスはエレノアに跪ひざまずくわけでもなく、しばらくぼーっとしていた。どうやら失敗かと、皆は落胆したらしい。

　だが、ブルートゥスはいきなり雷に撃たれたように走り出したという。

　そのまま皇こう国こく日本の翼竜を奪い、南みなみ房ぼう総そうまで急行して、カエサルを襲った。

　二千年以上も前の三月一五日――。共和政ローマの義士ブルートゥスが独裁者ユリウス・カエサルを刺殺したときの再現であった。

「志緒理は推測していたな。エレノアを新たな主人としたことで、ブルートゥスの記憶と認識が〝リセット〟された。ついに取りもどしたカエサルへの殺意と使命感に衝つき動かされて、あの凶行に走ったのだろうと」

　エドワードはしみじみと言った。

「ま、その展開を期待して、エレノアを呼びにいかせた志緒理こそが真の首しゆ謀ぼう者しや――だと、僕には思えるのだがね」

「何を言う」

　征継はややしらじらしくも、即座に言った。

「姫は単なる好奇心から、魅了の術を試してほしくなったとおっしゃっていたぞ」

「それが本当なら、あの状況でずいぶんと無邪気な振るまいをするものだ。ま、今は『志緒理の思いつきとエレノアの魔力が思わぬ悲劇を呼んだ』としておこうか」

　黒王子はウイスキーを口に運び、軽く舐なめた。

　氷も入れず、生きのままだ。スコティッシュの海辺ではぐくまれた銘めい酒しゆであった。

「ただ、エレノアの魅了はきわめて強力だが――実は、飛び抜けて念の強い相手にはほとんど効かない。たとえば、僕や君にはまず通じないだろう」

「ほう」

　そういえば、秋あきヶが瀬せ立りつ夏かも魔女エレノアの呪じゆ縛ばくに打ち勝ったのだ。

　それを思い出した征継へ、エドワードはさらに言う。

「案外、エレノアの力はブルートゥス氏にかけられた洗脳を揺さぶっただけで、そこから前世の因いん縁ねんを思い出したのは――『カエサルを殺した男』の強い執しゆう念ねんなのかもしれないね。だから凶行後もエレノアのもとに帰らず、今も世界をさまよっている……」

　この推測の正否、もちろんたしかめる術すべはない。

　ただ『カエサルの横おう死し』という事実が残るのみであった。

　東方ローマの現皇帝と政府は国こく父ふ暗殺という大事件を闇に葬り、表向きは病死ということにして、全世界へ発表した。

　カエサルの叛はん乱らんに荷か担たんした部下たちも、その多くが投降済みだ。

　まだ日本国内で留置しているが、いずれ続々とローマ本国へ送還される予定だった。彼らは厳しく追及されることだろう。

　ちなみに――死の直前、あの男は言ったらしい。

　自分に万一のことがあれば、皇国日本は〝勝ちすぎた〟ことになると。

　だが、東方ローマ帝国所属の復活者リザレクトが暗殺したのであれば。その経けい緯いを、カエサルの部下たちがしっかり目撃していたのであれば。

　話はべつだった。

　日本側は『叛逆者とはいえローマの英雄を殺してしまった！』という負債とは今後も無縁のまま、カエサルの脅きよう威いを排除できたことになる。

「わたしは一応、東方ローマ帝国で甦よみがえった復活者ですが」

　いきなり衛えい青せい将軍が発言した。

　今までひかえめに沈黙していたのだが、何かを思い出したようだ。

「あちらにいた頃、何度か聞いたことがあります。カエサル元げん帥すいがあふれる才能にまかせて、ローマの威光を周辺諸国に広めていくのは……痛し痒かゆしでもあると」

「ほう？」

　征継は軽く目をみはった。どういう意味だろう？

「カエサル公は〝ただ自分の偉大さを天下に知らしめたい〟という理由だけで、他国の政治に介入されてしまう御方でした。一〇年ほど前、アメリカ国の下風に置かれていた日本国と女皇陛下を――保護下に置いたときのように」

　衛青は淡々と語っていった。

「このとき、カエサル公は日本の属州化を望んだといいます。東方ローマ帝国に新たな版はん図とをもたらすために。だが本国はそれを認めなかった。結局、『日本を保護下に置いて、経済的にも軍事的にも従属させる』という関係に落ちついたのだとか」

「日本を属州にできないと、ローマ本国が言ったのか？」

「僕には理由がわかるな」

　いぶかしんだ征継の隣で、エドワードがため息をついた。

「属州や植民地の運営には金がかかるというんだろう？　むしろ、そうした地域を独立させて、旧宗主国に有利な条件下で貿易の相手とする方が――黒字になる見込みらしい。実は、我が大英帝国の内部にもそういう意見がある」

「なるほど」

　征継はつぶやいた。

「もはや軍団ではなく、金で覇を競う時代か」

「騎士と武人の浪ろ漫まんに欠けること甚はなはだしい――僕らにとっては、なんともさびしい時代が到来しつつあるのさ。カエサル公の退場によって、その流れが加速するかもしれないな。我が英国からも伯お父じ上うえという〝騎士道の星〟が消えたわけだし」

　冗談めかして、エドワードが言う。

　ただし、彼のまなざしには隠しきれない寂せき寥りようの陰があった。それを振りはらうように黒王子は酒を口に運び、話題を変える。

「ところで衛青くん。引退するというのは本当かい？」

「ええ。このまま軍を退たい役えきし、予備役という形にさせていただく予定です」

「なんだ。完全な引退ではないのか」

　エドワードは肩をすくめた。

「残念だ。もしそうなら、我が大英帝国軍に是非スカウトしたいと思ったんだが」

「わたしごときが黒王子どののお役に立てる見込みなど、まずありますまい」

　ひかえめな返事と共に、衛青は苦笑した。

「それに――ほんのすこし前、われわれの武力よりも経済力の方が重要な時代になるやもと話をしていたではありませんか」

「なに。それはそれというやつさ。僕にはひとつアイデアがあってね」

　英国の貴公子はウインクして、貴族的な優美さを披ひ露ろうした。

「もし今後、我が国をふくめた世界中の国々が僕らの武力とレギオンを不要と断じるようになったとき――どこか世界の片隅に、個人的な領土を確保するのも悪くないなとね。そのときは君たちにも招待状を送る。是非、我が騎士団の一員になってくれ」

「俺たちを呼びつけて、何をする気だ？」

　ぼそりと征継が問うと、エドワード王子はにこやかに言った。

「決まってるとも。我がガーター騎士団領の版図を広げるため、世界の諸国を相手に宣戦布告と洒落しやれこむのさ」

「一応、覚えておこう。協力する気にはならないと思うが」

　征継が言えば、エドワードは快活に笑う。衛青将軍はひかえめに口元だけの微笑を浮かべている。生まれも経歴もちがう名将同士のなれあい、ではない。

　この関係がいずれ役立つかもしれないのだ。

　たとえば、ふたたび日英両国が〝いくさ〟の渦か中ちゆうに呑みこまれたとき。

　最前線の指揮官同士に親交があれば――国家間の外交を飛びこして、〝話をつける〟ことも可能になるのだから。

　一時休戦、共同作戦、和平交渉、降伏など。

　そういったことごとを緊急にまとめてしまうために。

　そして、これはエドワードの語った『妄もう想そう上じようの未来』よりも、遥はるかに実現の可能性がある未来なのであった。
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「女じよ皇おう陛へい下か、無事にご出発なさいました～」

　ひとり遅れて、初はつ音ねがやってきた。

　江え戸ど城じよう址し、天てん守しゆ台だいのすぐそばだった。すでに征まさ継つぐと、さらに皇こう女じよ志し緒お理り、秋あきヶが瀬せ立りつ夏かという顔ぶれがそろっていた。

　ユリウス・カエサルの追つい悼とう式しきが行われた日の――夕方だった。

　紅あかく染まった冬空のもとに四人しかいない。東海道の駿する河がからはじまり、ここ皇こう都と東京で大だい団だん円えんを迎えた天下取り。その首しゆ謀ぼう者しやともいえる四人だけが。

　志緒理は訊たずねた。

「陛下のご様子はいかがでしたか？」

「かなりごきげんでしたよぉ。高位の女官の人たちもつれずに地方の御用邸へ遊びにいかれるのなんて、初めてみたいですしねー」

　那な須すの御用邸への女皇行ぎよう幸こう。

　その出しゆつ立たつを女官として見送ってきた初音の報告だった。

　喪も服ふくを脱いで、いつもの『はいからさん』にもどっている。まあ、征継は追悼式でも着ていた詰め襟えり、立夏は軍服のままであったが。

　志緒理はといえば、ブラウスにスカートの洋装であった。

「陛下にはすこし、東京から離れていただいた方がよさそうですからね。よいご休養になると思います」

「ああ。『妖気を抜く』というやつですね」

　コメントする志緒理へ、立夏が言った。

「大だい怨おん霊りようの巣でもある東京と皇こう城じようから何カ月か引き離して、女皇陛下が心身にたくわえられた妖気を抜くとかなんとか――」

「ええ。天てん海かい僧そう正じようのご助言です」

「でも姫様。陛下、ちょっとだけお怒りでしたよぉ。お兄さまも衛えい青せいさんもお付きにいないとわかったら……。もっと見み目め麗うるわしい男衆はいないのかって」

「……まあ」

「……あまりご自由に過ごしていただくのも問題あり、かもしれないわけだな」

　志緒理は目を丸くし、立夏はしみじみと言う。

　ともあれ、四人の国盗とりもようやく終わりを迎えていた。

　この江戸城址の地下で――聖せい獣じゆう・大おお国くに主ぬしの命みことは眠りについている。だが、今までの五〇年間とはちがい、封印を施ほどこしたのではない。

　目覚めたいときには、勝手に地上へ這はい出てくる自由がある。

　大国主命が生み出した東京の守護神・平たいらの将まさ門かどもいまだ健在だった。

　まあ、大英帝国が望むように――日本第二の聖獣をあちらに引き渡すような事態となるときは、ふたたび〝荒ぶる神〟となるかもしれないが。今のところ、彼らはここ日本で平穏な日々を送りはじめている。

「姫」

　征継はぼそりと言った。

「大国主命の件で、近いうちにエドワード王子が話をしたいと言っていた」

「そうでしょうね。まあ、今のところはできるかぎり交渉を引きのばして……大国主命の値段をつりあげていきましょう。売るのはそのあとです」

　志緒理が答えた瞬間だった。ゴゴゴゴ――と、江戸城址の大地が揺れた。話題の主ぬしが遺い憾かんの意を表明したのだ。

　麗うるわしき皇女はすかさず微笑し、軽やかに付けくわえた。

「もちろん『実際に売る』という選択肢は、最後の最後まで取っておきます。我が祖父・天てん龍りゆう公こうとの勢力争いに敗れた神といえども、我が日本国の天地に生まれし聖獣を売り飛ばすのは……さすがに暴挙ですからね」

「エドワード王子との駆け引きがはじまるわけだな」

「ええ。おまけに、東アジアに新秩序を確立しようとする東方ローマ帝国も――必ず割りこんでくるはずです。あちらが日英の関係を崩しにくるか、日英の二国をまとめて圧倒しようとするかで、わたくしどもの対応もまったく変わってきます」

　志緒理は憂ゆう鬱うつそうに、小さなため息をこぼした。

「日本の天下を取ったのは慶けい事じですが、苦労はまだまだこれからです」

「殿下。この秋ヶ瀬立夏、一命を賭として志緒理殿下の事業に協力させていただきます。ここにいる――征継どのと共に」

　おごそかに秋ヶ瀬立夏が訴えた。

　ちらりと征継の顔を見て、そして、そっと付けくわえる。

「われわれはすでにひとつの大きな一家、血を分けた一族とも言えるのですから」

「ええ。本当にそのとおりです。立夏さま、わたくしたち――今まで以上に緊密に、手と手を取り合って、共に戦っていきましょう」

「御ぎよ意い」

　陰謀家の皇女と東海道の女総そう督とく、熱く見つめ合いながらの一幕だった。

　実際にふたりでおたがいの手を取り合っていた。しかも、ちょうどよく夕暮れ時。沈む夕陽のなかで、国の未来のために約束を交わす。

　熱いやりとりであった。背景効果もあって、感動的ですらある。

　情よりも理の方に傾きがちな女じよ傑けつ同士には、少々不似合いなほどに……。実際、違和感を覚えたのか、初音が首をかしげていた。

「おふたりとも、なんだか今日は〝らしく〟ないですねー」

「そう言うな、橘たちばな。おまえにも……伝えなくてはいけないことがある」

　おもむろに立夏が言った。

「前にもすこし話したな。誰が征継どのの――名目上のパートナーになるか。おまえが来る前に殿下と話し合った。やはり、橘初音がいいだろうと」

「えっ？」

　思いがけないことを言われたのだろう。初音が固まった。

「そ、それって、初音がお兄さまと結ばれてもいいってことですか？」

「そのとおりだ」

「初音とお兄さまが結婚して、夫婦になってもいいんですか!?」

「そのとおりだ」

「ええーっ!?　この話、絶対に大おお揉もめすると思ってました！　なのに、こんなあっさりって――夢みたいですぅっ！」

　初音が目を輝かせている。なんとも初うい々ういしく、可愛らしい。

　ちなみに、当の征継は注意深く発言をひかえていた。『不要なおしゃべりよりも沈黙がまだマシ』を実じつ践せんするために……。

　そして、いよいよ立夏が核心へと踏みこんでいった。

「やはり子供には信頼できる母と家庭があるべきだと、私は思うんだ。いずれ本当の母が誰かを明かすかどうかは、子供たちの性格と状況次第で決めることにして――」

「へっ？」

　聞き流せないワードの羅ら列れつ、さすがに衝撃だったらしく。

　初音はすこしの間『ぽかん』として、それから、すぐに確認した。

「今、子供っておっしゃいました、立夏さま？」

「ああ、言った。私と……征継どのの子だ。男女のどちらかはまだわからないが、きっと強い子に育つだろう」

　幸せそうに、誇らしそうに、秋ヶ瀬立夏は告白していた。

　すぐ隣で皇女の志緒理もうんうんとうなずいている。心から東海道の女総督に共感している面おも持もちだった。一方、初音は呆ぼう然ぜんとしていた。

「お、お兄さまと立夏さまに――こ、子供が……」

「いや、橘。これは男女の間のことなのだから、そこまで驚かなくてもいいだろう」

「そ、それはそうなんですけどぉ……」

「おまえを女と見込んで、頼みたい。征継どのの妻となるだけではなく――わたしたちの子供の母にもなってほしい。このとおりだ」

　後輩の女騎き士し侯こうへ深く頭を下げて、秋ヶ瀬立夏は頼みこんだ。

「いろいろとむずかしい状況のなかで生まれ育つ子供たちには……それにふさわしい母親が必要なんだ。そして、この役目にうってつけなのは秋ヶ瀬立夏や皇女殿下ではなく、橘初音だと私は思う――」

「そ、そういう風に頼られたら、ちょっとその気になってきましたけどぉ」

　震える声で、初音は『待った』をかけた。

「今、さりげなーく子供たちって言いませんでした？」

「実は」

　ほんのり頰を紅あかく染めて、志緒理が口をはさんだ。

　両手で己おのれの下腹部を愛いとおしそうに撫でて、ひどく幸せそうに言うおまけつきで。

「わたくしのこちらにも……」

「ええええーっ!?」

「初音。立夏さまがおっしゃったとおり男女の間のことです。そう驚かなくとも。大体、初音にだって、身に覚えがあるはずでしょう？」

「そそそそ、それはそうなんですけどぉぉぉ……」

　たじろぐ専属女官に対して、皇女志緒理は実に平静だった。

「最初に気づいたのは――皇城にジェベ将軍のレギオンが攻めこみ、征継さまが瀕ひん死しとなられたときでした」

　あの日の興奮を思い出したのだろう。志緒理は遠い目をしていた。

「本当なら、新しん羽はね田だで力尽きようとしていた征継さまの窮きゆう地ちに気づくことも、念を送って手助けすることもできないはずでした。でも、わたくしの体に宿った命が仲立ちとなって――起きないはずの奇跡を成じよう就じゆさせてくれたのです」

「い、命が……」

「志緒理殿下がおっしゃるには、私の子供も奇跡の立役者らしい」

　右手でやさしく下腹部をさすりつつ、立夏も口添えしてきた。

「ほら。あの日、殿下は……庭園にいた私と橘を迎えにいらしただろう？」

「そ、そういえば。あれってつまり」

「自分と同じ境遇である娘がいるとしたら――秋ヶ瀬立夏と橘初音のふたりだけ。そうお考えになって、志緒理殿下が機転を利きかしてくださったのだ」

「そそ、そんなカラクリだったんですねえ……」

　さすがの初音も呆然とさせる種明かしであった。

　それでもだんだん腹が据わってきたのか。ハァと一度だけ大きなため息をついたものの、以降はしっかりと顔を上げて、ついに「うーん」と考えだした。

「すぐに結論は出せませんけど」

　さばさばと初音は言った。

「ひとまず前向きに検討するってことで、いいですか……？」

「そうしてくれるか、初音よ」

　今さらながら、さりげなく征継はコメントした。こういうとき男にできることなど、可能な限り存在感を消すか、土下座するか程度なのだ。そんな張本人へ、未来の妻である少女はじとっと粘性の視線を向けてきた。

「仕方ないじゃない、ぜーんぶお兄さまが蒔まいた種なんだし……」

「む」

「お兄さま！　今、上手うまいこと言ったとか思ったでしょ！」

「……まあな」

「もうっ。やりたい放題やってくれて、大変なのはこっちなんだからねっ。そりゃ、お兄さまが生まれ育った時代は全然ちがったんだろうけど！」

　ぷりぷりと批判精神をあらわにしつつも、初音は覚悟を固めたようだった。

　皇女志緒理と秋ヶ瀬立夏の前には難題が山積している。やはり、この役割分担こそが最善であるはずなのだから――。

　そう。新政権が取り組むべき懸けん案あん、国外の問題だけではない。

　国内も多事多難であった。ユリウス・カエサルが仕組んだ『関東騎士侯の造反』。あれはこの後も禍か根こんとなって、関東地方の運営にちょくちょく影響していくだろう。徳とく川がわ家いえ康やすの威光でとりまとめたとはいえ、地方を統すべる十じゆう二に将しよう家けも一枚岩ではない。

　全てはこれからだった。

　皇国の政治を陰から操るであろう姫へ、立夏が言う。

「殿下。やはり私は東海道総督のままでいたいと思います。東京の新政府には――父を閣かく僚りようとして参加させましょう。……地方にいる方がなにかとわがままもできますし、隠しごとも容易になります」

「時が来れば、立夏さまは公おおやけの場に姿を見せなくなるのですね？」

「はい。いろいろ面倒事は起きるでしょうが、地元にいるかぎりはどうとでもできます。殿下もあと数カ月したら、長期休暇をとられてはいかがかと」

「本当のことはもちろん言えませんから……やはり仮病ですか？」

　察しよく志緒理が言う。立夏はにやりと笑った。

「ウソも方便。『慣れない摂せつ政しようの公務で疲労が溜まり、体調を崩された』としましょう」

「ふふふふ。そして、静養先には東海道を選べばよいと？」

「万全の受け入れ態勢、それまでに必ず用意してみせます。殿下だけではなく、私と、そして征継どののためでもありますからね」

「頼もしいお言葉です。当てにさせていただきます」

「ううううっ。このお姫さまたちってば、せっかくの知恵と才能をろくなことに使わないんだから……」

　ひとり初音がぼやいている。

　公務においても、私生活においても、前途は多難である。しかし、かつて駿河に閉じこめられた頃とちがうのは、各おの々おのの器量にふさわしい職権をも手にしていることだった。

　ならば、どうとでも道は拓ひらけるはず。

　征継はあえて能天気に決めつけて、愛いとしい女たちを見守っていた。未来を憂うれう必要はまったくない。

　この国と自分たちの行く末、全てはこれからの行動次第なのだから。
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　みなさま、おひさしぶりです。

　一巻から七冊にわたって展開してきた架空日本での三国巨人戦記、いよいよ終幕の巻とあいなります。

　前巻で皇国日本の天下を取った主人公陣営。

　彼らのその後と総仕上げの決戦、いかがだったでしょうか？

　……実のところ、一、二巻を書いていた頃は六冊くらいでここまでいけるだろうと思っておりました。六巻を書く前も「ぎりぎり六冊で収まるんじゃないかな～」なんて構想していたのですが。

　七巻目を書いてみて、

「やっぱり一冊多くしといてよかったな」

　と感じております（苦笑）。

　もろもろ収まるところに収まったと言いましょうか。

　個人的には、この六、七巻で妙に味のあるキャラに育っていった照てる姫ひめがなかなか気に入っております。




　さて、本作『クロニクル・レギオン』。

「ファンタジー戦記で何か」という発注に対して、かなりの変化球で打ちかえした結果の産物であること、すでに一巻のあとがきで記しておりますが。

　個人的には、

「自分でも『やりすぎだ！』……と思うくらいに盛ってみる」

　という課題を追求してみるシリーズでもありました。

　いや、無駄に細かい設定を考える僕も、当シリーズの設定群については「いろいろやりすぎだ」と自覚しながら決めていったのです。各種設定の覚え書きを担当編集氏に渡す際、「読む必要は全然ないですよ」と伝えたくらいですし（苦笑）。

　限界近くまで盛ってみると、どんな案配になるのかなあと前々から気になっていたのです。

　何事も一度やってみないと実感できないですからね。

　そして、そんな試みをした結果の帰結として、この七巻では結構な数のキャラとイベントを同時に動かすことになるという当然の事態とあいなりました。

　まあ、なかなか面倒な作業です（笑）。

　しかし、これが不思議となつかしくもありました。

　……その昔、「遊演体」なるゲーム会社に在籍していた頃、『七～一〇日の間に短編小説二～四本くらいのストーリーを書き上げて、しかも数十～数百名のキャラを登場／活躍させる』なんて荒行（苦笑）を月イチで繰りかえしていた時期がありまして。

（当時の僕は、かの『フルメタル・パニック』の一巻で賀が東とう招しよう二じさんが紹介していた遊びのスタッフをしていたのです）

　で、この七巻であちこち入り乱れる状況と大勢のキャラを書いているとき、

「なんだかあの頃の感覚を思い出してきたぞ」

　となったのです。

　もう長いこと味わっていなかった……そして、すっかり消えてしまった感覚だと思っていたのですが、意外と身についているものですね（笑）。




　さてさて。

　七巻には恒例だった用語集がありません。

　今回は「わざわざ解説するほどの項目はないかな」と考えたのです。

　シェイクスピア作の「ブルータス、おまえもか」の元ネタ、カエサルが末期に遺のこしたセリフと『愛人の息子マルクス・ブルートゥスのほかにカエサルの腹心にもデキムス・ブルートゥスなる人物がいた』等については、某ＷＥＢ辞書に詳述されておりますしね。

　あとは強しいて言えば、

『カエサルがユリウス一族の先祖＆守護神を女神ウェヌス（ヴィーナス）だと吹ふい聴ちようするようになった背景』でしょうか。

　……神様をアレしちゃうシリーズでも使えそうなネタですね。

　ここで小ネタとして使うのは、すこしもったいないかもしれません。

　ひとまず丈たけ月づき城じようの次の仕事としては今秋、『カンピオーネ！』の最終巻が発表予定。それに続く作品のどこかで、発表の機会を狙ってみたいと思います。




　最後になりましたが、今まで『クロニクル・レギオン』を応援してくださった読者のみなさまへ。

　どうもありがとうございました。

　本作のように作者の個人的嗜し好こうと意向をどこまでも突きつめた作品執筆が可能だったのも、理解ある出版社と、なによりご愛あい顧こくださったみなさまのおかげです。

　よろしければ、ひきつづき丈月城の著作をご高覧いただけると幸いです。
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